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「──幾久しく、我々は貴方あなた様を信じ、敬い、そして仕えることを誓います」




　長い祝詞のりとの後に、告げられたのは、そんな宣誓だった。

　大広間に袴姿の男たちがずらりと並び、深く頭を下げている。彼らは、この国の陰おん陽みよう師じを束ねる選ばれし審神者さにわの面々だ。

　審神者たちが頭を下げている先には、賀か茂も澪れい人との姿があった。

　上座に堂々と座っている彼は、頭に冠、袍ほうを纏まとった神職の正装をして、凜り々りしい眼まな差ざしを見せている。

　その姿は、端整な容姿も相あい俟まってまるで絵巻のように美しく、見守っていた者たちから、熱い息が洩もれ出る。

「おおきに、ありがとうございます。僕も皆を信じ、皆と共に、幾久しくこの地の平和のために力を尽くすことを誓います」

　澪人は畳に手をついて、自分の部下たちに向かい、深く頭を下げた。







　──今日は上かみ賀が茂もの賀茂邸で、澪人が審神者頭に就任したことを祝う儀式が行われていた。

　澪人は前審神者頭・谷たに口ぐち透とおるが『魔』に囚われてしまったことにより、急きゆう遽きよ、審神者頭となった。その後、息をつく暇もないほどに忙しくしていたのだが、最近になってようやく落ち着きを取り戻してきたため、遅ればせながら祝いの席が設けられたのだ。

　澪人の傍らに座る本部長──白髪の初老の男性──は嬉うれしそうに目を細め、少し離れたところでは、澪人の祖父が目に涙を浮かべていた。







　櫻さくら井い小こ春はるも、末席でその様子を見守っていた。

　厳かな雰囲気と熱量に圧倒されながら、胸にそっと手を当てる。

　凜りんとした澪人の姿に、嬉しさと誇らしさで目頭が熱い。

　そう思っているのは小春だけではなく──、

「そうそう、俺にとって、賀茂くんはやっぱりこうでなくちゃね。さすが、俺たちのリーダー」

　側に座る三み善よし朔さく也やが、満悦の表情で大きく頷うなずくも、すぐに決まり悪そうに肩をすくめた。

「それにしてもさ、すごい雰囲気だよね。明らかに俺達、場違いだと思わない？」

　隣に座る水みず原はら愛あ衣いが「しーっ」と人差し指を立てて、横目で睨にらんだ。

「静かに、朔也くん。ただでさえ場違いなんだから」

　すると安あ倍べ由ゆ里り子こが「あら」と胸を張る。

「何を言うのよ、二人とも。私たち『ＯＧＭ』は、賀茂君直属の選ばれしチームよ。場違いなんてことはないわよ」

　そう、この広間には、小春、愛衣、朔也、由里子という『チーム澪人』あらため、『ＯＧＭ（「拝み屋」の略）』のメンバーも招待され、揃っていた。

　小春、愛衣、由里子は着物で、朔也だけが制服姿だ。

　また、この儀式には、澪人の親族も出席しているため、小春の祖母・吉よし乃のと叔父おじ・宗そう次じ朗ろうの姿もあった。

　吉乃は和服だが、宗次朗はＴシャツにジーンズと普段着だ。

　二人は、小春からは正面となる窓側の『親族席』にいた。

　本当ならば、小春も『親族席』に座るところなのだが、あえて仲間と共に末席に身を寄せていたのだ。

　小春は、ちらりと吉乃たちの方を見た。

　宗次朗が大おお欠伸あくびをしていて、吉乃が呆あきれ顔で肘ひじ突つつきをしている。

　そんな姿に小春は口に手を当てて、噴き出しそうになるのを堪こらえた。

　あの二人を見るのは危険だと視線を移すと、同じ親族席に座る澪人の兄・賀茂和かず人との姿が目に入った。

　視線が合うなり、和人はにこやかにそっと手を振ってくれたため、小春もあまり目立たないように手を振り返す。

「──ッ」

　すると隣で、急に愛衣がうな垂れたので、小春は少し驚いて横を向く。

　見ると顔が真っ赤。耳の先まで赤い。

「顔が赤いけど、もしかして暑い？」

　小春が小声で尋ねると、愛衣は手で顔を扇あおぎながら、「す、少しだけ」と苦笑する。

　愛衣から、『嬉しい』と『恥ずかしい』という感情が溢あふれ出て来て、目を合わせずとも感じ取ることができた。

　これを一言で表すなら『恋』だ。小春は戸惑いながら和人の方を向く。

　彼は今も、こちらに微笑みかけていた。

「愛衣ちゃん、暑いの？」

　朔也が制服の内ポケットから扇子を出して、パタパタと愛衣の顔を扇いだ。

「いや、その朔也くん、大丈夫だから、自分で扇げるし」

　愛衣は自分の扇子を取り出す。

「それは、残念。俺が愛衣ちゃんに涼を届けたかったのに」

　いたずらっぽく笑う朔也に、「またそんな調子の良いいことを言って」と愛衣は肩をすくめ、由里子が大きく頷きながら前のめりになって窘たしなめる。

「そうよ、朔也。あなたはいつも女の子に調子の良いことばかり言って、良くないわよ」

「はぁい、相変わらず、由里子センパイは姉ちゃんみたいだ」

　にっ、と笑う朔也に、

「ね、姉ちゃんって」

　今度は由里子が頰を赤くする。

『ＯＧＭ』のメンバーは相変わらずだ。

　愛衣も既に平静を取り戻したようで、愉たのしそうにしている。

　愛衣はもしかしたら、和人に恋心を抱いているのかもしれない。

　そうだとしても、愛衣から話してくれるまでは黙っていよう。

　小春は、愛衣の横顔を見詰めながら、人知れず頷いた。
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　祝詞と宣誓と挨あい拶さつが終わると、別室で食事会が始まるということで、澪人は一度退席した。

　広間の皆も、食事の部屋へと移動する。

　愛衣や由里子をはじめ、今の内にとお手洗いに向かう者も多い。

　たまたま一人になった小春は広間を出て、なんとなく宴会場へは向かわず、長い通路を歩き、中庭が見渡せる縁側まで来て足を止めた。

　風が吹き抜けて、前髪がそよぐ。

　その風の吹く方に目を向けると、相変わらず、見事な庭が広がっている。

　均衡を保って並ぶ敷石に灯とう籠ろう、砂利が敷き詰められた石庭と、水を使わずに山や水のある風景を表現する『枯山水』。

　以前は、紅白の椿に目を奪われたが、今は青紫の桔き梗きようが美しい。

「……少し前のことなのに、もう懐かしい」

　ふふっと笑って、腰を下ろす。

　あれは、今年の初めのこと。

　小春はここでうたた寝をして、前世の記憶を呼び覚ましたのだ。

　自分がかつて曰いわくつきの斎さい王おう・玉たま椿つばきであったことを自覚して、目を覚まし、その時、庭にいたのは……。

「…………」

　若わか宮みやの姿を思い出して、ちくり、と胸が痛み、小春は目を伏せる。

　先日、澪人と共に、神しん泉せん苑えんへと向かった。

　少し遅くなってしまったが、二人が揃った状態でお礼を伝えられたらと思っていた。

　神泉苑は、以前と変わらなかった。

　石の鳥居をくぐると、朱色の橋があり、池が広がっている。

　アヒルや鴨が散歩するように境内を歩き、池の鯉がぱちゃんと跳ねている。

　そこは、そのままだというのに、境内に一歩足を踏み入れて、すぐに分かった。

　若宮は──、もう、そこにはいなかった。

　もぬけの殻、ということばがぴったり当てはまる。

　彼の存在が、まるで感じられなかったのだ。

　この地を根城としていた黒こく龍りゆうは、どこかに行ってしまったようだ。

『……いない』

　小春は、境内を見渡して、ぽつりと零こぼす。

『ほんまやね』

　隣で澪人も頷き、二人は拍子抜けしたように、しばしその場に立ち尽くした。

　それでも、本殿を前に柏かしわ手でを打ち、礼を言って帰ってきたのだが──。

　若宮は、今度こそ本当に天に還かえってしまったのだろうか……？







「あの方は、いつも突然いなくなってしまうんだから……」

　過去生でもそうだった。

　管かん絃げん祭さいの夜は晴れると告げたのを最後に、彼は二度と自分の前に姿を現わさなかった。

　あの時は、約束を破ったことを憂いて、会いに来なくなってしまったのだろうか？

　だとしたら、今はどうしてなのだろう？

　遠い昔、前世の記憶に想いを馳はせて、小春は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

「小春ちゃん」

　背後で声がして、小春は座ったまま振り返った。

　そこには冠だけは外したものの、正装した澪人が立ち、優しい眼まな差ざしを向けている。

「澪人さん」

　小春は、ふわりと柔らかく目を細めた。

「祝詞のりとに挨拶と長くて、疲れたやろ」

　澪人はそう言って、小春の隣に腰を下ろした。

「長かったですけど、祝詞も挨拶も宣誓も、とても強い想いが込もっていて感動しました」

　澪人を慕い、敬う気持ちに溢れ、その想いを彼は堂々と一心に受け止めて、敬意を持って応こたえていた。

「澪人さん、とても素敵でした」

　ぽつり、と独り言のようにつぶやいた小春に、澪人は何も言わず口に手を当てて、目をそらす。

「…………」

「どうかしました？」

　なんでもあらへん、と澪人は小春を見た。

「小春ちゃんこそ、どないしました？」

　えっ？　と、瞬まばたいた小春に、澪人は続ける。

「なんや、元気がないようやけど」

　小春は、ああ、と洩もらして、空笑いを見せる。

「ここに来て、若宮くんのことを思い出しちゃったんです。もしかしたら、もう会えないのかなって……」

　思えば、自分が澪人と想いを結んでから、若宮に会っていない。

　かつても彼と縁を結んだことで、若宮──驪リ龍リヨウは姿を現わさなくなったのだ。

　何か深い思慮があってのことなのかもしれない。

「…………」

　二人の間に、しばしの沈黙が訪れる。

　澪人は少しの間、考えるような目を見せていたが、ふと顔を上げ、

「小春ちゃん」

　ゆっくりと小春に向かって手を伸ばす。

　優しく肩を抱き寄せられ、小春は気が付くと、澪人に強く抱き締められていた。

　突然のことに小春は、彼の腕の中で、ぱちぱちと目を瞬かせる。

「えっ、澪人さん？」

　ドキドキと鼓動が逸はやる。

　澪人は何も言わず、そのまま小春を床へと押し倒した。

　すぐ目の前に迫った美しい澪人の顔が、ゆっくりと近付いてくる。

「っ!?」

　だが、その表情はとても冷静だ。

　恋人にキスをしようと押し倒しているというより、まるでこれから救命訓練のために、気が進まないけれど、人工呼吸を始めようとしているようにも見える。

　何より、こんなところで、いつ誰がやって来るかも分からないのに、急にどうしたのだろう？

「あ、あの、澪人さん？」

　恥ずかしさと戸惑いから小春が、その体を押し返そうとすると──。

　ぱんっ、と何かを叩たたきつけた音が響いた。

　小春が驚いて澪人の肩ごしに目を向けると、そこには真っ白な動物が仁王立ちしていた。

　大きさはバスケットボールほど、体はまんまるで、毛はもふもふ。つぶらな瞳ひとみは真っ黒だ。

　ふさふさの三本の尻尾しつぽをきりりと立てて、澪人の頭を竹筒で叩いている。

「コウメちゃん！」

　小春はぱちりと目を見開く。

「……ここで小春ちゃんに無理やり迫ったら、あの方が怒って出て来はるかなて思うたんやけど、出てきたのはコウメやったね」

　澪人は叩かれた頭に手を当てながら、少し笑って体を起こす。

「あ、それじゃあ、今のは、私を若宮くんに会わせてくれようとして？」

「そうや。かんにん、怖かったやろ」

　少し申し訳なさそうに言う澪人に、小春は首を振る。

　彼の目からなんの感情も伝わらなかったので戸惑ったが、怖くはなかった。

　おそらく、若宮を降臨させるために、心を『無』にしての行動だったのだろう。

　何より澪人が言うほど『無理やり』という感じもしなかった。

「まさか、若宮くんを呼び出そうとしていたなんて」

　小春は小さく笑って、コウメに視線を移す。

　今も変わらず、まるまると太った白い柴しば犬いぬのようであり、つぶらな瞳がとても愛らしい。

「若宮くんが出てきてくれなかったのは残念だけど、コウメちゃんに会えて嬉うれしい」

　すると、コウメは、ぱぁ、と顔を明るくさせて、小春の膝ひざに飛び乗ってきた。

「コウメちゃん」

　ふわふわの毛並みが、久しぶりで、小春はぎゅっとコウメを抱き締める。

　その体に触れたことで、じん、と掌てのひらが熱くなる。

　コウメの神気が以前よりも増していることが分かった。

　もしかしたらコウメは、三本の尾に恥じないよう努力していたのかもしれない。

　最近、姿を現わさなかったのは、そうしたこともあったのだろう。

「コウメちゃん、がんばっていたんだね」

　その体を抱き上げて、顔を覗のぞくと、コウメは嬉しそうに三本の尾を揺らした。

「あのね、コウメちゃん。聞きたいことがあるの」

　小春が視線を合わせると、コウメは、なぁに？　と首を傾げる。

「若宮くんが今どこにいるか知ってる？」

　小春がそう尋ねた時、コウメはそれまで機嫌良さそうに振っていた三本の尾をだらりと下げた。

　同時に、足音と共に、

「小春ー、もう食事会始まるみたいよ」

　という愛衣の声が、縁側に届いた。

「小春さん、どこかしら……、あっ、もふもふ様！」

　愛衣と一緒にやってきた由里子が、コウメの姿を確認するなり、ぱっ、とコウメは姿を消した。

「ああっ、もふもふ様！……どうして私が近付くと、いなくなってしまうの？　私のことが苦手なのかしら」

　由里子は、がっくりと項うな垂だれる。

「由里子さんのことが苦手なんて、そんなことないですよ。そもそも、コウメちゃんはいつも気まぐれですから」

　小春は微笑んでいたが、内心はとても残念に思っていた。

　おそらくコウメが姿を消したのは由里子たちが現われたからではなく、小春が若宮のことを聞いたからだろう。

　噓をつきたくないと、コウメは姿を消したに違いない。

　だとすると、やはり若宮は、天に還かえってしまい、もう会えないということなのだろうか？

　それならば、最後に言葉を交わしたかった。

　だが、それは、自分のわがままであり、贅ぜい沢たくな話なのだろう。

　彼は、滅めつ多たに意思を通じ合わすことができない、高次の神様なのだ。

　仕方ない、と自分に言い聞かせるような気持ちで、小春は立ち上がった。
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　小春たちがお膳ぜんが運ばれている宴会場に顔を出すと、皆は澪人の登場を待っていたようで、わっ、と声を上げる。

「おい、どこで油売ってたんだよ。主役がいなきゃ、乾杯できないんだぞ。早く挨あい拶さつしろー」

　そんな宗次朗の野次に、皆はドッと笑った。

　澪人は、かんにん、と手をかざして、用意された上座に腰を下ろし、『ＯＧＭ』メンバーも末席にそそくさと座る。

　澪人は皆を見回して、グラスを手にした。

「こんなに大勢の方に祝ってもろてほんまに光栄に思います。僕は若輩で未熟です。どうか皆様、ご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしゅうお頼申します。──乾杯」

　そう言って、グラスを掲げた澪人に、皆も「乾杯」と声を揃える。

　大きめのお膳には、鯛たいの尾頭に刺身に天ぷら、ローストビーフと並んでいて、『ＯＧＭ』メンバーたちは目を輝かせた。

「すごい、豪華だね、小春」

「うん、本当に」

「食べきれなかったら持ち帰りたいわ」

「って、由里子センパイ」

　宴会場にいるほとんどの者が酒を酌み交わす中、『ＯＧＭ』メンバーはオレンジジュースやお茶を飲んでいる。

　最初は皆、自分の席に着いていたが、やがてほとんどの者が瓶ビールを持ってあちこち移動し始めた。

「みんなで賀茂君のところに行きましょうよ」

　由里子は腰を上げかけて、動きを止める。

　澪人は、たくさんの人に囲まれて、酌を受けていた。

「やっぱり、今はやめた方がいいみたいね」

　由里子は立ち上がるのをやめて、再び腰を落ち着かせる。

「いやあ、うちのリーダーはすごいね」と朔也。

「澪人さんはうちのリーダーだけど、審神者さにわのリーダーでもあるもの。もしかしたら、澪人さんにとって『ＯＧＭ』は、息抜きチームみたいなものかもしれないね」

　愛衣が澪人を見ながら、少し寂しそうに息をついた。

　その時、

「そんなことは、あらしまへん」

　本部長が現われて、にこりと微笑んだ。

　皆は、本部長の放つオーラに気け圧おされ、背筋を伸ばす。

　はじめまして、と会釈をした本部長に、「はじめまして、櫻井小春です」「安倍由里子です」「水原愛衣です」「三善朔也です」と、順番に自己紹介をし、頭を下げた。

　本部長は、皆の前にすっと腰を下ろす。

「君らは素晴らしいチームや。そら、わたしが保証する。ここにずらりと揃っている優秀で修行を重ねた陰おん陽みよう師じたちにもできひんことができるチームや」

　強い口調で言い切った本部長に皆、「ありがとうございます」と、恐縮そうにもじもじしながら会釈を返した。

　本部長は愉たのしげに微笑んで、小春に視線を移した。

「ほんで、小春さん」

「……はい」

　小春は緊張しながら、息を吞のむように頷うなずいた。

　側にいるだけで、強いエネルギーを感じる。

「こら、ほんまに『斎さい王おう』やな」

「えっ？」

「神み子こや。あなたは現世に於おいても神と意思を繫つなぎ、その声を受け取ってきたやろ」

「あ、はい……」

　小春は頷いたあと、すぐに表情を曇らせた。

「どないしたん？」

　本部長に顔を覗かれ、小春は言い難にくさを感じながら口を開く。

「はい。本部長が仰おつしやった通り、私は龍りゆう神じん様とお会いして、たくさんのことを教わりました。ですが、もういなくなってしまったんです。住すみ処かとしていた神泉苑にも行ったのですが……」

　これまでは、神泉苑に訪れただけで、たとえ会うことが出来なくても、気配を感じていた。

　だが、その気配もなくなっていたのだ。

「神泉苑の龍神様いうと、澪人くんが言うたはった黒龍様やな」

「……はい」

「ほうか、黒龍様もそうなんやな」

　本部長は独り言のようにつぶやいて、腕を組む。

「黒龍様も？」

「今、京の町の神々が元の場所に留とどまらず、動いてるんや」

　話を聞いていた『ＯＧＭ』のメンバーは、えっ、と目を瞬まばたかせた。

「どういうことですか？」

　と、小春は身を乗り出す。

「結界が補強されて、新たなエネルギーが満ちた今、神々もこれまで通りではあかん。今風に言うとアップデートせなあかんのや。ほんで、天に戻らはったり、ここが落ち着いたことで、他の地に流れていったりしてるんや」

「他の地……」

「そうや。神とは、すなわちエネルギー体や。エネルギーは必要とするところに流れていくものや。この前まではこの京の町がおかしなことになって、多くの神々が京都に集い、立て直すのをサポートしてくれたはった。君らの作戦が成功したのも、そうした力添えがあってのことや。もちろん君らのがんばりが呼び寄せたものでもあるんやけど」

　そう話す本部長に、皆は真剣な表情で頷く。

「京の町が落ち着いたすぐ後に、東もあかんようになったんや。一いつ旦たんは向こうの陰陽師らのがんばりで、落ち着いたんやけど、ほんでも……」

　そこまで言った時、

「本部長、すみません。お電話が入ってます」

　部下の一人がやってきて、固定電話の子機を差し出した。

「ああ、すんまへん。ほんなら、また」

　本部長は立ち上がって、電話機を手に廊下へと向かう。

「本部長の言う、『東』って、東京のことかな？」

　首を傾げた愛衣に、小春は「うん」と洩もらす。

「東京も大変な状態だったんだね」

「そして、落ち着いたものの、まだ何かある感じだったよね」と愛衣。

「それじゃあ、黒龍様は、京都のてんやわんやが終わった後に、東京に引っ越ししてしまったということ？」

　そう言った由里子に、小春は首を傾げる。

「いえ、もしかしたら、引っ越しというより……助すけっ人とかもしれません」

　そうか、と小春は自分で言いながら、腑ふに落ちた気がした。

　それで、若宮の気配がしなかったのだろう。

　神泉苑はおろか、この京都にすらいない感じがしていたのは、そういうことだったのだ。

　若宮は、小春が東京に帰省した際に、一度付いてきたことがある。

　澪人の話では、一度行ったところには、自在に行けるそうだ。

　なんらかの事情があり、若宮は、東京に出向いているのかも知れない。

　事情が分かり、寂しい気持ちが少し払ふつ拭しよくされて、小春はホッと息をついた。

　横で愛衣が『引っ越し』という言葉に反応し、「そうだ」と顔を上げた。

「引っ越しと言えば、私ね、夏休みの間に、父と新居に引っ越すことが決まったの」

「どの辺りに？」

　小春は顔を明るくさせて、身を乗り出す。

「それがね、前に谷たに崎ざき家が住んでいた霊障のあった家なの」

　さらりと言った愛衣に、皆は「ええ？」と目を丸くした。

「あの家に？」

「どうして？」

　詰め寄る皆に、愛衣は苦笑して手で制した。

「実は私、その除霊の時に立ち会えなかったのが残念で、谷崎さんにお願いして家を見せてもらったの。そしたら、すごく『ここに住みたい』って気持ちが湧き上がって。澪人さんが、あそこは元神社で、そこに住むには、巫女みこのように仕える必要があるって言っていたんでしょう？　ぜひ、その役をやらせてもらえたらと思ったの」

　胸に手を当てて熱っぽく語る愛衣に、皆はぽかんする。

「ちょっ、愛衣ちゃん、それで恐ろしい霊障が起こったら？」

「そうよ、嫌じゃないの？」

　朔也と由里子が矢継ぎ早に尋ねるも、愛衣は笑顔のままだ。

「それはそれで楽しみだし、どうしても肌に合わなくて追い出されるようだったら、その時に考えようと思って。父も『それじゃあ、神主気分でがんばらないと』って、乗り気だし」

　そんな愛衣に、小春は噴き出した。

「さすが、愛衣」

　こんな子だからこそ、自分のような人間を受け入れてくれたのだろう。

　その強さと逞たくましさに、頼もしさすら覚えた。

「というわけで、私・水原愛衣は、お化け屋敷と言われたけれど、本当はかつて神社だったというあの家に住むことを宣言します。精霊や神様と共存できるようにがんばります」

　そう宣言した愛衣に、『ＯＧＭ』メンバーは、「わー」と声を上げて拍手をする。

　そんな愛衣の宣誓は、少し離れたところにいた澪人の耳にも届いたようで、

「愛衣ちゃん、僕はええと思う。あなたならきっと、あの家と共存できるやろ」

　そう言って、拍手をした。

「れ、澪人さん」

　澪人の言葉と拍手を皮切りに、宴会場にいた皆が拍手をする。

　いつの間にか大拍手になったことに愛衣は真っ赤になって俯うつむいた。

　そんな愛衣の姿に、正面にいた宗次朗は愉たのしげに、うんうん、と相あい槌づちをうつ。

「我らが澪たん……いや、審神者さにわ頭がしら様のお墨付きだし、愛衣ちゃんも安心だな」

　するとその隣で、吉乃がこほんと咳せきばらいをし、宗次朗に一いち瞥べつをくれた。

「ほんなら、宗次朗。あんたも宣言したらどうや？」

「宣言？」

「言うことあるやろ」

　冷ややかに言う吉乃に、宗次朗はすぐに真顔になる。

　その様子に皆は、戸惑いの様子を見せた。

「……なんだ、知ってたのかよ、ばーさん。弥生やよいさんに聞いたのか？」

「ちゃう、二人の会話が聞こえたんや」

　宗次朗は、なるほど、と頷いた。

「相変わらず、人の気配を察する能力と、気配を消すことに長たけてんな」

「ほんで宗次朗さん、宣言ってなんやねん」

　二人の雰囲気から決して祝いの話ではないことを感じ取ったらしい澪人は、眉まゆ根ねを寄せて尋ねる。

「……そうだな、俺も報告があります」

　宗次朗は、軽い口調で片手を挙げた。

　皆は、いったい何を言うのだろう、と無言で見詰める。

「俺、東京──浅あさ草くさに帰ることにしました」

　その言葉に、皆は絶句した。

　静まり返ったのは一瞬。

　すぐに、「なんでや」「どないするん」「裏主上おかみやで」とざわめきが起こる。

「いやいや、裏主上って」

　宗次朗は、どうどう、とばかりに手をかざす。

「そやけど」

　澪人まで気負い込んだことに、宗次朗は苦笑した。

「ちゃんと話すよ」

　宴会場は、一気に静まり返り、皆が宗次朗に視線を向けた。

「いや、そんなに集中しなくてもいいんだけどよ」

「はよ、話し」

　肘ひじで突つつく吉乃に、「分かったよ」と宗次朗は笑う。

「ええと、俺のことを息子みたいに可愛がってくれていて、すごく世話になった浅草の師匠が倒れたんだ。店も大変みたいで、今支えになってやりたい。京都でのゴタゴタが落ち着いた後に、こういう話が耳に届いたってことは、もうここは大丈夫なんだろうなとも思ってるし、正直俺は祇ぎ園おんよりも浅草の方が肌に合ってる気がするんだよ。お袋には、小春がいてくれてるし、先のことはまたその時に考えるとして、今は、師匠の許もとに駆け付けたいと思ってる」

　迷いのない真っすぐな瞳ひとみで言った宗次朗に、皆は気け圧おされて何も言えなくなった。

　宗次朗が、浅草に帰ってしまう。

　そんなことは、想像もしたことがなく、小春はまるで自分の中にある、大きな柱を失ってしまったかのような心許ない気持ちになる。

「いつ帰るんや？」

　吉乃が、落ち着いた口調で尋ねる。

「まぁ、近日中だな。準備が整ったら……」

　ほうか、と吉乃は頷うなずいた。

　おそらく吉乃も寂しいし、不安に違いない。

　それでも、気丈に言う。

「しっかりお師匠さんの力になって、恩返しするんやで」

「ああ、ありがとう、お袋」

「『ありがとう、お袋』って、いきなりなんやねん。気色悪い」

「サンキュー、ばーさん」

「……速攻やな。早すぎやろ」

「さぁんきゅ～、ばぁさん」

　今度はゆっくりとした口調で言う宗次朗に、吉乃は噴き出す。

「そやな、あんたはそんなんでええねん」

　吉乃は呆あきれたように言って、笑顔を見せた。

　宗次朗は、おう、と頷き、振り返って澪人の方を向く。

「澪人、小春とばーさんを頼むな」

　その言葉に、澪人は真剣な眼まな差ざしで、強く頷いた。

「分かりました」







　電話を終えて通路で話を聞いていた本部長は、ほおほお、と相槌をうっていた。

「神々が今、なんでか、落ち着いたはずの東へと集まったはる。なんかあるのやな。ほんで、あの裏主上も呼ばれた言うわけか。澪人くんの言葉を借りると、森羅万象の仕組みは、ほんまにおもろい。そう思わん？……狐きつね神がみ様」

　本部長は、何もない足下に視線を移す。

　突然、呼びかけられて、姿を消していたコウメは体をビクつかせながら、その姿を現わした。

「丁度、関東本部からも連絡があったとこや。これはなんやおもろいことになりそうやなぁ」

　いたずらっぽい笑顔を向ける本部長に、コウメも微笑むような目を見せる。

　新たな歯車が今、動き出していた。








第一章　七色かき氷と、西と東の都にて。
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　東京都台たい東とう区浅草二丁目、浅せん草そう寺じ表参道入口に、風神像、雷神像を安置している朱色の門がある。

　門の中央には、巨大な提ちよう灯ちん。

　真っ赤なその提灯には、大きな黒文字で『雷かみなり門もん』と記されている。多くの人が目にしたことがあるだろう、浅草のシンボルだ。

「あー、浅草寺の雷門も久しぶりだな」

　宗次朗は、懐かしそうに目を細めた。

　その横で小春が、うんうん、と頷く。

「私も杏あん奈なさんと来て以来」

　小春の隣では、着流し姿の澪人が扇子を手に、ふふっ、と微笑んでいる。

「『雷門』は、通称で、正式には『風ふう雷らい神じん門もん』て言うんやで。ここは東京都内で最古の寺や」

　そう言った澪人に、宗次朗と小春は驚いたように、顔を向けた。

「えっ、東京最古だったのか？」

「ここが、そんな古いお寺だったなんて知らなかった」

　そんな二人を前に、澪人は苦笑した。

「……小春ちゃんはともかく、宗次朗さん、あなたは、ずっとこの浅草で修業してたんちゃいますの」

「この寺によく参拝には来てたけど、寺の歴史なんて特に興味ねぇし」

　宗次朗は、頭の後ろで手を組んで、しれっと言う。

　澪人はそっと肩をすくめたあと、小春を優しい瞳で見下ろす。

「創建の由来は、推すい古こ天皇の時代まで遡さかのぼるらしいし、後ご深ふか草くさの院いん二に条じようの『とはずがたり』に、彼女が正しよう応おう三年に浅草寺に参さん詣けいした時の様子が書かれてあるから、一二九〇年頃には、既に京の都にも知られた寺やったと思います」

　澪人は扇子を帯に差して、雷門を仰いだ。

　小春も同じように門を見上げ、そっと目を瞑つぶる。

「『陽』のエネルギーに満ち溢あふれてますね……」

「そやね。ここは『楽しい』て波動が集まってるし、それでやろ」

「『楽しい』は、最強ですからね」

　小春は、うん、と頷いた。

　以前、杏奈とここに来た時も同じように感じた。

　だが、その時よりも自分の感覚が鋭くなったためか、以前よりも『陽』のエネルギーを強く感じる。

「あー、やっぱり、浅草は良いな」

　心底嬉うれしそうな様子の宗次朗を見て、やはり彼はここが肌に合うのだろう、と小春は納得しつつも、少し寂しい気持ちになる。

「それじゃあ、詣まいりましょか」

　歩き出す澪人に、小春と宗次朗が続いた。

「しっかし、お前は『蔵くら』の若店長みたいに、社寺の歴史に詳しいな」

　感心する宗次朗に、澪人は愉たのしげに目を細める。

「ああ、清きよ貴たかさんですか？　彼ほど詳しくはあらしまへんけど、こういうんは、京男ならぬ『京男子』の嗜たしなみなのかもしれへん」

「『京男子の嗜み』って、なんだそりゃ。そんな誤報を流すなよ」

「そっか、宗次朗さんも一応、『京男子』だもんね……」

　しみじみと言う小春に、澪人はくすりと笑う。

「小春ちゃん、宗次朗さんはアイドルになるって、早はように京を飛び出した身やし、そもそも、もう『男子』やあらへん」

「あ、そっか」

「おい」

　ものすごい目で睨にらむ宗次朗に、澪人は「怖い怖い」と扇子で口くち許もとを隠し、小春は噴き出した。

　賑にぎやかな仲なか見み世せ商店街を歩いて、本堂へと向かう。

　なぜ、今、宗次朗と澪人、そして小春がここにいるかというと──、

　話は少し前に遡る。




　　　　◆　◆　◆




　それは、宗次朗が、東京へ出発する日の朝。

　とても爽さわやかな青天とは裏腹に、小春の心は沈んでいた。

「宗次朗さん、本当に行っちゃうんだ……」

　自室のベッドの上で、壁にもたれかかるようにして座り、小春はぼんやりと天井を眺める。

　壁の時計は、午前十時を指していた。

　いつもなら、店の手伝いをしている頃だ。

　階下の店からは、賑やかな声が聞こえてきている。

　宗次朗の出発を知った、常連の客や近所の人たちが詰めかけているようだ。

「この家からいなくなってしまうなんて信じられない……」

　小春はぽつりと零こぼして、息を吐き出した。

　そろそろ、この部屋を出て、自分も宗次朗を笑顔で見送らなくてはならない。

　だが、小春の腰は重かった。

　この感情をどう表現したら良いのだろう。

　寂しさ、不安、ほんの少しの怒り。

　宗次朗の事情は、分かっているつもりだ。

　彼にとって、浅草の師匠は大きな存在だろう。

　だからといって、せっかく戻ってきたのに、また京都を出て行ってしまうなんて。

　宗次朗がいなくなったら、この櫻井家はどうなってしまうのだろう？

　いや、櫻井家だけじゃない。

　祇園は、そして京都はどうなってしまうのだろう？

　小春はクッションをぎゅっと抱き締めて、顔を伏せた。

「小春ーっ、宗次朗がそろそろ行くて」

　階下から、吉乃の声が響いて、小春は「うー」と唸うなる。

　今の自分は、とてもわがままな小さな子どものようだ。

　宗次朗に行ってほしくなくて、その袖そでをつかんだまま、床を転がりたい気分だった。

　廊下から足音が近付いてくる。

　おそらく吉乃が呼びに来たのだろう。

　そろそろ、立ち上がらなくては……。

　トントン、とノックの音が部屋に響いた。

「っ！」

　てっきり吉乃だと思っていた。

　だが、扉の向こうの気配は、吉乃とは違っている。

　小春は勢いよくベッドを下りて、ドアを開けた。

「おはよう、小春ちゃん」

　そこにいたのは、澪人だった。

　彼は、夏の着流しを纏まとった涼やかな出いで立ちで、小春を前にするなり、にこりと目を細める。

「……澪人さんも、宗次朗さんの見送りに？」

「ええ、兄と来ました。ほんで、部屋に来たのはなんや小春ちゃんが心配になって」

　澪人は労いたわるような目を見せる。

「私が？」

「そうや。傷付いたあなたの心を癒いやしたのは、吉乃さんと宗次朗さんや。その宗次朗さんがいなくなってしまうて、半身を削そがれたような気持ちになってるんちゃうかなて」

「澪人さん……」

　小春が情けない顔を向けると、澪人はよしよしと頭を撫なでる。

　彼の大きな手に、小春の鼻の奥がつんと痺しびれた。

「ほんでも、小春ちゃんのことやし、『笑顔で見送らなあかん』って言い聞かせて、動けなくなってしもてるのとちゃうかなて」

「…………」

　その通りだ。

　分かってくれたことが嬉しく、小春の目頭が熱くなる。

「聞き分けの良いい子になって、無理して笑顔で見送らんでもよろしい。『なんで出て行くんや』って、あの腹に一発お見舞いしてもええんやで」

　その言葉に、自分が宗次朗の腹部にパンチを繰り出す姿を想像し、小春は、思わず噴き出した。

　ようやく笑った姿に、澪人も微笑んで、両手で小春の頰を包んだ。

　見守るように見下ろす優しい瞳ひとみ。

　それはまるで、かつて若宮が自分にしてくれたように温かく、小春の胸が詰まった。

「ほな、一緒に見送りに行こか」

「……はい」

　小春は頷うなずいて、澪人と共にようやく部屋を出ることができた。

　宗次朗は側にいなくなってしまうけれど、自分には澪人がいる。

　彼は、『傷付いたあなたの心を癒したのは、吉乃さんと宗次朗さんや』と言ったけれど、小春にとっては二人だけではなく、澪人の存在も大きかったのだ。

「澪人さん、ありがとうございました」

　そんな思いを胸に小春が礼を告げると、隣を歩く澪人は微笑んで首を振った。







　一階に下りると、店は顔かお馴な染じみで溢あふれかえっていた。

　近所の人たち、常連客、そして澪人と一緒に来たという和人の姿もある。

　和人は、小春を見るなりにこやかに手を振り、小春も微笑んで会釈を返した。

　一方、他の皆は、文字通り宗次朗を囲んで、残念そうな声を上げている。

「宗ちゃん、ほんまに、ほんまに東京行ってしまうのん？」

「なんでや、いつ帰ってくるんや」

「まさか、宗そう一いちちゃんみたいに帰って来ぃひんつもりやないやろな」

　散々、同じことを聞かれたのだろう。宗次朗は、うんざりした様子で、お手上げのポーズを取った。

「あーもー、だから、今は師匠が心配で浅草に帰る。先のことは分からないから、何も言えねぇって」

　宗次朗は、皆をあしらうようにしたあと、店に現われた小春を見て、ニッと笑った。

「おっ、ようやく下りてきたな、小春。俺がいなくなるから、寂しくて泣いてたのか？」

　宗次朗はそう言って、小春の鼻をつまんだ。

「も、もう。別に泣いてないよ」

　小春はすぐに宗次朗の手を軽く払って、ぷいっと横を向く。

「本当かよ、澪人？」

「そやね、いきなり東京行くなんて腹立つ話やし、宗次朗さんの腹に拳こぶしを入れようて、話してました」

　笑みを湛たたえて言う澪人に、皆はくすくすと笑い、小春は頰を赤らめる。

「そうや、小春。一発お見舞いしたらええねん」

　吉乃が大きく頷きながら、小春の背中を軽く叩たたく。

「おっ、来るか、小春」

　宗次朗は、来い、とばかりに両手を広げた。

「…………」

　小春は口を尖とがらせて、宗次朗の腹部にポンッと軽く拳を当てる。

「……宗次朗さん、行ってらっしゃい」

　今までありがとう、と続けようとして、小春は口を噤つぐんだ。

　そんなことまで言ってしまったら、本当にお別れのようだ。

　宗次朗は浅草に行ってしまっても、以前のようにすぐ帰ってくる。

　そんな感覚でいたい。

「サンキュー」

　宗次朗は、大きな手でくしゃくしゃと小春の頭を撫でて、そのまま、リュックを手に、店の外に出た。

　宗次朗の荷物は、そのリュックのみ。

　バイクで東京に向かうそうだ。

「わーっ、宗次朗さん」

「間に合って良かったです」

「宗次朗さん、本当に行ってしまうんですか！」

　と、愛衣、朔也、由里子の三人がこちらに向かって駆けてきていた。

「おー、チーム『オージービー』か。わざわざ、サンキュー」

　手を挙げる宗次朗に、小春は肩をすくめる。

「違うよ、『ＯＧＭ』だよ。『オージービー』だったら、オーストラリア牛みたいだよ。宗次朗さんもお祖母ばあちゃんと同じことを言うんだから」

「うわっ、俺がばーさんと同じことを？　焼きが回ったな」

　わざとらしく落ち込んだように眉み間けんをつまんで、宗次朗はあらためてチームの三人を見下ろした。

「みんな、わざわざ、サンキュー」

　三人は、いえ、と首を振った。

「どうか、小春と澪人を頼むな」

　その言葉に三人は、不思議そうに顔を見合わせた。

「小春は分かるけど……」

「我らがチームリーダー、賀茂くんのことまで？」

「あの、賀茂君は、大丈夫だと思いますよ？」

　口々に言う愛衣、朔也、由里子に、宗次朗は、いやいや、と手を振る。

「澪人は、ああ見えて、内面はガラス細工だし、俺を『お兄たま』と呼んで慕うくらい、俺のことが大好きだし」

「『お兄たま』て、一度もそない呼び方したことあらへんし」

　やれやれ、と澪人が苦笑していると、和人が鼻息荒く身を乗り出して、澪人の肩を抱いた。

「そうですよ。宗次朗さん、一体何を言うんですか、澪人の本当の『お兄たま』は僕なんですから」

　兄さん……、と澪人が額に手を当て、宗次朗が張り合うように一歩前に出る。

「まあ、たしかにお前は、澪人の実の兄だ」

「ええ」

「言い換えれば、お前は『普通の兄貴』、俺は『心の兄貴』。果たして真に心を許してる、本当の『お兄たま』はどっちだろうな？」

　和人は、ぐっ、と息を詰まらせる。

「澪人、どっちなわけ？」

「おう、ここらではっきりさせようぜ」

　同時に振り返る二人に、澪人は一瞬うんざりした目を見せながらも、すぐに扇子で口くち許もとを隠して、妖よう艶えんに微笑んだ。

「二人とも、ほんまに僕が好きなんやね。そやけど、僕を巡っての喧けん嘩かはやめてくれへん？　ちゃんとどっちも好きやし」

　そんな三人のやりとりに、皆はドッと笑った。

　別れの時もこんな風に賑にぎやかなのは、宗次朗だからこそだろう。

　小春は皆と共に笑いながら、あらためてそう思う。

　だが、それでも別れは目前だ。

　その想いは、皆同じのようで、ひとしきり笑ったあとに、寂しげな雰囲気に切り替わる。

　すぐに神妙な顔つきに変わった皆を前に、宗次朗は「ああ、もう」と腰に手を当てた。

「しょうがねぇな」

「えっ、もしかして、行くのやめるんすか？」

　そう声を上げた朔也に、皆も期待に目を輝かせる。

「ちげーよ。最後にみんながシャキッとなるものを出してやるから、それで少し元気出せ」

　皆が戸惑う中、「ちょっと待ってろよ」と宗次朗は、少し長めの後ろ髪を一つに結びながら、再び店の中に戻り、二階へと上がっていった。

「なんやろ、和菓子出してくれるんやろか」

「シャキッと言うたはったで、最後に、涼菓でも出してくれるんちゃう？」

「そやけど、寂しいもんは寂しいし」

「宗ちゃんが、季節ごとに出してくれる和菓子が、ほんまに楽しみやったんやで」

　そんな話をしていると、

「おう、お待たせ」

　ややあって、宗次朗は二階から下りてきた。

　手にしている大きなトレイには、かき氷が載っていた。

　店はエアコンが効いているが、人で溢あふれ返っているため暑苦しく、「かき氷や」と皆は目を輝かせた。

「それ食べて、シャキッとした気持ちで見送ってくれよ」

　そのかき氷は、黄色、黄緑やオレンジ、水色に紫、白にピンクと七色に光っていた。

「綺き麗れい……でも、どうして、こんな不思議な色合いなんだろう？」

　と、小春も皿を手に取る。

　よく見ると、砕いた氷と共に、様々な色合いのゼリーが砕かれていて、その上にシロップがかけられていることが分かる。

「あ、ゼリーや」

「ほんまや」

　という声が、あちこちから聞こえてきた。

　小春も一口食べて、

「──っ」

　ぎゅっと目を瞑つぶり、思わず口に手を当てた。

　シャキシャキの氷と、ぷるぷるのゼリー、そしてフルーティーなシロップが絶妙に混ざり合っている。

　ゼリーの味はグレープフルーツ、オレンジ、ソーダ、と様々で、

「お、美味おいしい。何これ」

　小春は口に手を当てたまま、目を瞬まばたかせる。

　まさに、心身共に『シャキッ』とさせてくれるかき氷だ。

「こら、すごい。こんなん食べたの初めてや」

　澪人も美味しそうに目を細めている。

「そやね、氷とゼリーが、絶妙や。こら美味しい」

　吉乃は、うんうん、と頷うなずいた。

「うん、すごく美味しい」

「いくらでも食べられそう」

「くせになる食感と味わい」

「それにしても、なんて綺麗なの？」

　和人、朔也、愛衣、由里子が、愉たのしげに言って、かき氷を口に運ぶ。

「すっきりシャキッとするだろ？　俺特製のぷるぷるシャキシャキ『七色かき氷』。暑い夏こそ活躍する新作だ」

　宗次朗は、にっ、といたずらっぽい笑みを見せた。

「めっちゃすっきりしたし、美味しかった」

「あー、こない美味しいものが食べられへんようになるなんて！」

「やっぱり寂しいやん！」

　口々に言う皆に、「振り出しに戻ってるんじゃねぇよ」と宗次朗は笑った。







『七色かき氷』を食べ終えたあと、宗次朗は、「そろそろ行くかな」と、今度こそ、という様子で暖簾のれんをくぐって外に出た。

　すぐに、店の前に停めていたバイクに跨またがり、ヘルメットをかぶる。

「みんな、色々ありがとな」

　エンジン音が響く中、宗次朗は清すが々すがしい表情で片手を挙げた。

　どうやら、気持ちは既に東京にあるようだ。

　置いていかれる人の気も知らないで、と小春は少し悔しく思う。

「ほらほら、小春。いちいち、しゅんとすんなよ」

　宗次朗は、小春の頭にポンッと手を乗せて、

「ばーさんを頼むな」

　と、真顔を見せた。

　いつもにこやかで、どこか不真面目な宗次朗の『真剣な顔』は、背筋が伸びるような緊張感を与える。

　こういう時ばかりは、審神者さにわたちが『裏主上おかみ』と言っていたことも頷ける気がした。

　大事な任務を仰せつかった気持ちになりながら、「うん」と強く頷くと、宗次朗は、満足そうに微笑んで、グリップを捻ひねる。

　そうして、宗次朗を乗せたバイクは走り出し、すぐに見えなくなってしまった。

「……まるで、祭りの提ちよう灯ちんの明かりが消えたようやな」

　誰かが、ぽつりとそんな風に言った。

　言い得て妙だ。

　この通りをいつも照らしていた提灯が消えてしまったように感じる。

「でも、仕方ないよね」

　小春は小声で囁ささやいて、顔を上げた。

　ふと、澪人の方を向くと、彼はスマホを手に、何かを確認しているようだ。

　おそらく誰かから届いたメッセージを読んでいるのだろう。

　確認し終えたのか、澪人は弱ったような表情で、小春を見詰める。

「……かんにん、小春ちゃん」

　申し訳なさそうに告げた澪人に、小春の心臓が嫌な音を立てた。

「どうしたんですか？」

「関東本部たっての希望で、しばらくの間、東京に来てほしいて。僕も東京に行かなあかん」

　ぐっ、と小春の息が苦しく詰まる。

「しばらくの間って……？」

「大学もあるし、夏休みの間になると思うんやけど」

　そう続けた澪人に、小春は笑顔を作っていられずに、表情を曇らせた。

　宗次朗がいなくなってしまった不安に押しつぶされそうだったが、澪人が側にいてくれることが心の支えになっていた。

　わずかな期間かも知れないが、一番不安な時にその支えすらも失ってしまうなんて。

　俯うつむきかけたその時、

　ぱんっ、

　と、吉乃が手を打った。

　小春も皆も、驚いて吉乃の方を向く。

「ほんなら、こうしたらええ。小春、あんたも夏休みの間、東京に帰ったらよろしい」

　小春は、えっ、と眉まゆ根ねを寄せる。

「親に『たまには顔を見せろ』って再三言われてるんやろ？」

「う、うん」

　吉乃の言う通り、連絡を取り合うたびに、『たまには帰ってくるように』と両親から言われていた。

「そろそろ里帰りするとええ」

「え、でも、お祖母ばあちゃんは……」

「夏の間くらい平気や。近所に友達や仲間がいっぱいいるさかい」

　吉乃は、近所の仲間たちに目を向ける。

　すると弥生を含む近所の面々が「そうや」と頷き、吉乃はにこりと微笑んだ。

「でも、そんな……」

　それでも、躊躇ためらいの表情を見せる小春に、吉乃は腕を組んだ。

「あんたも来年は受験生やろ、今年くらいゆっくり帰らなあかん」

　ビシッと言った吉乃に、小春は「だけど」と目を伏せる。

　宗次朗に、『頼む』と言われたというのに……。

　すると、すぐに、『ＯＧＭ』の皆が集まり、ポンッと小春の背を叩たたいた。

「小春、少し寂しいけど、私もたまにはご両親のところに帰るべきだって思うよ」

　と、愛衣が肩に両手を乗せた。

「たしかに、どうせ里帰りするなら、今がベストじゃないかしら。賀茂君と一緒に行けるんだし」

「えっ、賀茂くんを親に紹介したりするの？　小春ちゃんの親、ひっくり返るんじゃない？」

　そう続けた由里子と朔也に、「え……」と小春は戸惑いの表情を見せる。

「そうやで、小春。あんたまで、ほんまに東京に帰ってしまうんやったら寂しいけど、夏休みの間くらい平気や。たまには親孝行し」

　吉乃は、優しく強く言って、小春の頭を撫でた。

　それが心からの言葉であることが伝わり、

「……はい」

　と、小春はようやく素直に頷くことができた。

「ありがとう、お祖母ちゃん。宗次朗さんが行ってしまったばかりで申し訳ないけど、私も、今年の夏は東京に帰ることにする」

　先ほどまで寂しい気持ちで押しつぶされそうだった。

　だが、今は、救われた気持ちになっている。

「ほんなら小春ちゃん、僕も一度家に帰って荷造りして、ここに迎えに来るさかい、小春ちゃんも準備してや」

「あ、はい」

　そう続けた澪人に、小春は慌ただしい気持ちで頷うなずいた。

　すると和人が一歩出て、小春の前に立ち、柔らかな笑みを見せた。

「心配しないで。小春さんと澪人が留守の間、僕が吉乃さんとチームのみんなを見守るから」

「和人さん……」

　彼の思いやりに感激し、小春の胸が熱くなる。

「ありがとうございます」

　あなたは、相変わらず優しくて頼もしい子……、と続けそうになり小春は口を噤つぐんだ。

　今世の和人は小春の息子ではないのだ。前世の記憶や感覚は、随分と薄らいできているのに、ふとした時に鮮明に蘇よみがえることがある。

　染みつくように残っているものもあるのかもしれない。

「わー、お兄さんが俺たちの面倒見てくれるって」

「お兄さんも、ぜひ『ＯＧＭ』に」

「う、嬉うれしいです、和人さん。ありがとうございます」

　諸もろ手てを挙げて喜ぶ朔也、由里子、愛衣の姿に、和人は「それじゃあ、補欠要員でお願いしようかな」と、愉たのしげに言う。

　その様子に、皆でまた笑い、小春は安あん堵どして胸に手を当てていた。




　　　　◆　◆　◆




　──そんなことがあり、今に至っている。

　あの日、小春はすぐに両親に連絡を入れて、荷造りをし、澪人と二人で新幹線に乗って東京へ向かったのだ。

　なんとバイクで先に出た宗次朗よりも早くに着いていたことがわかったのは、後になってからのこと。

　到着日、小春は大人しく実家に帰り、澪人は関東本部へ向かい、そうして翌日の今日、浅草寺で集まろうということになったのだ。

「しかし、なんだって、わざわざ審神者さにわ頭がしらのお前が呼ばれたんだ？　そんなに東京は切羽詰まってるのか？」

　そんな感じしないけどな、と洩もらして宗次朗は、澪人を見下ろす。

「そうやね。まぁ、そうした話はまた後で。とりあえず、順番も回ってきましたし、挨あい拶さつをしましょか」

「そうですね」

　三人は本堂を前に、揃って手を合わせた。





二






　祇園の『さくら庵あん』では、吉乃が一人、木製カウンターについて、せっせと香り袋を作っていた。

　もう昼に近い時間だが、外が暑すぎるせいか通りにひと気はなく、店内に客の姿はない。

　香り袋を完成させて、吉乃が満足そうな笑みを浮かべていると、外から足音がして弥生が暖簾のれんをくぐって来た。

「吉乃さん、こんにちは。今日も暑あっついなぁ。人通りもあらへん」

「ほんまやね、お陰で商売あがったりや」

　と、吉乃は、明るい笑顔を返す。

「……なんや、元気そうやな。宗ちゃんが行ってしもて、その上、夏休みの間だけとはいえ、小春ちゃんまで帰ってしもたから、もっとしょぼくれてるんちゃうかて思ってたんやで」

　弥生は軽口を叩くように言いながらも、ホッとしたように腰に手を当てた。

「しょぼくれてへんよ」

　その時、二階から足音と共に微かすかに人の声が聞こえてきて、弥生は弾はじかれたように顔を上げた。

「な、なんやのん、誰もいいひんはずやのに」

　そこまで言って、弥生はハッと目を見開く。

「もしかして、吉乃さん、寂しさのあまり、人ならざる者を召喚したんちゃう……」

　吉乃は、「あほ」と肩をすくめる。

「オージービー……ちゃう、『ＯＧＭ』のみんなや。それぞれ打ち合わせもせんと、愛衣ちゃん、朔也くん、由里子さん、ほんで和人ちゃんまでが、『店を手伝う』って各々、弁当片手に来てくれたんやで。そやけど店は暇やし、『空き部屋でチームの話し合いでもしてや』って勧めたとこや」

　そう言って吉乃は、天井を仰ぐ。

　弥生もつられるように顔を上げた。

　二階から、微かに聞こえる愉しげな声。

「ええ子たちやな」

「ほんまや」

　吉乃と弥生は顔を見合わせて、ふふっ、と笑い合った。







　櫻井家二階、かつて澪人が使っていた和室では──、

「賀茂くんとコハちゃんがいない今こそ、俺たちだって出来るということを証明すべきだと思うんだよ」

　朔也は拳こぶしを握りながら、力強くそう言っていた。

　テーブルの上には、各々が持参した弁当と水筒が並んでいる。

　皆は、おにぎりやサンドイッチを頰張りながら、うんうん、と相あい槌づちをうち、和人はそんなメンバー達を、愉しげな様子で見守っていた。

「具体的には、どんなことをしようと思っているのかしら？」

　そう言って首を傾げた由里子の横で、愛衣は言い難にくそうに口を開いた。

「でも、朔也君、中途半端なことして、迷惑かけることになったら元も子もないと思うよ？」

「そう。愛衣ちゃんの言う通り、勝手なことして怒られることになったらたまったものじゃないから、本部長に聞いてみたんだ。『リーダーのいない間、自分たちにできることはありますか？』って」

　そう続けた朔也に、皆は「おー」と感嘆の声を上げた。

「やるじゃない、朔也」

「本部長はなんて？」

　目を輝かせる皆を前に、朔也はバッグから地図を取り出して、テーブルの上に広げる。

　そこには、上賀茂神社、松まつ尾お大たい社しや、銀ぎん閣かく寺じ、金きん閣かく寺じ、八や坂さか神社という五ご芒ぼう星せいの結界の他に、おびただしい数の三角形が記されている。

　これは、かつて安あ倍べの晴せい明めいが施した結界だ。

　三角形の結界は、それぞれの角に『人の目には見えない社』がある。この社には、精霊が棲すみ、その地を護まもっていた。

　長い年月を経て安倍晴明の結界の力が徐々に失われていき、精霊の社は一度崩れてしまったが、宗次朗と杏奈の祈き禱とうを切っ掛けに、たくさんの人のエネルギーが動いたことで復活を遂げたのだ。

「本部長は、裏主上おかみが京の町を離れてしまった今、できれば、その『目に見えない社』に挨あい拶さつ回りをしてほしいって言うんだよ」

　由里子と愛衣は、はぁ、と洩らした後、三角形の数を確認して、頰を引きつらせる。

「挨拶回りに行けと言われても、結構な数ね」

「……本当ですね」

　尻しり込ごみする二人に、朔也は「だよね」と頷うなずく。

「でも、できるだけやりたいと思って。それで和人さんにも協力してもらって、二手に分かれられたらと思ったんだ。陰陽のエネルギーが揃っている方がいいらしいから男女に分かれて」

　由里子と愛衣は、ふむふむ、と頷く。

「それじゃあ、私と朔也、愛衣と和人さんといったところかしら」

　その言葉に、愛衣は「えっ」と言葉を詰まらせ、朔也は首を振った。

「いや、愛衣ちゃんと和人さんのペアでは、どっちも社の姿を確認することができないから、俺と愛衣ちゃん、由里子さんと和人さんになるかな」

「……まぁ、言われてみれば、そうね」

　由里子は、少しがっかりしたような声で言う。

「あっ、もしかして、由里子センパイ、俺とペアになりたかった？」

　いたずらっぽく言う朔也に、由里子は目を丸くした。

「な、何言ってるのよ、そんなんじゃないわよ。朔也だと気を遣わなくていいからよ。それだけなんだから」

　由里子が真っ赤になって否定していると、

「ああ、由里子さん、僕にもどうかお気遣いなく」

　和人が少し申し訳なさそうに言ったことで、由里子はぎょっとした顔で振り返った。

「あ、いえ、あの、和人さんだと気疲れするとか、そういうことではないんですよ。ただ、朔也は弟みたいで」

「そうそう、俺たちはちょっと姉弟きようだいみたいで」

　と、朔也も笑って言う。

「それなら良かった」

　和人は、ふふっ、と微笑み、朔也は「それじゃあ」と話を引き戻すように、ぽんっと膝ひざをうった。

「そんなわけで、和人さん」

「うん？」

「もし良かったら協力してもらってもいいですか？　和人さんも大学のこととか色々あると思うんで、できる範囲で構いませんので」

　いつものおちゃらけた様子ではなく、『リーダー』の顔を見せる朔也に、由里子と愛衣は見直したような表情を見せ、和人は「うん」と頷いた。

「喜んで協力するよ。僕も賀茂家の人間だしね。何より、弟の力になれるわけだから嬉うれしいし」

　そんな和人に、相変わらずブラコンは健在だ、と皆は同じことを思う。

　ありがとうございます、と朔也は会釈して、顔を上げた。

「で、本部長が言うには、結界の挨拶詣まいりは一応の礼儀として、遅くても午後三時には終わらせるようにしてほしいって。やることは、祝詞のりとを唱えながらこれまでのお礼と、『これからもよろしくお願いします』という想いを込めるのと、あと、『あなた方の主上・櫻井宗次朗が留守にしていますが、その間は自分たちがサポートしますので』と伝えてほしいって言ってたよ」

「留守、って……まるで、宗次朗さんが戻ってくるような言い回しね？　早く東京に帰りたい、って感じの笑顔で去っていったのに……」

　由里子は、少し心配そうに洩もらす。

「本部長が言うには、宗次朗さんの実家が祇園にあるわけだし、必ず戻る時はあるから、それでなんとかなるって」

　そう答えた朔也に、はぁ、と皆は相槌をうつ。

「さて、それじゃあ、今日はどこを回るか決めようか」

　皆は頷いて、朔也と共に地図を見下ろした。





三






「──めっちゃ、怒鳴られたんだよ。なかなか家に入れてもらえないくらいで」

　宗次朗は、はぁ、とため息をつきながら、頰ほお杖づえをつく。

　浅草寺詣りを終えたあと、小春と澪人と宗次朗は浅草の蕎麦そば屋やに入り、蕎麦をすすった後、冷たいぜんざいを食べていた。

　店内の時計は十一時半を過ぎたところで、昼食時間としては早めだが、お陰で店内はまだすいている。

「怒鳴られたって、お師匠さんに？」

　首を傾げた小春に、宗次朗は「ああ」と頷く。

「え、どうして？」

「『一人になった母親を置いて、俺んとこ来るとはどういうことだ、この薄情者が！　帰れ、お前の助けなんざいらん！』って、まぁ、こんな調子で」

「お師匠さん、さすが職人さんやね。病気やて話ですけど、それだけ聞くと元気そうやね」

「でも、結構な重い病気らしいんだ。……口は立つんだけどな」

「入院は？」

「してない。自然に任せるって言ってて」

　その言葉から師匠の病を察して、澪人と小春は沈痛な面持ちを見せる。

「師匠は一人暮らしで、離婚した奥さんは早くに亡くなっていて、本当に俺が息子みたいなもんだから、粘り強く側にいようと思ってるんだけどな」

　そうですか、と澪人は静かに相あい槌づちをうつ。

　明るい笑顔の裏に潜む宗次朗の想いに、小春の胸が苦しくなる。

　宗次朗は、師匠がもう長くないことを察しているのだ。

　彼はかつて、自分の父親の死に立ち会えなかった。

　そのことを今も後悔していて、二度と同じ思いはしたくないのだろう。

　そんな宗次朗の気持ちを思いやることもせず、ただ、寂しいとむくれていた自分を恥じて、小春は目を伏せた。

「──で、澪人は昨日、関東本部に行ってきたんだろ？　本部はどうだったんだ？」

　話題を変えた宗次朗に、小春は顔を上げる。

　澪人は、そうやね、と腕を組んだ。

「京の町が大変だった頃、東京も大変だったみたいなんや。そやけど、関東本部の陰おん陽みよう師じたちの尽力で持ち直して、その上、結構な結界を張ることに成功したて」

「おお、そうなんだな」

「関東の方たちもすごいんですね」

　そんな二人に、澪人は、ええ、と頷いた。

「そら、主上のお膝ひざ元もとやし、エリートが揃ったはります。そやのにその後、なんでかどんどん、この町全体の波動が下がっていってることを懸念したはって」

「波動が？」

　小春が、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そんな風には感じなかったけどな」

　頰杖をつきながら言う宗次朗に、私も……、と相槌をうつ。

「この辺りは、『陽』の気に満たされてるし。ほんでもなんやろ、急にがくんと下がるんやなくて、まるで秋から冬にかけて変化していく気温のように、波動が下がっていってるて。その原因が分からへんさかい、奇妙で嫌な予感がするて話や。こういう時はいっそ、他の土地の者が視た方がええんちゃうかて話で、僕が呼ばれたんです」

　なるほど、と二人は頷いた。

　ずっとその土地に住む者よりも、余所よそ者ものの方が分かることもある。

「澪人さん、私もできることはお手伝いしますね」

　両親は共働きで、今はこっちに遊ぶ友達もいない。

　時間は、十分にあった。

「おおきに、東京のことはよう分からへんさかい、小春ちゃんがいてくれたら助かるし」

「で、お前は、どこで寝泊まりしてるんだ？」

「関東本部の宿舎にいます」

「陰陽師の宿舎って、なんだか暗そうだな。どこにあるんだよ」

「皇居の近くやね。暗いことあらしまへんよ。本部の建物の中に宿舎があるんやけど、高級ホテルの一室並みに立派で、なんや気が引けるくらいやけど……」

　澪人の言葉に、宗次朗は、むむっ、と眉まゆ根ねを寄せ、

「小春、絶対、その部屋に入ったら駄目だぞ」

　と、すぐに正面に座る小春の肩に両手を乗せて、真顔を見せた。

　小春は、えっ、と小首を傾げる。

「……心配しなくても、呼ぶつもりはあらしまへんし」

　澪人は弱ったように目をそらし、ぽつりと零こぼした。

「おっ、今、普通の『男の子』の顔になった」

　茶ちや化かすように言う宗次朗に、澪人は眼まな差ざしを強くした。

「そういうあなたこそ、お師匠さんの家に入れてもらえへんかったからって、姉の家に転がり込むつもりやないやろうね？」

「…………」

　黙り込んだ宗次朗に、澪人は目をぱちりと開いた。

「もしかして、既に？」

「いや、違う。転がり込んではいない」

「転がり込んではいない、て」

　澪人は、露骨に眉根を寄せる。

「ただ昨日、俺と師匠が『帰れ、帰らない』って押し問答をしている時に、ばーさんから話を聞いた杏奈が、突然やって来たんだよ……」




『はじめまして、賀茂杏奈と申します。彼がいつもお世話になっております』




「──なんて、杏奈の奴がそんな挨あい拶さつした途端、師匠が一気に大人しくなって、『それなら、とりあえず、二人とも入れ』って言い出して」

「あれ、結局、家に入れてもらえてたんやね？」

　てっきり家に入れてもらえないままかと思っていたようで、澪人は拍子抜けした声を出した。

「ああ、杏奈の登場で事態がころっと変わったんだ。奥の部屋に通してくれたあげく、茶菓子までかいがいしく用意してくれて、『……宗そう、おめでとうだな』って、俺の肩に手を乗せたりしてよ」

「……お師匠さん、嬉うれしかったんだね」

　小春は、あはは、と苦笑する。

「どうなんだろうな。師匠も杏奈が女優だってことを知ってて、『杏奈さん、ここには部屋がたくさんあるし、好きなだけ使ってください。宗が女優であるあなたの家に行くより、あなたがここにいた方が何かと良いでしょう』なんて言い出してよ」

　ええっ、と小春と澪人は目を丸くする。

「それじゃあ、杏奈さんも浅草に？」

「まぁ、行ったり来たりするって言ってたよ。知らねーけど」

　宗次朗は、弱ったように肩をすくめる。

「でも、一気にお師匠さんの心を変えちゃうなんて、さすが杏奈さん」

　心から感心の息をつく小春に、澪人は、ふふっ、と笑う。

「というか、お師匠さんとしても自分のためだけに宗次朗さんが東京に来たんやったら、吉乃さんに申し訳なくて仕方あらへんけど、恋人に会いに来たのもあったって分かって、ホッとしたんとちゃいます？」

「あ、そうかもですね」

　小春は大いに納得して、首を縦に振った。

『恋人』という言葉に、宗次朗は何も言わずにいる。

　十二時近くなり、店内が混み出してきた。

「それじゃあ、そろそろ出ようか」

　立ち上がった宗次朗に続いて、小春と澪人は蕎麦屋を出る。

「今日、姉さんは撮影ですか？」

「映画の撮影は終わってて、今日は取材があるって言ってたかな？　例の映画、海外の映画祭に出したらしく、その結果次第では、予定よりも上映が早くなるかもって話してたよ」

　へえぇ、と小春と澪人は声を揃える。

　浅草六ろつ区く通どおりを散歩しながら、宗次朗の師匠の和菓子屋へと向かう。

　通りは賑にぎやかで明るい雰囲気であり、とても異変が起こっているように見えない。

　そう思った次の瞬間、

「……？」

　小春、澪人、宗次朗の三人は何かを感じ取って、足を止めた。

　それは明るい『陽』の気の中に、何かが混ざり込んでいるような、とても良い薫りがしていたのに、ふと異臭をキャッチしたような感覚だ。

「急に、嫌な波動が……」

「だな」

「明るい色の水の中に、黒い絵の具を垂らしたようやな」

　澪人のつぶやきは、的を射ていると感じた。

　しばし、その場に立ちすくんでいると、その嫌な波動は空気に溶けるように消えてなくなってしまった。

「……なるほど、これが『徐々に波動が落ちる』ってやつの秘密かもしれないな」

　と、宗次朗が腕を組んだ。

「そうやね」

　澪人が真剣な眼差しで、周囲を確認する。

　しかし、不審な気配は何も感じない。

「本当に、何かが起こっているのかもな。がんばれ、西の審神者さにわ頭がしら」

　宗次朗は無責任に笑って、澪人の背中を叩たたいた。





四






　京都では、『ＯＧＭ』メンバーが、三角形の結界の地点、『見えない社』への挨拶詣まいりを始めていた。

　まずは、北から始めようと、洛らく北ほくの通りを歩く。

　朔也と愛衣、和人と由里子に分かれたところで、

「由里子さん、残念だったでしょう？」

　にこやかに尋ねた和人を、先を歩いていた由里子は驚いて振り返った。

「えっ、残念って？」

「朔也君とペアになれなくて」

「っ！」

「僕にも特別な力があれば、問題なかったのに」

　和人は、少し申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる。

　由里子は頰を熱くして、口をパクパクとさせた。

「いや、その、そんなことはないんですよ」

「え、そうなの？」

「は、はい。私が朔也をどうこうということは、本当に」

「本当に？」

　和人に突っ込まれて、由里子が、ううっ、と呻うめく。

　その瞳ひとみの強さから、どんなに取り繕っていても、気持ちを見抜かれていることを感じ取り、

「……噓です。誰にも言わないでくださいね。私の気持ちは、まだ誰にも気付かれていないことですし」

　由里子は、しゅん、と肩をすくめた。

「それはもちろんだよ」

　和人は真面目な顔で頷うなずきながらも、笑いを堪こらえるように口に手を当てた。

「……あの、笑ってません？」

「ごめん。『誰にも気付かれてない』って言うから」

「それが何か？」

「既に、バレバレなんじゃないかなと思って」

「そんなことはないと思いますよ」

「だって僕は、初めて見た時、二人は付き合っているんじゃないか、と思うくらいの距離感というか、親しさだったし。お似合いに見えたよ。今すぐにでも交際に発展しそうだよね」

　由里子は、さらに頰を熱くさせた。

「お似合いだなんて……。でも私、年上ですし」

「えっ、そんなの関係ないと思うよ？」

「そうでしょうか？」

「うん、朔也君みたいなタイプには、由里子さんのような年上の女性が合いそうな気がするし」

　すると、由里子は嬉しさを隠しきれず、口くち許もとを緩ませた。

「そう思います？」

　そんな由里子を見て、和人はまた、ふふっ、と笑う。

「どうして、笑うんですか？」

　からかわれている気になり、由里子はぐっと眉根を寄せた。

　だが、すぐにハッとした様子で、顔を手で覆う。

「由里子さん、どうしたの？」

「私、ちょっと眼まな差ざしを強くするだけで、すごく睨にらんでいるように見られるんです。今、つい、和人さんに強い目線を向けてしまったから。すみません……」

「大丈夫だよ。由里子さん、目力が強いからなのかな」

「どうでしょう？　黙っていると『怒ってる？』って聞かれることも多くて……」

　由里子は、はぁ、と息を吐き出した。

「僕はそんな風に思ったことはないよ」

　にこやかに言う和人に、由里子はほんのり頰をほてらせた。

「そして、僕が笑ったのは、由里子さんって一見近寄りがたい美人なのに、実はとても可愛い人なんだなと思って」

「そ、そんなことっ」

「ちょっとうちの弟っぽくて、可愛いなって」

　すぐに澪人を持ち出したことに、由里子は顔を綻ほころばせた。

「私は、賀茂君ほど美人じゃないです」

「由里子さんは美人さんだけど、でも、たしかに、うちの弟は、誰にも負けないほど美人だよねぇ」

　うんうん、と頷く和人に、由里子は噴き出した。

「あ、ごめん。つい、お喋しやべりに夢中になってしまっていたけど、結界の社、この辺のはずだったよね？」

　和人は思い出したようにスマホを手に取り、地図を確認する。

　由里子は、はい、と頷き、ぐるりと周囲を見回して、そっと目を瞑つぶった。

「……こっちの方で何か感じます」

　由里子は目を開けて、早足で小こう路じを曲がり、「あっ」と足を止めた。

「ありました、ここです」

　首を四十五度ほど見上げる高さの位置に、朱色の社が浮かんでいる。

　それは、半透明で普通の人の目には見えないものだ。

　結界を護まもる『精霊の社』。

　和人の目には見えないため、「ここにあるんだね」とスマホの地図にピンを刺した。

「今から祝詞のりとを唱えるんですが……、私はもう暗記しているので祝詞の紙とかを持ち歩いてなくて、和人さんはスマホで検索して読み上げてもらっても……」

「ああ、僕も祝詞は唱えられるんだ。これでも賀茂家の長男だし」

「さすが、賀茂家ですね」

　二人は並んで柏かしわ手でを打ち、祝詞を唱える。

　これまでの感謝と、これからもよろしくお願いしますという想い。

　主上おかみが、この地を離れているが、自分たちがサポートを続けるという報告をする。

　それに応こたえるかのように、人の目に見えないその社から、太鼓の音が聞こえてきていた。





五






　みんみん、と蟬がけたたましく鳴いている。

　空の向こうには、膨らんだ綿菓子のような入道雲が広がっていた。

　一瞬、夕立を懸念するも、額から流れ落ちる汗に、今なら雨が降っても心地よくて良いかもしれない、などと愛衣は思う。

「あぢぃ、いっそ、夕立にならないかな」

　横で、朔也が手で自分を扇ぎながら言っていた。

「朔也くん、『暑い』って口に出したら、余計に暑いよ」

「口に出しても出さなくても、暑いものは暑いって」

　そう言う朔也に、愛衣は思わず笑った。

「まぁ、一理あるけど。これは、どうやっても暑いよね。溶けるというより焼き付けられそう」

　照り付ける太陽を見上げて、愛衣は苦笑する。

　暑いというより、最も早はや、熱い。

　サウナを通り越して、オーブンの中にいるようだ。

　今は、今日の分の結界の祈き禱とうを終えて、由里子と和人に合流するために歩いているところだった。

　すると朔也が「そういえば」と愛衣の方を向いた。

「愛衣ちゃんが引っ越しする元谷崎ちゃんの家はこの辺だったよね？　いつ引っ越すの？」

「うん。その通りを裏に入ったところ。引っ越しは明後日あさつての予定。もう手続きは終わってて、今は本格的な引っ越しを前に、父がカーペットを敷いたり、カーテンを付けてるところなの」

　愛衣は通りの向こうを指しながらそう話す。

「へえ、明後日なんだ。いよいよだね。なんなら、引っ越し前にみんなで祈禱しようよ。それに俺、引っ越しも手伝うし」

　そう言った朔也に、愛衣は恐縮しながらも、「ありがとう」と微笑む。

「新生活楽しみだね」

「うん、うちの父も、随分張り切っちゃってて……」

　話しながら、道路を曲がる。

　愛衣は急に足を止めて、口を閉ざした。

　道の先に、愛衣の父親の姿があったのだ。

　父親は一人ではなく、女性と一緒だった。

　朔也は「ん？」と目を凝らす。

　愛衣の父親といたのは、学がく徳とく学園教諭・早さ乙おと女めだった。二人は並んで歩き、愉たのしげに語らっている。

「あれって、早乙女先生だよね？　どうして愛衣ちゃんのお父さんと一緒にいるの？　もしかして家庭訪問？」

　朔也は首を傾げながら、不思議そうに洩もらす。

「……ううん、父と早乙女先生は、学徳学園の先輩後輩だったの。この前、道で再会して、ちょっと親しくなったみたい」

「へぇ、そうだったんだ」

「それより、暑いから急ごうか」

　愛衣は早口で言って、逃げるようにその場を離れる。

　朔也はそんな愛衣を追い掛けて、手首をつかんだ。

「ちょっ、愛衣ちゃん、大丈夫？」

　振り返った愛衣の目は、涙に滲にじんでいた。

「愛衣ちゃん？」

「ごめん。いきなり泣いてたりして、びっくりするよね？」

　愛衣は、すぐに手の甲で涙を拭ぬぐった。

「お父さんと早乙女先生のことなんだよね？　二人は付き合ってるとか？」

「ううん、まだ付き合ってはいない。でもね、時間の問題だと思うの」

　愛衣は、気持ちを落ち着けるように、大きく息を吐き出す。

「早乙女先生はずっと、うちの父のことが好きだったみたいで、今回再会できて嬉うれしそうなの。父も、母を亡くして、ずっと一人だったし、『これは良い出会いなんじゃないか』って気持ちもある。早乙女先生のことは好きだし、母が亡くなった後、ずっと私を見守ってくれていたような人だから……けど」

「けど？」

「私は、理屈じゃなくて、どうしても嫌なの。理性では『二人の仲を応援してあげたい』って思うのに、どうしても嫌で……そんな自分も嫌で。ずっと父一人子一人で、父親が大好きで育ってきたから……」

　愛衣は、また目に浮かんだ涙を手の甲で拭った。

　朔也は沈痛な表情で、強く相あい槌づちをうつ。

「愛衣ちゃん、それ、すげぇ分かる」

「えっ？」

「うちの姉ちゃんにも彼氏ができそうなんだ。同じ酒蔵の好青年で、良いい奴だって分かってるんだけど、すげー嫌なんだよ、もう理屈じゃなくて」

　力強く言う朔也に、愛衣はぱちりと目を見開いた。

「でもさ、それはもう、しょうがないことなんだよ」

「しょうがないこと？」

「そうだよ。だって純粋無む垢くな赤ちゃんだって母親を取られたら嫌なんだから、これはもう本能なんだよ。自分を責める必要ないって。相手に露骨な嫌がらせをしないだけ、『自分はすげぇ偉いんだ』って思っていこうよ」

「露骨な嫌がらせって」

　愛衣は、ぷっと噴き出す。

「だって、俺はガチで、その男に嫌がらせしたいと思ってたくらいだし」

　愛衣は、朔也くんらしいなぁ、と笑う。

「でも、そういえば、宗次朗さんには嫌がらせしようと思ったことはないの？　お姉さんと宗次朗さん、昔良い仲だった時があったんだよね？」

「宗次朗さんに嫌がらせなんてできるわけないじゃん。目の前にいるだけで、怖くて萎い縮しゆくするのに。虎に立ち向かう子猫みたいなもんじゃん」

「宗次朗さんが虎っていうのは分かるけど、朔也くんが子猫？」

「そう、可愛い系の」

「もう、図ずう々ずうしいなぁ」と、愛衣はまた笑った。

　朔也は、えー、と声を上げる。

　その時、道の向こうに由里子と和人の姿が見えた。

「あっ、由里子さん、和人さん」

　愛衣が声を上げると、二人はにこやかに手を振る。

「愛衣さん、朔也」

「二人とも、お疲れ様」

　由里子、和人チームと合流し、『ＯＧＭ』メンバーはあらためて地図の確認をした。

「今日だけで、二チームで六箇所、三角形の結界を二つ回れたわね」

　嬉き々きとして言う由里子に、朔也は「うん」と頷うなずく。

「まだまだあるから、大変かもだけど、合間みてやっていこう」

　朔也の言葉に、皆は「おー」と拳こぶしを振り上げる。

「でも、こんなに暑いんだし、休憩は必要だよ。とりあえず、賀茂邸にでも行って、冷たいものを飲もうか」

　和人の提案に、皆は救われたという表情を見せた。







　四人は、上賀茂の賀茂邸に足を踏み入れるなり、「はあああ」と気の抜けたような声を上げた。

　空調が行き届いた心地よい涼しさが、自分たちを迎えていた。

「涼しい」

「あー、生き返るぅ」

　朔也は畳に倒れ込んで、幸せそうな顔を見せていた。

「もう、馬鹿ね、朔也は」

　その横で由里子が愉しげに目を細める。

　和人は、すぐに冷たい飲み物を用意しようとキッチンに向かい、愛衣は慌ててその後を追った。

「和人さん、私にも手伝わせてください」

「ああ、愛衣さん、ありがとう」

　賀茂邸のキッチンは、本当に普段人が使っているのだろうか、と思うほどに、生活感がなく磨かれていて、愛衣は感心の息をついた。

「すごく綺き麗れい」

「『水回りを綺麗にしろ』というのが、賀茂家の掟おきてなんだ」

　和人はそう言って、冷蔵庫から麦茶を取り出す。

「コップは、ここのを使っても大丈夫ですか？」

　茶ちや簞だん笥すを確認しながら尋ねた愛衣に、和人は「大丈夫、ありがとう」と頷く。

「愛衣さん、朔也君と何かあった？　大丈夫？」

　和人は、麦茶をコップに注ぎながら静かに尋ねた。

「えっ、どうしてですか？」

「目が赤いから……」

「あ、これは……朔也くんとどうのというわけじゃなくて、父のことで」

　愛衣はそこまで言って、口を滑らせてしまったと身を小さくさせる。

「お父さんと何かあったの？」

　和人は真剣な表情で、愛衣を見詰めた。

「あ、違うんですよ。私が勝手にショックを受けてただけのことで……」

「勝手にショックを？」

　不思議そうにする和人に、愛衣は、「実は……」と、自分の父親と元担任の早乙女が、過去にかかわりがあり、再会して、良い仲になりそうなことを伝えた。

「私、とてもファザコンで、父親の良い出会いを受け入れられなくて……」

　弱ったように苦笑する愛衣に、和人は「そっかぁ」と相槌をうつ。

「駄目ですよね……」

「駄目とは思わないよ。愛衣さんの気持ちよく分かる」

　そう言った和人に、愛衣はホッとして、目を潤ませる。

「だけど、きっと、そのうちに愛する人の幸せを心から祝福してあげられる気持ちになれると思うよ」

　和人にそう続けられ、愛衣は言葉を詰まらせた。

「…………」

　和人は、愛する人の幸せを願って、身を引いた人なのだ。

　小春のことが好きだったのに、澪人の幸せを心から祝福している。

　そんな人を前に自分がひどく我わが儘ままで小さい人間のように思えて、苦しさが募った。

「さっ、行こうか」

　和人は、お盆を手にキッチンを出た。

　和室では、まだ朔也が畳の上を転がっていて、由里子がそれを見守っている。

「お待たせ、お疲れ様」

　テーブルの上に置かれた麦茶と煎せん餅べいに、朔也は勢いよく体を起こす。

「あざーす」

「いただきます」

　皆は揃ってテーブルに着き、まずは冷たいお茶を口に運んだ。

「あー、生き返る」

「道中、こまめに水分補給はしてたんだけど、涼しいところで飲むって格別よね」

「うん、全身が喜んでる」

　その時、愛衣のスマホがメッセージを受信した。

「すみません」

　スマホを確認すると、ミステリー研究会の部長であり後輩の谷崎瞳ひとみからだった。

「谷崎ちゃんだ」

　どうしたんだろ、と洩もらしながらメッセージに目を向ける。

『先輩、不思議投稿サイトを確認してください』

　そんなメッセージと共に、アドレスがリンクされていた。

　不思議投稿サイトとは、その名の通り各地区で不思議なことに遭遇した際に投稿するというサイトだ。

　勘違いや冷やかしの投稿も多いが、時々本物の心霊情報が混ざっているため、なかなか侮れない。

　愛衣は不思議投稿サイト『京都地区』のページを確認し、

「あの、ちょっとこれ、見てください」

　と、スマホをテーブルの上に置いた。




〝深夜、祇園の六ろく波は羅ら蜜みつ寺じ辺りを歩いている時のことです。どこからともなく老人が現われて、『すみませんが、これを読めますか？』と紙を出してきました。

　そこには『合歓木』と書かれていて、（後に『ねむのき』と読むことが分かったのですが）その時は恥ずかしながら読めなかったので、『読めません』と答えると、その老人は目の前から姿を消してしまったんです。あまりの恐ろしさに声が出ませんでした。

　実はそれから、体調を崩してしまいました。あれはやはり、幽霊だったのでしょうか？　どうして漢字を読ませたかったのか、読めたらどうなっていたのか考えては、背筋を寒くさせています〟




　皆は、投稿を確認した後、顔を見合わせる。

　愛衣、朔也、由里子の三人は揃って、嬉々とした表情を浮かべていた。

「よっしゃあ！　これは、俺たちだけで解決しよう！」

　拳こぶしを振り上げる朔也に、由里子と愛衣も強く頷く。

「そうね、賀茂君と小春さんがいなくても大丈夫というところを見せるチャンスね」

「本当ですね」

　張り切ったチームの様子に、和人は圧倒されながらも、くすくすと笑う。

　それは、西と東の都で、新たな歯車が動き出した午後──。








第二章　夏カレーと迷子の翁。













一






〝深夜、祇園の六波羅蜜寺辺りを歩いている時のことです。どこからともなく老人が現われて、『すみませんが、これを読めますか？』と紙を出してきました。

　そこには『合歓木』と書かれていて、（後に『ねむのき』と読むことが分かったのですが）その時は恥ずかしながら読めなかったので、『読めません』と答えると、その老人は目の前から姿を消してしまったんです〟







　その投稿を目にした日の深夜。

　朔也は、スクーターを走らせて、一人で現場に向かっていた。

　不思議投稿サイトに寄せられた書き込みを見て、

『それじゃあ、今から対策会議をして調査に出よう』

　と朔也は勢い込んだのだが、もう日が暮れていたのと、愛衣の引っ越しが控えていたため、後日集まろう、ということとなった。

　だが、どうしても現場が気になった朔也は、単独で乗り込むことにしたのだ。







「ようするに、これは抜け駆けってことになるのかな？」

　清きよ水みず五ご条じようの辺りまで来て、然しかるべき場所にスクーターを停める。

「でも、事前調査は大事だよね。パトロール、パトロール」

　と、言い訳を口にしながら、五ご条じよう通どおりから北へ向かって歩き出す。

　日中は、うだるほどの暑さだが、深夜になると幾分か過ごしやすく歩きやすい。

　朔也は軽快な足取りで、六波羅蜜寺の方へと向かう。

　夜の祇園は、妖あやしい雰囲気だ。

　木き屋や町まち通どおりや花はな見み小路こうじ通どおりは華やかで明るいが、一歩裏に入ると人が住んでいることすら感じさせない、静かな通りもある。

　静かで暗い中、古めかしい建物が軒を連ねていて、まるで過去にタイムスリップしたようだ、と朔也は歩きながら思う。

「ええと、六波羅蜜寺は、この辺りだと思ったけど。そもそも、どんな寺なんだろ」

　ポケットからスマホを出して、検索する。

　六波羅蜜寺は、天てん暦りやく五年（九五一年）に、醍だい醐ご天皇第二皇子光こう勝しよう空くう也や上しよう人にんにより、開創された寺で、西さい国ごく第十七番の札所である──と書かれている。

　有名なのは、四し柱ちゆう推すい命めいによる開運みくじで、それを目当てに行く人も多いそうだ。

「四柱推命のおみくじかぁ、気になるなぁ」

　朔也は、へぇ、と洩らしながら、検索を続ける。

　おそらく由里子が側にいたら、『朔也、歩きスマホはやめなさい』と注意されるんだろうな、とスマホから目を離して顔を上げると同時に、足を止めた。

　由里子に注意されそうだ、と思ったのもそうだが、『幽靈子育[image: 飴]』という看板が目に入ったからだ。

　もちろん、深夜のため閉まっている。

「え、何あの店」

　その店は、六波羅蜜寺の目と鼻の先にあった。

　堂々と、『幽霊』等という看板を掲げている店を見付けてしまっては、六波羅蜜寺よりも気になってしまう。

　すぐに検索すると、こんな逸話が出てきた。




　慶けい長ちよう四年（一五九九年）に、女性が毎晩欠かさず飴あめを買いに訪れていた。

　不思議に思った飴屋の店主が女性の後を付けたところ、彼女は墓地に吸い込まれるように消えていってしまった。

　店主が驚いて、女性の姿を探していると、彼女が消えていった墓の下から泣き声がした。

　掘り起こすと、なんとそこには、飴を持った赤ん坊がいたのだ。

　おそらく、なんらかの事情で埋葬された母子だが、赤ん坊はまだ生きていて、母は死して幽霊になっても、我が子の身を案じて、毎夜飴を買い求めていたのだろう──。




「……え、何これ、怖い話かと思ったら、超いい話じゃん。泣けるし。お母さんの超愛じゃん、死んでからも我が子を助けようとしたんだよね」

　朔也は潤んだ瞳ひとみを、手の甲で拭ぬぐう。

　──なお、その時助けられた赤子は、後に高僧になったそうだ。

　そんな後日談に、朔也は激しく首を縦に振る。

「なるよ、なるよね、お母さんが幽霊になってまで救ってくれたんだから、たくさんの人を救ってやりたい気持ちになるよね」

　うんうん、と頷うなずいていると、突然、奇妙な気配を感じて、朔也は動きを止める。

　金縛りに遭ったように動けないまま、目だけで辺りを見回し、息を吞のんだ。

　ひやりと湿り気を帯びた空気が辺りを包み、夜の闇が一段と濃くなっている。

　うっかり、異世界に紛れ込んだような、ぞくぞくする感覚。

　同じような体験を以前もしたことがあった。

　あれは、崩れた社に怒りを覚える精霊たちの行脚を目撃した時だ。

　気が付くと全身に鳥肌が立っている。

　──来る。

　何者かが現われることが分かり、朔也は意を決して顔を上げた。

　一帯に靄もやが広がっている。

　その中から、老人が現われた。

　長い髪をひとつに纏まとめ、髭ひげも長く和服姿で、まるで仙人のような翁おきなだった。

「っ！」

　髪の毛が逆立った気がして、朔也は両手で頭を押さえながら、後あと退ずさりをした。

　いや、逃げるんじゃないんだよ。

　調査するんだろ。

　と、心の中で自分を叱しつ咤たして、踏み止まる。

　おそらく、『合歓木』という紙を出して、なんて読むか聞いてくるだろう。

　投稿者は答えられず、体調を崩した。

『ねむのき』と、ちゃんと答えたら、どうなるのだろう。

〝そこのお方〟

　翁が、そう尋ねる。

　長い眉まゆ毛げで、目が見えない。

　そこがまた不気味さを感じさせた。

　朔也は、「はい」と掠かすれた声で答える。

〝すみませんが、これを読めますか？〟

　翁は懐から、和紙のようなものを取り出して、朔也に見せた。

『百日紅』

　ねむのき、と答えようとしていた朔也は、ぎょっとする。

「え……」

　問題、全然違うじゃん。

　なんだよ、この爺じいさん、問題を色々持ってるの？

　え、これ、なんて、読むんだ？

　そもそも、答えられた方が良いのか悪いのか。

　いや、投稿者は答えられずにいたら、姿を消したと言っていた。

　調査するならば、ちゃんと答えよう。

　朔也は、『百日紅』という漢字に目を向ける。

「も、ももびべに……？」

　朔也がそこまで口にした時、翁はがっくりと肩を落とし、

〝使えぬ〟

　と、一言だけ言って、煙となって消えていく。

「ええ？」

　朔也が右手を伸ばすも、既に姿はなくなっていた。

　先ほどまでの奇妙な空気も噓のようになくなっている。

　雲に隠れていた月が、姿を現わしていた。

「え、今のなんなの、マジで……」

　投稿者とまったく同じ心境で、朔也は首を捻ひねる。

　しばしそこに佇たたずむも、もう出てくる気配がなく、「帰ろっか」と、つぶやいて踵きびすを返した。

　風に触れた時、右腕の感覚がおかしいことに気が付き、

「……痺しびれてる？」

　朔也は、右腕に左手を当てる。

　翁に向かって伸ばしていた右腕はびりびりと痺れ、やがて痛みを伴い始めていた。





二






　そうして、愛衣の引っ越し当日。

　和人も含めた『ＯＧＭ』のメンバーは、引っ越しの前に祈き禱とうをしようと、まだ朝も早い六時に、愛衣の家を訪れていた。

　以前にも来た新居を前に、朔也と由里子が、わぁ、と声を上げる。

「前と雰囲気が違ってるわ」

「本当だ」

　元々、後輩である谷崎瞳が住んでいたその家は、相変わらず庭も広く建物も大きい。

　家の背面に雑木林があり、緑の中に家がある光景だ。

　以前は黒い影を背負っているような鬱うつ蒼そうとした雰囲気があったのだが、今は木漏れ日の中、きらきらと輝いて見えた。

「緑に囲まれた家なんだね。素敵だなぁ」

　初めて家を見た和人は、しみじみとつぶやく。

　愛衣は少し恥ずかしそうに「はい」と頷いた。

「今日は和人さんまで、ありがとうございます」

「ううん、澪人のいない間、チームのみんなを見守る約束をしてるし。それにしても、霊障があったとは思えない、良い感じの家だね」

　そう言った和人に、

「前は全然違ったんすよ。雰囲気だけなら別の家みたいだ」

「愛衣さん父子おやことこの家の相性が良いのね」

　新たに『水原』という表札がついた家を見詰めながら、朔也と由里子は心から感心して言う。

「私も父も一目で気に入ったから、相思相愛だったのかもです」

　愛衣は、ふふっ、と笑って、「ねっ」と隣に立つ父を見上げた。

「ああ、なんだか引き寄せられるような気がしたしね」

　愛衣の父・孝たか志しもにこやかな笑顔で頷いた。

「そういうのを『縁』って言うんだろうなぁ」

　和人は、しみじみとつぶやく。

「それじゃあ、そろそろ始めようか。賀茂くんとコハちゃんも待機してくれているだろうし」

　そう言った朔也に、皆は頷いてスマホを取り出す。

　ビデオ通話で、澪人と小春も祈禱にくわわることになったのだ。

　朔也は指先でスマホを操作しながら、ズキンと痛む右腕に、顔をしかめる。

「朔也、どうかした？　つながらないの？」

　由里子は、朔也の顔を覗のぞき込んだ。

「あ、ううん。賀茂くんとつながったよ」

　朔也は、すぐに笑顔を作り、スマホをかざす。

　画面の向こうには、水干姿の澪人の姿があった。

『皆さん、おはようございます。元気そうやね』

　にこやかに微笑む澪人に、

「賀茂君！」

「なんだか、すごい久しぶりに感じるよね」

「本当に」

　と、由里子と朔也、愛衣が嬉うれしそうに画面に目を向ける中、誰よりも和人が目を輝かせた。

「澪人っ！」

『ああ、兄さんまで。ありがとうございます。元気そうやね』

　澪人はそっと会釈をする。

「澪人こそ、元気そうだね。そっか、こうやってスマホで顔を見ながら会話ができるわけだ。僕たちも、もっとビデオ通話しようか」

『そやけど、そないに話すことあらへんし』

「そんなことないよ。一日の報告とか。そうだ、澪人からの着信は音が変わるようにしておこう。キララン、って着信音に」

『キラランって、それ、鳴ることないかもしれへん』

　澪人が呆あきれた声を出している間、愛衣も小春との通話をつなげていた。

「小春ともつながりましたよー」

『皆さん、おはようございます』

　小春は画面の向こうで、恥ずかしそうに手を振っている。

「小春は自宅？」

　愛衣が尋ねるや否や、朔也が割り込むようにして画面に顔を近付けた。

「まさか、実は賀茂くんと一緒だったりしないよね？　本当は隣にいたりしないよね？　一晩中一緒で、ついさっきまで腕枕してたとかないよね？」

　そんな朔也に、小春は目を丸くする。

『そんなことないよ。私はちゃんと自分の部屋にいるし、澪人さんは審神者さにわの宿舎で』

『そやで。僕は今、宿舎というか、関東本部の道場や』

「それならいいけどさ」

　朔也は、鼻息荒くそう言って腕を組む。

「どうして、朔也が保護者みたいなことを言ってるのよ」

　由里子が窘たしなめるように尋ねると、

「だって、なんだか面白くないから」

　と、朔也は悪びれずに答えた。

『それより、祈禱をしましょうか』

　画面の向こうで言った澪人に、皆は「はい」と頷うなずく。

　家を前に、まず白い布を敷く。

　斎いみ竹だけという葉の付いた竹を四本台座に挿して立てて、神籬ひもろぎという紙垂しで、斎いみ砂すなという盛砂、斎いみ鍬くわ・斎いみ鋤すき・斎いみ鎌かまという鍬と鋤と鎌を用意する。

　中央に折り畳みの小さなテーブルを置いて、そこにも白い布をかけ、酒に盛り塩、月桂樹の葉を飾り、スマホを置いた。

　皆が座ったところで、

『ほんなら、始めます』

　澪人は柏かしわ手でを打ち、皆は頭を下げる。
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　建物を前に祝詞のりとを上げて、この土地と縁を結んだ。

　そして、この家に住む許しを請うた後に、今度は室内に入って、同じように祝詞を上げる。

　粗塩を撒まいて箒ほうきで掃き、四隅に盛り塩をし、お香を焚たいた。

『──これでよろしいやろ。土地神様が歓迎しはってる』

　画面の向こうで澪人が目を瞑つぶりながら、そう言っていた。

　小春も同じように目を瞑った状態で、うんうん、と頷く。

『愛衣とお父さんを歓迎しているみたい。〝こちらこそ、これからよろしくお願いします〟って想いが伝わってくる』

　二人の言葉に、愛衣と父は微笑んで顔を見合わせ、朔也と由里子は「やった」と、諸もろ手てを挙げた。

「これで、本格的な引っ越しに入っても大丈夫だね、愛衣ちゃん」

「ありがとう、みんな」

　そう言っている間に大型トラックが家の前に停まり、インターホンが鳴った。

「あっ、来た！」

『ほんなら、皆さん、引っ越しがんばって。手伝えんとかんにんやで』

『うん、ごめんね、愛衣』

　申し訳なさそうに言う澪人と小春に、愛衣は首を振った。

「そんな、遠くにいるのに、こうして家のために祈き禱とうしてくれただけで嬉しいよ。小春、本当にありがとう。澪人さんもありがとうございます」

　愛衣は深く頭を下げて、あらためて二人に礼を言い、通話を切った。

　振り返ると、早くも引っ越し業者が続々と段ボール箱を運んできている。

「わっ、業者さんは、早いなぁ」

　愛衣は、感嘆して言う。

「ねー、愛衣ちゃん、箱に『食器』って書いてあるの、キッチンに置いといた方がいいかな」

　そう尋ねた朔也に、愛衣は「わ、ありがとう。お願い」と声を上げた。

　朔也は段ボール箱を手にしようとして、動きを止めた。

　右腕を押さえて、苦痛の表情を浮かべる。

「朔也君、腕が痛いの？」

「あ、うん、ちょっとズキズキするっていうか、腱けん鞘しよう炎えんかなぁ」

　朔也は、あはは、と笑う。

「無理しないでね」

「うん、大丈夫。重いものを運ばないで、食器とかを出すようにするよ。とりあえず、勝手に入れてもいい？」

「あ、うん。ありがとう」

　朔也は『食器』と書かれた段ボール箱を開けて、家に備え付けられた食器棚に皿やコップを入れていった。
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　朝一番に来た引っ越し業者は、アッという間に荷物を運びこんで行ってしまった。

　その後は、大まかなものを出して、段ボール箱を畳むなどの作業をする。

　気が付くと、昼を迎えていた。

「あー、申し訳ない。そろそろお昼にしようか」

　孝志が腕時計に目を向けて、そう声を上げた。

　皆は、はい、と元気に声を揃える。

「お昼は、何か出前を取ろうか、それとも近くのレストランにでも……」

　孝志がスマホで検索を始めたその時、ピンポーン、とインターホンが鳴った。

「誰だろう、電気屋さんかな」

　愛衣はインターホン画面を確認し、ぐっ、と言葉を詰まらせる。

　そこには、元担任の早乙女の姿があった。

『こ、こんにちは、今日引っ越しだと聞いて、差し出がましいと思いながら、差し入れを持ってきました』

　彼女はぎこちなく言って、頭を下げた。

　孝志は、「おー」と声を上げて、玄関へと向かう。

「早乙女先生、ベストタイミングね」

　由里子も、ふふっ、と笑って、玄関に向かった。

「そ、そうですね」

　愛衣は引きつった頰を隠すように、顔を背ける。

　すると和人が、ぽんっ、と愛衣の肩に手を乗せた。

「大丈夫？」

「あ、はい。すみません」

　愛衣は、救われたような目を見せた。

「きっと、彼女も愛衣さんとお父さんに喜んでもらいたくて、もっと親しくなりたくて一生懸命なんだろうね」

　そう続けた和人に、愛衣は「はい……」と目を伏せる。

　やがてリビングに早乙女が、大きな風ふ呂ろ敷しき包みを手に現われた。

「すみません、突然」

　ぺこぺこと頭を下げて、テーブルの上に風呂敷包みを置いた。

「先生、これほどいてもいいの？」

　すぐに朔也が、テーブルに手をついた。

「あ、ええ、いいわよ。三善君も来ていたのね。最近、とても親しいのね」

「うん、仲間なんだ」

　朔也はそう言いながら風呂敷をほどいた。

　中から重箱が出てきて、皆は感心する。

「重箱だ」

「すごいな」

　しみじみと言う朔也と孝志に、早乙女は頰を赤くした。

「引っ越しの日って食事が大変だと思いまして。ちゃんと調理手袋をして作ったから、衛生面は大丈夫ですよ」

　早乙女は、重箱の蓋ふたを開けた。

　稲荷いなり寿ず司しに唐揚げ、厚焼き玉子、[image: 筑]ちく前ぜん煮になどが詰まっている。

「美味おいしそう！」

「ちょっと張り切りすぎちゃって……」

　早乙女がぎこちなく笑ったその時、愛衣の中に苦いものが込み上げてきた。

『先生は、生徒の引っ越し一人一人に、こうしてお弁当を届けるんですか？　違いますよね。どうして、うちだけ特別扱いなんですか？』

　喉のど元もとまで出かかった、そんな言葉を吞のみ込む。

　彼女は、生徒である自分に差し入れしたのではなく、昔むかし馴な染じみであり、今は友人の父に差し入れしたのだ、と拳こぶしを握った。

「わ、私、そこのコンビニで冷たいお茶を買ってきます」

　愛衣はその場を逃げるように、リビングを出る。

　サンダルに足を滑らせて、外に出るなり、はぁ、と息をついた。

　近所のコンビニに向かい歩き始めると、「愛衣ちゃん」と背後で朔也の声がした。

「朔也くん……」

「俺も買い出し手伝うよ」

「……ありがとう」

「愛衣ちゃん、がんばったよね。めっちゃムカついてなかった？」

　愛衣はぎょっとして、朔也を見た。

「そんな、ムカつくというわけじゃ……」

　たしかに嫌な気持ちにはなった。

　あれは、父親を取られたくない、幼い嫉しつ妬と心だ。

　露骨に『ムカつく』という感じとは、また違っている。

「いや、俺ならムカつくなぁ、と思って」

　えっ、と愛衣は、朔也を見た。

「たとえば、俺と姉ちゃんが新居に引っ越したとして、『これから二人でがんばっていこう』って時に、姉ちゃんの彼氏候補がやってきたら、『おい、どうして今日来るんだよ、俺たちだけにさせてくれよ』って気持ちになりそうだなと思って。まー、姉ちゃんに好かれたくて、がんばってるそいつの気持ちは分からないでもないんだけど、少しは俺の気持ちも考えてほしいっつーか」

　朔也は腰に手を当てて、肩をすくめる。

　自分の、言葉にしにくかった気持ちを理解してもらえて、それを代弁してくれたことが嬉うれしく、愛衣の目頭が熱くなる。

　今、欲しかったのは、正論じゃない。

　自分の気持ちを分かってほしかっただけなのかもしれない。

　誰かが分かってくれている。

　それだけで、救われた気持ちになった。

　愛衣は目に滲にじんだ涙を、そっと拭ぬぐい、顔を上げた。

「私ね、早乙女先生のこと、嫌いじゃないんだよ。元々好きな人だし」

「うん」

「けど、ちょっと嫌いになりそうだったの」

「だろうね」

「でも、今の朔也くんの言葉で、ちょっと救われたというか。ありがとう、朔也くん」

「え、何それ、照れる」

　朔也はぶんぶんと手を振って、「痛っ」と右腕を押さえた。

「ちょっと、朔也くん、本当にその右腕、おかしくない？　一体どんなことをしたの？」

　詰め寄った愛衣に、朔也は弱ったように目をそらした。

「実は……」

「うん」

「あ、いや、この話はまた今度。もう店だし」

　気が付くとコンビニは目の前であり、二人はお茶を買って、再び家に戻った。







　家に入り、リビングの前まで来た時、

「──しかし、それで、この前、早乙女君は愛衣の好物は何か聞いてきたんだ」

　という孝志の声が聞こえてきて、愛衣は足を止めた。

「そう、愛衣さんが、唐揚げや卵焼き、[image: 筑]前煮が好きだって聞いて……」

　そんな早乙女の声も耳に届いた。

　愛衣は、思わず朔也の方を見る。

「んなこと言われても知らないよね」

　朔也が、小声で耳打ちしてきた。

　そんな露骨な言葉に、愛衣は、ぷっと噴き出す。

「ううん。その気持ちはやっぱり嬉しいよ」

　強こわ張ばっていた頰が緩んでいくのを感じながら、愛衣はリビングの扉を開けた。

「お待たせ、冷たいお茶を買ってきたよ」

　すると早乙女は、弾はじかれたように立ち上がる。

「あ、ごめんなさい、私、お茶にまで気が回ってなくて」

「いえいえ、こんなに豪勢なお弁当ありがとうございます。私の好物ばかりで嬉しいです」

　笑顔で言った愛衣に、早乙女は心底ホッとしたような表情を浮かべ、朔也は、うんうん、と嬉しそうに頷うなずいていた。
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　──そうして、後日。

　あらためて、不思議投稿サイトに寄せられた書き込みについて話し合おうと、和人を加えた『ＯＧＭ』メンバーたちは、テーブルを囲んでいた。

「とりあえず、みんなに場所を知ってほしいから、地図を開こうか」

　朔也は、洛らく中ちゆうの地図をテーブルの上に広げた。

　ここは、『さくら庵』二階のかつて澪人が使っていた和室であり、吉乃の厚意により、すっかり『ＯＧＭ』の集いの場となっていた。

「それにしても、一人で先に調査に行ってたなんて」

　由里子が呆あきれたように、横目で見た。

　朔也は、すみません、と肩をすくめる。

『六波羅蜜寺』は、東ひがし山やま区く五条通大和やまと大おお路じ上あがル東。

「安やす井い金こん比ぴ羅ら宮や建けん仁にん寺じより少し南だったよね。あまり行ったことないんだよ」

　と、和人が、場所を確認しながら言う。

「しかし、なんだかすごい名前ね」

　しみじみと言う由里子に、愛衣がスマホをチェックし「えーっと」と読み上げた。

「六波羅蜜寺の『六波羅』は、元々『六ろく原はら』という地名に、仏教用語の『六波羅蜜』をかけたものだって書いてある」

　すると朔也が「そうそう」と相あい槌づちをうつ。

「ちなみに『六波羅蜜』ってのは、仏教用語で、『菩ぼ薩さつが悟りの世界に行くために実践しなければならない六つの方法』という意味なんだよ」

　さらりとそう続けた朔也に、由里子と愛衣は露骨に意外そうな目を向けた。

「え、何その目は……」

　朔也は眉まゆを顰ひそめて、二人を見返す。

「だって、朔也がそんなことを知ってるなんて」

「うん、ちょっと意外で」

　素直な気持ちを口にする二人に、朔也は「えー？」と不満げな声を上げ、和人はぷっと笑った。

「不思議なことではないと思うよ。だって朔也君は、浄じよう蔵ぞうの流れを汲くむ三善家の人間だからね」

「ありがとう、お兄さん。そうだよ。うちは、仏教系除霊一族なんだから」

　朔也は、鼻息荒く腕を組んだ。

　二人は、そうでした、と申し訳なさそうに肩をすくめる。

「ま、いいんだけど。その六つの方法というのがね……」

　朔也はペンを手に立ち上がって、壁に画が鋲びようで吊つるしているホワイトボードに六波羅蜜について書き始めた。




　布ふ施せ波羅蜜　欲を捨て、物惜しむことなく施すこと。

　持じ戒かい波羅蜜　五戒──決まりごとを守ること。

　忍辱にんにく波羅蜜　苦難に耐えること。

　精しよう進じん波羅蜜　怠けぬこと。

　禅ぜん定じよう波羅蜜　心落ち着けて、集中すること。

　智ち慧え波羅蜜　道理を理解すること。




「……ざっくりな説明だけど、この六つなんだ。素晴らしいよね」

　書き終えて、朔也は少し誇らしげな表情で振り返る。

　由里子と愛衣は、へぇ、と洩もらした。

「欲を捨てて、他人に施して、決まりを守り、苦難に耐えて、怠けず、心を落ち着けて物事に集中して、道理を理解する──かぁ。当たり前のことのように思えるけど、これらを守るって、大変なことだよね」

　愛衣は小さく息をつき、その横で由里子が「そうね」と相槌をうつ。

「いつもそんなに素晴らしくいられないわよね」

「まぁ、そりゃ、菩薩への道だからね」

　大きく頷く朔也に、和人が、ふふっ、と笑った。

「『立派な存在になるための方法』だと思うと、なかなかしんどいけれど、『富豪になって幸せになれる方法』だと思うと、実践できるかもよ」

　そう言った和人に、皆は「へっ」と目を瞬まばたかせる。

「『富豪になって幸せになれる方法』？」

「そう、僕も賀茂家にいたから、『陰おん陽みよう道どうの仕組み』みたいなものを横で見聞きしてきたんだ」

　そう話し始めた和人に、皆は前のめりになる。

「エネルギーの基本は『出したら入ってくる』、『自分のしたことは返ってくる』なんだ。それは、どちらも『大きくなって返ってくる』傾向があるんだって。良いことも、悪いこともね。そう考えたらさ……」

　と和人も立ち上がり、ホワイトボードの前に立って、六波羅蜜の六つの方法を指差した。

「この『布施波羅蜜』の『欲を捨て、物惜しむことなく施すこと』は、『お金が無くなることを恐れずに、惜しむことなく人に施しなさい。そうすれば、それ以上のお金が入ってくるでしょう』という教えになるし」

　そう言った和人に、皆は、ふむふむと興味深そうに相槌をうつ。

「『持戒波羅蜜』の『決まりごとを守ること』は、『自分のしたことは返ってくるから、悪いことはするなよ』という警告になる」

　皆は、ふむふむ、と頷く。

「『忍辱波羅蜜』の『苦難に耐えること』は、陰陽のバランスで、良いこと苦しいことは表裏一体。『苦しい時も必ず来るけれど、その時は騒がずに耐えるのが、一番の得策ですよ』という乗り越え方の教えにも思えるし」

　皆は、ほお、と感嘆の息をつく。

「『精進波羅蜜』の『怠けぬこと』は、『つらい仕事を休みなくやり続けろ！』……ということではなくて」

「え？　そうではないんですね？」

「うん、自分の夢とか、やりたいと決めたことに対して、『精進を続けることで道が開けますよ』ってことなのかなって。たとえば、毎日ＳＮＳにコラムを欠かさず投稿していたら、三年後に本になったという話を聞いたことがあるんだけど、それは『精進波羅蜜』だと思うんだ。

　だから、焦ったり迷ったりせず、『禅定波羅蜜』、つまり『心落ち着けて、集中して取り組みなさい』。それはすなわち、『智慧波羅蜜』、この世の『道理を理解すること』につながりますよ──。という解釈もできるんじゃないかと思うよ」

　そこまで言った和人に、皆は「おおっ」と声を上げた。

「知らなかった、『六波羅蜜』って、世の中の攻略法だったんだ……」

　とんでもないことを聞いてしまったような顔で口に手を当てる朔也に、和人は小さく噴き出す。

「これは、飽くまで僕の解釈だよ。『聖人になるための試練』と考えるより、朔也君の言うところの『世の中の攻略法』と思った方が楽しいよね」

　にこりと微笑む和人を前に、朔也、由里子、愛衣の三人は頰を赤らめた。

「和人さんって、いつもそんな感じなんですか？」

　と、由里子が小首を傾げる。

「そんな感じって？」

「ポジティブというか……」

「どうだろう？……でも、たしかに、いつもなるべく楽しい方に考えていこうと思ってるかな」

「同じ兄弟でも、澪人さんとは、違うんですね？」

　そう問うた愛衣に、和人は苦笑した。

「あー、うん。弟にもよく『兄さんのそういうところが羨うらやましい』って言われてきたかな。楽天家なんだよ、僕は」

　眩まぶしい笑顔を見せる和人を前に、愛衣は赤くなった頰を隠すように、顔を伏せた。

　すると黙って話を聞いていた朔也が、突然「お兄さんっ」と和人の腰に抱き着くようにしがみついた。

　それには、和人だけではなく、由里子も愛衣もぎょっとする。

「わっ、なに、どうしたの？」

「お兄さん……いえ、和人さん！　賀茂くんが不在の今、俺がチームリーダー代理の気分でいたんすけど、違いました。おこがましかったっす。どうか和人さんがチームリーダー代理を務めてくれませんか？　絶対その方がいい気がするんすよ！」

　朔也は、和人の腰にしがみついたまま、そう声を上げる。

「えっ、僕が？　僕はそもそも『ＯＧＭ』の仮メンバーみたいなものなのに」

　和人は、朔也にしがみつかれた状態で、オロオロと目を泳がせた。

「いえ、もう、正規メンバーっす。嫌だって言ってもメンバーっす！」

「それに、僕が弟の代理なんて、特別な力もないのに……」

「いえ、さっき和人さんは、陰陽の話をしてくれたでしょう？　陰陽は表裏一体だって。きっと、賀茂くんと和人さんは表裏一体で、賀茂くんが『陰』なら和人さんは『陽』って感じがしたんすよ。何よりリーダーのお兄さんなわけだし、だから、いない間のチームリーダーをっ！」

「わ、分かったから、もう放してくれないかな」

　──その時、

「朔也君、和人ちゃん、ドタバタしたらあかん！」

　と、階下から吉乃の怒鳴り声が聞こえてきて、由里子と愛衣はびくんと体を震わせ、和人と朔也はぴたりと動きを止めた。

「そ、そうよ、静かに。下はお店なんだから」

　由里子は小声で二人を窘たしなめ、愛衣は半ば感心したようにつぶやいた。

「それにしても、吉乃さん、下にいながら、暴れてるのが和人さんと朔也くんだって分かるなんて、さすが」

　朔也は、さーせん、と手を合わせて、座り直し、

「でも、マジでお願いできますか」

　あらためて真顔で和人を見上げて、そう問うた。

「……分かった。ここで断って、またしがみつかれたら、吉乃さんから本気の雷が落ちるしね」

　怖い怖い、と諦あきらめたように笑う和人に、朔也と由里子は、わーっ、と顔を明るくさせて、拍手する。

　だが愛衣だけは、少し申し訳なさそうに会釈をした。

「和人さん、無理やりですみません」

「ううん、なんだか楽しそうだし、頼ってもらえるのは嬉うれしいよ。それに大学とかでもグループになったら、どうしてかリーダーになることが多くて」

　恐縮そうに肩をすくめる和人に、朔也と由里子は、へぇ、と洩もらし、愛衣は納得とばかりに強く頷うなずく。

「和人さんって、『お兄さん気質』って感じですもんね」

　和人は、そうかな、と少し気恥ずかしそうに笑い、あらためて座り直した。

「それじゃあ、リーダーに任命してもらったから、話を進めてもいいかな？」

　すぐにリーダーの顔を見せる和人に、皆は「はい」と慌ててテーブルにつく。

「まずは、朔也君が調査に行った時のこと、もう一度詳しく教えてもらってもいい？」

　朔也は、「あ、はい」と頷いて、あの夜の一部始終を話して聞かせた。

　独自に調査をし、翁おきなに出会ったこと。

　漢字を出されたが、読めなかったこと。

「どんな漢字を？」

「確か、百に日に紅って書いてありました」

「ああ、さるすべりだね」

「さるすべりって読むんだ！」

　朔也は、すげぇ、と拳こぶしを握り、痛む右腕に顔をしかめた。

「で、それから、右腕が痛いんだ？」

　と、和人は、朔也の右腕に目を向ける。

　朔也は薄手の長なが袖そでシャツを羽織っていた。

「……気付かれました？」

　朔也は、ばつが悪そうに苦笑する。

「まぁね、理由を言いたくないようだから、触れなかったけど」

「ねぇ、その右腕はどうなってるの？　ちょっと見せてくれない？」

　そう言う由里子に、朔也は渋々シャツをまくった。

　それを見るなり、由里子は「ひっ」と声を上げ、愛衣と和人は「えっ？」と首を傾げる。

「火傷やけどみたいに赤くなってるじゃない」

　由里子はそう言ったが、愛衣と和人の目には、なんの異常もない普通の腕だ。

「……これでもね、色は薄まってるし、痛みも引いてきているんだ」

　朔也はそう話しながら、袖を元に戻す。

「その翁は、毎度違う漢字を出しているわけだ」

　と、和人は、腕を組んだ。

「多分、そうかなと。和人さんは、漢字、得意なんですよね？」

　朔也は期待に満ちた目を向けた。

「まあまあ、かな」

「いやいや、百日紅さるすべりもすぐ読めるくらいだし、俺と一緒にまたパトロールに行ってくださいよ」

「それは構わないけど、ただ、僕の場合、その翁の姿すら見えない可能性があって」

　弱ったように眉まゆ尻じりを下げる和人に、皆は「ああ、そうか」と納得する。

「だけど、パトロールには同行するよ」

　すぐにそう言った和人に、朔也は顔を明るくさせた。

「私たちも一緒に行きますので、サポートしますよ」

　由里子がそう続けると、和人は「いや」と首を振る。

「女の子たちをそんな遅くに同行させて、危険な翁に会わせるわけにはいかないから、パトロールは僕と朔也君だけで行こうと思う」

　由里子と愛衣は「ええ」と残念そうな声を上げ、朔也は、ごめんねぇ、と頭に手を当てた。

「二人とも、そんなに露骨にがっかりしないでよ。和人さんの言う通り、女の子をそんな遅くに連れ出すわけにはいかないでしょう」

　嬉しさを隠しきれない朔也を前に、由里子は鼻息荒く腕を組んだ。

「でも、鞍くら馬まの山の時は一緒だったわ」

「……いえ、由里子さん、あの時は私たちが勝手に付いていっただけの話で、澪人さんは部屋で待機するよう言ってましたよ」

　愛衣は苦笑して、由里子の袖を引いた。

「そう言えばそうね」

　その時のことを思い出したようで、由里子は、はぁ、と息を吐き出す。

「ま、仕方ないわね。私は成人してるけど、愛衣さんは高校生だし、私たちは大人しく家で報告を待つとするわ」

「それじゃあ、俺と和人さんは、深夜に五ご条じよう大おお橋はし辺りで待ち合わせしますか？」

「その辺りが分かりやすいかな？　けど、そこまで南に下らなくても、団どん栗ぐり橋ばしの辺りでも良いかもね」

　耳慣れない橋の名前に、三人は目をぱちりとさせた。

「どんぐり橋？」

「そんな橋があるんすか？」

「可愛い名前……」

　口々に言う由里子、朔也、愛衣に、

「うん、あるんだよ。四し条じよう大おお橋はしより一つ南にある小さな橋なんだ」

　と、和人は笑って地図に人差し指を当てる。

「あ、ここの方が、現場は近いっすね」

「うん、周辺を回るなら、この辺りからで丁度いいかもしれない」

「待ち合わせは深夜零時でいいっすか？」

「大丈夫だけど、朔也君は今は伏ふし見みだよね？　どうやってここまで？」

「あ、スクーターがあるんで」

　そんな話をしていると、

「ほんなら、今夜はみんな、うちに泊まったらええ」

　廊下から吉乃の声が聞こえてきて、皆はびくんと肩を震わせた。

　戸惑う間もなく襖ふすまが開き、吉乃がお盆を手ににこやかに微笑んでいる。

「あっ、吉乃さんっ」

「さっきは騒いでしまってすみませんでした」

　慌ててぺこぺこと頭を下げる四人に、吉乃は愉たのしげに笑う。

「ええよ、あん時、店には弥生さんしかいいひんかったさかい」

　吉乃はその場に座って、ふふっ、と目を細めた。

「宗一と宗次朗が小さかった頃を思い出して、なんや、懐かしかったわ。やんちゃな宗次朗が大人しい宗一にしつこくからんで、よう喧けん嘩かしてたんやで」

「いやはや、俺たちときたら、随分大きくなっているのに、子どもみたいに騒いですみません」

「『俺たち』って……吉乃さん、ちなみに僕は、完全にその頃の宗一さんくらいにとばっちりでして」

「あっ、和人さん、いきなり裏切った」

「裏切りって、本当のことだよね？」

　そんな朔也と和人に、吉乃は口くち許もとを緩ませる。

「……宗次朗がいいひんようになって、小春も里帰りして、ほんまはこの夏は寂しいやろなて覚悟してたんやけど、あんたらのおかげでちいっとも寂しならんですんでるし、ほんま、おおきにやで。みんな優しい子たちやな」

　にこりと微笑んだ吉乃に、皆は気恥ずかしそうにする。

「私は人が集まったり、賑にぎやかなんが好きやねん。そやから、今夜祇園をパトロールするんやったら、わざわざ夜中によそで集まらんと、みんなでうちに泊まったらどうや？　なんなら愛衣ちゃんと由里子ちゃんも一緒に。ここで待機してたら、帰って来た時に、すぐ話聞けるやろ」

　吉乃は、生き生きとした様子で身を乗り出した。

　皆はなんとなく顔を見合わせ、

「それでは、遠慮なく」

「すみません、泊まらせていただきます」

「よろしくお願いします」

　そう言ったのは、朔也、由里子、和人であり、

「えっと、親に確認してからですが、多分大丈夫だと思うので、吉乃さんさえ良ければ、泊まらせていただけたらと思います」

　最後に愛衣が、遠慮がちに言った。
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　そうして、『ＯＧＭ』のメンバーはそれぞれ家族に確認を取り、吉乃の家に泊まる承諾を得た。

　メンバーは、一度帰宅して泊まり支度を整えて、再度『さくら庵』に集まった。

「夕食は吉乃さんの手を煩わせずに自分たちで作りましょう！」

　ということになり、愛衣と由里子と朔也、そして和人の四人は今、裏庭にカセットコンロとテーブルを出して、せっせと調理をしている。

　愛衣と由里子が、茄子なすにオクラ、玉ねぎやジャガイモを切っていき、朔也と和人がキャベツを千切りしたり、トマトやキュウリを切ったりとサラダの準備をしていた。

「夕方になって、暑さがマシになって良かった」

「本当ね。珍しく心地よい感じで、外でも作業できるし」

　愛衣と由里子は、材料に目を落としたまま頷き合う。

　とはいえ、庭では大きめのサーキュレーターが稼働し、皆に心地よい風を与えていた。

「それにしても、『家の中でカレーを作れない』って、さすが『和雑貨店』だよねぇ」

　朔也がカレーのルーの箱を手にしみじみとつぶやく。

『それじゃあ、カレーを作ります。吉乃さん、カレーは食べられますか？』

　と尋ねた時、吉乃は申し訳なさそうに眉尻を下げた。

『かんにん、カレーはめっちゃ好きなんやけど、店にカレーの匂いが充満するし、休みの前の日しか作れへんのや』

『ええ、そうなんですか？』

『宗次朗もカレーが好きで、食べたい時は裏庭で調理してたんやで』

　という情報を受けて、皆は裏庭でカレーを作り、縁側で食べようという話になった。

「店をやってると、匂いの強いものを作れないんですねぇ」

　愛衣は、しみじみと言いながら、玉ねぎやニンジンを切る。

「同じ理由で、家で焼肉もできないって言ってたわよね」

　由里子が、大変ね、と洩もらして、愛衣が切った材料を鍋なべに入れて、炒いため始めた。

「まぁ、店によっては気にしないところもあるんだろうけど、そこがプロの心意気なんだろうね」

　和人が、うんうん、と頷いた。

「由里子さん、そろそろ、水を入れましょうか」

　愛衣が鍋の状態を見ながら、ミネラルウォーターを手にそう言った時、

「水やなくて、麦茶を入れるとええで」

　吉乃が、麦茶の入ったポットを手に、縁側から裏庭に出てきた。

　麦茶？　と、皆が目を丸くする。

「えっ、それは、水の代わりに麦茶を入れてしまうということですか？」

　愛衣が確認するように尋ねる。

「そうや、宗次朗が言うてたんや。『カレーは烏ウー龍ロン茶ちやで作るとコクが出て美味うまい』て。そやけど、烏龍茶はなんやもったいないし、麦茶で作ってみたら美味おいしかったんやで」

　皆は半信半疑という様子ながらも、「まぁ、宗次朗さんが言ってたことなら」と、水を入れずに、分量分の麦茶を入れる。

「あ、でも、悪くない気がするわ」

「マジで？」

　そのまま鍋で煮込んで、ルーを入れる。

　そうして、カレーが出来上がり、炊き立てのご飯の上にかけて、皆は縁側に並んで座った。

　夕暮れ空の下、風鈴がちりんと音を立てる中、揃って「いただきます」と手を合わせる。

　自分たちで作った麦茶カレーを一口食べて、たまらない、と目を細めた。

「うそ、本当に美味しい！　コクがある」

　吉乃は、そやろ、と誇らしげに胸を張り、その横で和人がぷっと笑った。

「吉乃さん、ものすごいドヤ顔」

「めちゃくちゃ美味しいけど、これが麦茶の効果なのか、みんなで外で作って縁側で食べている心理状態からくるのか、ちょっと分からないよね」

　そう続けた朔也に、皆は「たしかに」と笑った。

「そら、両方やろ。夏野菜とカレーが揃って美味しくなるのと一緒や」

　吉乃はスプーンでカレーが絡んだオクラとご飯をすくって食べて、ふふっ、と笑う。

「カレーなんて久々やな。ほんまに美味しい」

「夏はカレーとは、よく言ったものですよね」

　愛衣も笑顔で頷く。

　カレーを食べ終えたあとは、吉乃が冷えたスイカを縁側に持ってきて、皆で「スイカだ、スイカだ」と歓喜しながら、頰張る。

　ちりん、と鳴る風鈴。

　藍あい色いろに溶けていくような夕焼け空を眺め、「夏っていいね」と微笑み合った。
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　その後は、皆で後片付けをし、順番にお風ふ呂ろに入って、布団の準備をすることになった。

「こっちを、朔也君と和人ちゃんが使ってや。ほんでこっちの部屋が、愛衣ちゃんと由里子ちゃんやで」

　と、吉乃が、部屋を割り振る。

　かつて澪人が使っていた部屋に、朔也と和人。

　以前、杏奈が泊まったことがある空き部屋を、愛衣と由里子が使うことになった。

　朔也は、「はーい」と部屋に入るなり、すぐに押し入れから布団を出して、ふんふん、と機嫌良く鼻歌を歌う。

「朔也君、嬉しそうだね」

　和人は丁寧に布団を敷きながら、愉たのしげに目を細めた。

「なんだか合宿みたいじゃないっすか」

「本当だね」

「それに、賀茂くんが使っていた部屋に泊まれるなんて嬉しくて。もしかして、この布団も賀茂くんが使っていたのかな」

　朔也は布団に飛び込むようにして、「賀茂くん、賀茂くん」と、わざとらしく敷布団に頰擦りをした。

「……ちょっと朔也君、うちの弟が穢けがされてるような気持ちになるから、やめてくれないかな？」

　それまでにこやかに微笑んでいた和人が、いきなり真顔になって肩をつかんだため、朔也はビクッとしながら、「は、はい」と体を起こす。

「それに、布団に横になってたら寝てしまうよ？　夜中にパトロールに行かなきゃいけないのに。仮眠とるっていうなら起こすけど」

「いえ、せっかくなので、起きてたいです」

　居間の方から、由里子と愛衣の声が聞こえてきた。

「由里子さんと愛衣ちゃんも布団の準備が終わって、居間に戻っているみたいだし、行きましょうか」

「うん」

　朔也と和人も部屋を出て、居間へと向かう。

　開け放たれた襖ふすまから、明るい光が廊下に差し込んでいる。

　居間に入ると、吉乃と由里子と愛衣が、ドミノを手に笑い合っていた。

「え、もしかして、ドミノ倒ししてるの？」

　ぽかんとする朔也に、吉乃は眉まゆ根ねを寄せた。

「『ドミノ倒し』ちゃう、『ドミノ』や。ドミノは、駒を並べて倒す方が知られてるけど、ほんまはゲームなんやで」

「えっ、そうなんですか？」

　目を丸くする朔也に、愛衣が小さく笑った。

「私もドミノといえば、ドミノ倒ししか知らなかったの」

「だよね」

「ほんなら、遊び方教えてあげるし、四人でできるから座り」

　吉乃は嬉き々きとして、ちゃぶ台の前についた。

　そうして、『ＯＧＭ』のメンバーは吉乃と共に、深夜になるまで、ドミノやトランプをして楽しんだ。

　居間の時計が午前零時を過ぎたことを確認した朔也と和人は、

「それじゃあ、そろそろ行こうか」

　と立ち上がる。

「気を付けるんやで」

　吉乃は、朔也の腕にポンッと触れて、眉根を寄せた。

「……朔也君、あんた、なんや、腕にもろてへん？」

　顔色を変えた吉乃に、朔也は慌てて腕を引っ込める。

「あー、いやいや、それは帰って来た時にまた」

「また、ってなんやねん」

「和人さん、行きましょう。それじゃあ、みんな、健闘を祈ってて」

　朔也は早口で言って、和人を連れて逃げるように居間を出て行った。
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　朔也と和人がいなくなった後、吉乃は、朔也の腕に触れた自分の手を見詰めながら、しばし黙り込み、難しい表情を見せている。

「あの、吉乃さん、朔也の腕は、ひどい状態なんでしょうか？」

　由里子は心配そうに尋ねる。

「……それ自体はたいしたことあらへん。強い怒りや呪いともちゃう。もうすぐ消えるやろ」

「呪いや怒りじゃないなら、なんなんでしょうか？」

　と、愛衣は息を吞のむ。

「感じたのは、『落胆』や」

「落胆？」

　そう言った吉乃に、由里子と愛衣は安あん堵どの表情を浮かべた。

「そやけど、心配なんは、誰にもろたかや。あれが妖あやかしや霊の類たぐいやったら、まだええねん。そやけど、ちゃうねん。あれは、おそらく『障り』やな」

　吉乃は低い声で、そうつぶやいた。

「『障り』……って」

　由里子と愛衣は、顔を見合わせた。





八






「今さらですけど、和人さんって、賀茂くんのこと好きすぎじゃないですか？」

　六波羅蜜寺方面へ向かって歩きながら、朔也がぽつりと尋ねると、和人は悪びれもせずに頷うなずいた。

「うん、好きすぎだよ」

「そんな賀茂くんに彼女ができるって、嫌じゃないんすか？」

　自分や愛衣の身に起こっていること──愛する者にパートナーができそうで面白くない現実を思い浮かべながら尋ねると、和人は小首を傾げた。

「それは別に……むしろ、幸せそうな姿を見るのが嬉しいし」

「偉いっすねぇ」

　朔也は、はーっ、と息を吐く。

「偉いとか、そういうことと違うと思うんだ」

「賀茂くんへの溺でき愛あいは、ずっと昔から？」

「うーん、昔から可愛く思っていたけど、最近さらに強くなって」

「えっ、今の溺愛っぷりは、最近なんすか？」

　朔也は驚いて、ぱちりと目を開いた。

「うん。ずっと可愛い弟ではあったんだけど、近寄りがたくも感じていてね。ちょっと人間離れしたところがあったし、自分の周りにバリケードを張っていたからね」

「バリケードかぁ」

　想像つきます、と朔也は頷く。

「それが、小春さんに恋したことで、あの人間離れした氷のようだった弟が、みるみる変わっていってね。それがもう、可愛くて可愛くて……頭をわしわし撫なでまわしたい気分になるんだ。なんていうんだろう、黒くろ豹ひようだと思っていたけれど、じつは着ぐるみを着ていて、中に可愛い子猫がいた感じというか」

　和人はほんのり頰を赤らめながら、胸に手を当てる。

　朔也は、黒い子猫と澪人の姿を重ね合わせて、首を捻ひねる。

「賀茂くん、黒豹のままかと思いますけど」

「それが、違ったんだよ」

　へぇ、と朔也は頷き、足を止めた。

　以前と同じように奇妙な感覚を覚えたからだ。

　今度は、六波羅蜜寺よりも、場所が少し離れている。

「和人さん、この雰囲気は出て来ると思います。俺、素早く漢字を書くので、読み方を教えてください」

　朔也は、すぐにポケットの中に入れていたメモ帳とペンを取り出した。

「分かった」

　靄もやが広がっていく。

　ひやりと気温が下がり、以前のように翁おきなが出てきた。

　その瞬間、朔也の腕が焼けるように痛み、顔をしかめる。

「出ましたが、見えますか？」

「ううん、何も見えないし、感じないけど」

「……ある意味羨うらやましいっす」

「でもしいて言えば、ちょっと気温が下がった感じがして、寒気がするのと、あと、墓場みたいな土っぽい匂いがするような……」

「あ、そういうことは感じられるんすね」

　朔也は少し感心して、翁に目を向けた。

　翁は、ゆっくりとこちらを向く。

〝すみませんが、そこのお方。これを読めますか？〟

　翁が懐から紙を出した瞬間、朔也は素早くメモに書いた。

『赤啄木鳥』

　その字を見た和人は、すぐに「アカゲラ」と答える。

　すると、翁は〝おお〟と嬉うれしそうに和人の方を向いた。

〝それでは、これを読めますか？〟

　と、新たな紙を出した。

『孑孑』

　素早く書いた朔也に、和人は、「子？　いや、孑けつか」と洩もらし、「ぼうふら」と答えた。

　翁は〝おおお〟と目を輝かせて、もう一歩近付いた。

　得体の知れない気にあてられ、朔也の腕は燃えるように痛み、顔を歪ゆがませた。

〝それでは、これはどうか〟

　翁が『無悪善』という紙を出す。

「ッ！」

　朔也は、腕を押さえてぎゅっと目を瞑つぶったまま、蹲うずくまる。

　何も見えず、聞こえない和人には、何が起こっているか分からない。

「朔也君、大丈夫？」

　だが、今がとても良くない状態であることだけは分かったようで、焦ったような声で朔也に問いかけた。

〝どうした、答えられぬか？〟

　少し悲しげな声に、朔也は苦痛の表情を浮かべながらも、震えるように顔を上げて漢字を確認した。

「か、和人さん、無に悪に善と書かれています」

「えっ……」

　その瞬間、和人のポケットの中のスマホが、キララン、と音を立てた。

「鳴ったじゃないか、さすがのタイミング」

　和人はすぐにスマホを取り出して、画面を翁の方に向ける。




『──悪さが無くば、善よかりなまし』




　そう答えたのは、画面の向こうの澪人だった。

「賀茂くんっ！」

　朔也は、大きく目を見開く。

『間に合おうて良かった』

　翁は、ほおおお、と体を震わせた。

〝それでは、これはどうか〟

『子子子子子子子子子子子子』

　その文字に、澪人は、ふっと目を細める。

『ねこのここねこ、ししのここじし』

　翁は、はらりと紙を落として、

〝見付けた。篁たかむら、ここにいた〟

　涙を流しながら、歩み寄る。

『残念ながら、僕は小お野のの篁とちゃいます。彼は、大昔に亡くならはりました』

〝篁が……亡くなった〟

　翁は、ぴたりと足を止めた。

『はい、篁の時代から、千年の時を経ております』

〝──千年も、そんなにも時が……〟

『僕は、篁のような高名な存在とちゃいますが、賀茂家縁ゆかりの陰おん陽みよう師じです。もしかしたら、あなたの力になれるかもしれません。あなたは、篁に何か頼みたいことがあったのではないでしょうか？』

　そう問うた澪人に、翁は力なく笑った。

〝わたしは、どうも長い長い眠りについていたようだ。気が付くと、町の様子が変わっている。篁ならば、わたしの力になってくれるだろうと探しておりました〟

『それで、篁ならば答えられるであろう問題を……』

〝あまりに長い時が経ち、わたしも篁の顔を忘れてしまいました。探しても、分からない。それどころか、今は誰もわたしを見ることができない。見ることができても、答えられない。悲しい気持ちばかりが募っていました〟

　翁は、力なく笑う。

『……そうでしたか』

〝千年も時が経ってしまったのであれば、「冥めい土ど通いの井戸」も、なくなってしまったのだろうか？〟

『いいえ、今もあります。篁の「黄泉よみがえりの井戸」は、ここからそう遠くはありません。六ろく道どう珍ちん皇のう寺じの中に……、そこにいる彼らが案内してくれるでしょう』

　そう答えた澪人に、それまで黒ずんだオーラを纏まとっていた翁が少しずつ明るく、光り輝いていく。

　急に変わった雰囲気に、朔也が驚いて顔を上げると、

〝少年や、八つ当たりをしてすまなかった〟

　翁は、そっと朔也の腕に手をかざした。

　それまで、じんじんと脈打っていた腕の痛みが、噓のように引けている。

「い、いえ。自分が責任もって、六道珍皇寺まで案内いたします」

　それまで蹲っていた朔也は、すっくと立ち上がり、一礼をした。

〝いやいや、それは結構。場所は知っている。あの中にありましたか。ありがとう、若き陰陽師たち〟

　翁はそう言って、ふわり、と姿を消した。

　異世界のようだった通りが、元の雰囲気に戻り、朔也は緊張から解き放たれたように、はーっ、と息を吐き出した。

『朔也君、おおきに』

「賀茂くん、さっきのおじいさんは一体何者？」

　朔也は、和人が手にしているスマホ画面に顔を近付けて尋ねる。

『顔、近いし。……今のお方は、おそらくやけど、結界の復活で地の奥から蘇よみがえった神の一柱やね。様変わりした京の町に戸惑われて、悲しみを纏っていたんや』

「そうなんだ、僕は最初から最後まで何も見えなかったなぁ……」

　と和人が残念そうに洩らす。

「小野篁って、あの安倍晴明に並ぶ有名な陰陽師だよね？」

　朔也は、気を取り直した様子で、尋ねた。

『そうや。平安初期の武芸にも秀でた官僚で、閻えん魔ま王おう宮の役人ともいわれていたお人やね。昼は朝廷に出仕し、夜は『冥土通いの井戸』を使って冥土に行って、閻魔庁につとめていたという逸話が残されているんや』

　澪人の言葉に、朔也は、そういうことか、と相あい槌づちをうつ。

「それで、小野篁は漢字も得意だったってわけ？」

　すると和人は、「あれ、朔也君、知らない？」と首を傾げた。

「なんですか？」

「小野篁と嵯さ峨が天皇の話。親しん戚せきが集まると、そんな話を聞かされなかった？　正月になると必ず耳にする話のひとつというか」

　そう続けた和人に、朔也はさらに首を傾げる。

「え、何それ。そんな正月あるある昔話なの？」

『兄さん、うちは特殊なんや』

　窘たしなめるように言って、澪人は、小野篁と嵯峨天皇の話を始めた。




　それは、嵯峨天皇の時代。

　内裏に『無悪善』と書いた立て札が立てられた。

　その意味が分からなかった、嵯峨天皇は、篁に読み方を尋ねたところ、

『悪さが無くば、善よかりなまし』

　それはすなわち、『嵯峨天皇がいなければ良いのに』という意味であると伝えた。

　嵯峨天皇は、『そんなことが読めるお前が犯人に違いない』と篁を疑い、激怒した。

　だが、篁は、『自分は何でも読めるのです』と答えたため、それならば、これは読めるか、と『子子子子子子子子子子子子』と、『子』を十二個連ねたものを見せる。

　篁はたちどころに、「ねこのここねこ、ししのここじし」と読んだため、嵯峨天皇の疑いが晴れた──という、そんな逸話だ。




「はぁ、それで、あのおじいさんは、難解な漢字を出してきたわけだ」

　朔也は納得して、うんうん、と頷うなずく。

「それにしても、結界の復活で、眠っていた神様が出て来るなんてねぇ」

　和人は苦笑して、腰に手を当てた。

『ほんまやね。エネルギーの変動いうんは、色んなことが起こるさかい』

　にこやかに言った澪人に、朔也は肩をすくめる。

「あー、結局……結局賀茂くんに助けられたよね。せっかく、賀茂くんたちがいなくてもやれるってとこ見せられるチャンスだったのになぁ」

『そないなことあらへん。それに、僕らはチームやろ』

　その言葉に、朔也は気を良くして微笑んだ。

「にしてもさ、澪人専用着信音が、ここで役立つとは思わなかったよ」

　和人はスマホ画面を自分に向けて、ふふっ、と笑う。

『ついに、キラランって鳴らしてしもたんやね』

　澪人も愉たのしげに目を細めた。

「で、どうして俺たちのピンチが？」

　と、朔也は和人を押すようにして、画面を覗のぞいた。

『さっき、吉乃さんから連絡が来たんや』

「吉乃さんから？」

『そうや。朔也君が障りに遭おうてるようやって。えらい心配したはったんやで。妖あやかしや霊を滅するならともかく、うっかり神に仇あだをなしたら、大変なことや。どないしようって』

　澪人の言葉に、特別な力はないが、知識はある和人は、「ああ」と頷く。

「たしかに、神を攻撃したら、大変なことになってたよね」

「俺ならやりかねなかったかも。腕さえ痛くなかったら、吹き飛ばしてやるのにって思ってたくらいだし」

　朔也は、怖い怖い、と自分を抱き締める。

『陰陽師にとって、しっかり相手を見極めることは、何より大事やで』

　少し強い口調で言った澪人に、朔也は「はい」と肩を落とした。

『ほんでも、さっきの神様は、あのまま放っておいたら、負のエネルギーを溜ためこんでしもてたやろ。もしかしたら、祟たたり神にまでなってた可能性もあるし、それを未然に防げたんや。ほんまに、お手柄やね』

「賀茂くん……」

　朔也は感激したように目を潤ませる。

『お疲れ様、早はよ帰って、吉乃さんたちに元気な顔を見せるんやで』

　そう続けた澪人に、

「はーい」

　と二人は子どものように声を上げた。

「それじゃあ、澪人、本当にありがとう」

　和人が通話を切ろうとした時、

「ちょっと待って」

　と、朔也が身を乗り出した。

『なんやろ？』

「ところで賀茂くん。こんな夜遅いけど、隣にコハちゃんいたりしないよね？　画面に映ってないだけで、膝ひざに寝ていてさ、まるで子猫の頭を撫なでるようにコハちゃんの頭を撫でていたりしないよね？」

　朔也が、いたずらっぽく笑って尋ねると、

『そら、ナイショや』

　澪人は、ふふっ、と意味深に笑って通話を切った。

「え、ナイショって……」

　朔也と和人は顔を見合わせ、うぎゃあ、と声を上げる。

　再び、澪人に電話をかけるも、その夜は、そのままつながることはなかった。








第三章　空を泳ぐ蛇と東京星図。













一






　小春が、東京の実家に戻った日の夜。

　母は、家族三人では食べきれないようなご馳ち走そうをテーブルいっぱいに並べて、歓迎してくれた。

　再三、『たまには帰ってくるように』と言っていただけあり、両親共に小春の帰りが嬉うれしくてたまらないという様子を見せている。

　だが、その一方で、突然、東京に帰ると言い出した小春に、『急にどうしたのだろう？』という心配も抱いていたようで、

『向こうで何かあったの？』

『母さんとどうかしたのか？』

　テーブルの上のご馳走に手を付けず、矢継ぎ早に尋ねる。

　そんな両親を前に、小春は圧倒された。

『ううん、何かあったわけじゃなくて、いや、本当はあったんだけど……』

　そう言った小春に、両親は『えっ』と前のめりになる。

『実は、宗次朗さんがお世話になった浅草の師匠がね……』

　小春は気け圧おされながら、事情を説明した。

　宗次朗が、東京に戻ることになったこと。

　寂しがっている自分に、吉乃が帰るよう促してくれたこと……。

　一連の事情を聞き終えて、母は『そう』と、特別なトラブルがなかったことに少しホッとした様子で相あい槌づちをうつ。

『私たちは、あなたが帰って来てくれて嬉しいけど、でも、そんな時こそ、あなたがお祖母ばあちゃんの側にいてあげた方がいいような気もするけど』

　母は少し言い難にくそうに言い、頰に手を当てた。

　すると父が、大きく息を吐き出す。

『まあ、お袋の周りには昔から人がたくさんいるんだ。夏の間くらい心配ないだろ。それに、お袋が言ったように来年は受験だし、良かったんじゃないか』

　父の言葉に、母は表情を緩ませた。

『そうね、それなら良かった。小春、あらためて、お帰りなさい。ゆっくりするのよ』

『ちゃんと勉強するんだぞ』

　二言目には、『勉強』と言う父の相変わらずな様子に小春は、苦笑する。

『うん、分かってる。こっちは京都より暑さはマシだし、捗はかどりそう』

　そうして、なごやかに再会の夜を過ごした。

　実家に帰って来て、親子水入らず……と言っても、両親と過ごせるのは一日の内の僅わずかな時間だけだ。

　両親は共働きであり、翌日からいつものように朝早くに家を出る。

　二人の帰りは、いつも夜七時半頃だろうか。

　ここにいるうちは、少しでも親孝行したいと、小春が夕食を作ることにした。





二






「──どうしよう、暇かも」

　小春は午前中の勉強を終えて、ため息をついた。

　東京に来て、数日。

　京都にいた時は、店の手伝いをしたり、チームの活動をしたりと、一日がアッという間だったが、今は時間がとてつもなく長く感じていた。

　思えば、一緒に遊べる友達もいないのだ。

　勉強が捗るから良いのかもしれないけれど、ある程度やると気が進まなくなる。

　闇雲に勉強ばかりしていても、身にならないこともあるし、適度に息抜きもしたい。

　小春は立ち上がり、体を伸ばした。

「とりあえず、気分転換に外に出て、占星術の勉強でもしようかな」

　小春は、京都から持ってきた占星術の本をバッグに入れて、いそいそと出掛ける支度をした。

「どこに行こうかな、図書館でも……」

　いや、夏休みはなかなか混んでいる、と小春は首を振る。

　どうせなら冷たいものを飲みながら勉強したいと、小春は駅近くのカフェに向かうことにした。





三






「そういえば、小腹もすいたな」

　駅の近くまで来て、時間を確認すると、正午になるところだった。

　お昼は何を食べようか、と考えていると、急に全身がぞくりと冷える。




　──頭上に、何かがある。




　そう感じた小春は、弾はじかれたように顔を上げた。

「っ！」

　空に、巨大な蛇が泳いでいる姿が見えた。

　以前、龍りゆうとなった若宮が空へと昇っていく姿を見たことがあるが、今見ているそれは、似て非なるものだ。

　色は、曇り空のような灰色で、体をうねらせながら、空を泳ぐように渡っている。

　禍まが々まがしさを感じさせるものの、エネルギー自体はさほど強いものではない。

　その蛇は、やがて空気に溶けるように消えてなくなり、それと同時に嫌な雰囲気がこの地を包んだ。

「この感じ……」

　それは先日、浅草で感じたもの──とても良い薫りの中にいたというのに、悪臭をキャッチしてしまった感覚と、よく似ていた。

　小春は神妙な面持ちで、天を仰ぐ。

　──空を泳ぐ蛇。

　あれは、なんなのだろう？

　しばし空を眺めていたが、暑さが戻ってきて、もう嫌な気配も感じなくなったので、小春は小さく息をついて、カフェに入った。

　カウンターでオーダーしたマフィンとアイスカフェオレを受け取って、小春は席に着く。

　ストローを咥くわえてアイスカフェオレをすすり、その冷たさに生き返る心地になりながら、おしぼりで手を拭ふいて、マフィンを口に運ぶ。

　先ほどまでお腹がすいていたはずなのに、空を泳ぐ蛇の姿を目の当たりにし、食欲が失うせていた。

　蛇は元々苦手なのだ。

　若宮のおかげで随分とマシになったのだが、それでも蛇の姿は得意ではない。

　だが、そんな蛇に姿を変えていた若宮も、空を昇る時は、蛇ではなく龍の姿になっていたのだ。

「……そうだよ」

　と、口をついて出た。

　それは、とても単純な疑問だった。

　どうして、蛇の姿のまま、空を飛んでいるのだろう？

　あの蛇は、精霊なのだろうか？

　それとも、想念なのだろうか？

　しばし考え込み、

「あ、澪人さんに報告しておこう」

　小春はスマホを取り出して、画面に指を滑らせた。

　空を泳ぐ蛇を目撃したことと、それがどんなものだったのかを報告する。

　見たこと感じたことを、なるべく細かく伝えて、スマホをテーブルの上に置いた。

「あ、蛇が消えたあとに感じたことも伝えた方が良かったかな……？」

　メッセージを送信した後、小春はスマホに目を落としながら、小声でつぶやく。

　蛇が消えたあとに残った、あの嫌な空気。

　それはまるで、あの蛇が空気に溶けて汚染物質になっているかのようだった。

　浅草にいた時に感じたものと、よく似ている。

「…………」

　とすると、もしかしてあの時も空に蛇がいて、消えたあとだったのだろうか？

　思えば、あの日も昼時だった。

「もしかして、毎日お昼時に発生してる？」

　マフィンを食べ終えた小春はおしぼりで指先を拭ぬぐいながら、小首を傾げる。

　──いや、昨日も一昨日おとといも昼時に、コンビニに行くのに外へ出たけれど、何も感じなかった。

　小春は皿を端に避よけて、手帳を開く。

　そこには、月の満ち欠けも記されている。

「今日は、下弦の月……。それじゃあ、前回の浅草の時の月はどうなんだろう？」

　と、手帳をめくり、眉まゆ根ねを寄せた。

「満月」

　前回が満月、今回が下弦の月。

　だとしたら、次は……。

　小春は手帳に人差し指を当てて、六日後で止めた。

「──新月」

　ごくり、と小春の喉のどが鳴る。

　あの蛇が、波動の低下が引き起こした自然現象なのか、人為的なものなのかは分からない。

　だが、月のエネルギーが強い正午に発生していることは分かった。

　やはり、何者かの仕業なのだろうか？

　悶もん々もんと考え込んで、小春は首を振り、気分を変えようと占星術の本を開いた。

　久々に最初からしっかり読もうと、『はじめに』のページに目を向ける。

　すると、こんな文言が目に入った。

『占星術とは、人の人生だけではなく、国や都市の命運も占えるものなのです』

　うん、と小春は頷うなずく。

　かつて陰おん陽よう寮りようの陰おん陽みよう師じたちは、星の動きを観て、京の町を護まもったそうだ。

　いや、かつてではない。

　公となっていないだけで、今も陰陽師たちはこの国を護るべく奮闘している。

「やっぱり、陰陽師の組織にもエリート占星術師はいるのかな？」

　いるならば会ってみたいと思いながら、本を読み進めていると、小春のスマホが鳴動した。

　澪人からの返信だ。

『小春ちゃん、報告おおきに。僕らもその気持ちの悪い波動をキャッチして、話し合おうてたとこや。室内にいたから蛇の姿は確認できひんかって、貴重な目撃情報をほんまにおおきに』

「澪人さんも、感じたんだ」

　彼はおそらく皇居近くにいるはずで、品しな川がわからは距離がある。

　あの蛇自体には、それほどのエネルギーを感じなかった。

　だというのに、そんなに広範囲で、あの蛇の波動を感じたなんて……。

　いくら、優秀な陰陽師が集まっていたとしても、と小春は少し驚いた。

　そんな広い範囲にわたりながらも、受けた印象は『嫌な感じ』程度のもの。

　それも、不思議な気がした。

『あれは、どういうものなんでしょう？』

　と、小春は尋ねた。

『僕らの間では、「何者かが、良からぬ波動を定期的に流してるんちゃうか」て話していたとこや』

　その返信を目にし、小春は返事を入力した。

『それは、妖あやかしの類たぐいでしょうか、それとも人の仕業でしょうか？』

『その答えは、まだ出てへん。けど、自然現象とはちゃうと思う』

　小春は再び、すぐに返事を打ち込む。

『そうだ。その後、分かったんですが、浅草寺に行った日が「満月」で、今日が「下弦の月」なんです』

『ほんなら、次は、新月やろか』

　澪人がすぐに分かってくれたことが嬉うれしく、小春は画面に目を落としながら、うんうん、と頷うなずく。

『小春ちゃんの話をまとめると、月のエネルギーの強い正午に良からぬ波動──蛇を意図的に発生させてるわけや。そういうやり方は、人外やなくて人の仕業……人為的なものとちゃうかて思いました』

　どきん、と心臓が嫌な音を立てた。

　自然現象でも妖の類でもなく、誰かがあえてやっていること。

　少しずつ良からぬ波動を流して、東京の波動を徐々に落としていく。

　だけど、そんなことができるものなのだろうか？

『そやけど、どうやって……』

　澪人も同じことを考えたようで、そのメッセージの後、しばし返事がこなかった。

　もしかしたら用事ができたのだろうか、と小春がスマホから目を離した時、

『小春ちゃんは、今何をしてるん？』

　急にそんなことを尋ねられて、小春は戸惑った。

「え、ええと、何してるって……」

　と、つぶやいて、返事を打ち込む。

『学校の勉強も疲れたので、カフェで占星術の本を読んでました』

『勉強熱心やね』

『息抜きです。思えば陰陽師って星も詠んでいたんですよね？』

『そやね、天てん文もん博士はかせや暦れき博士はかせもいたし』

『今も本部には、すごい占星術師がいるんですか？』

　もし、そういう人がいるのだったら会ってみたいな、という気持ちを込めて返信すると、すぐにメッセージが返ってきた。

『同じ建物にいはるよ。小春ちゃん、会おうてみる？』

　小春は思わず前のめりになった。

『はい、ぜひ』

『お手数やけど、本部まで来てもろてええ？　地図送るし』

『はい、大丈夫です』

『ほんなら、建物前についたら連絡して』

『はい』

　小春は飲みかけのアイスカフェオレを一気にストローで飲み干して、店を出る準備をした。





四






　関東の陰陽師が集まる本部とは、どんなところなのだろう？

　好奇心に胸を弾ませながら、小春は地下鉄大おお手て町まち駅を出た。

「五分も歩かない場所にあるんだ」

　小春は、澪人が送ってくれた住所を確認しながら、建物を見回す。

　見たところビルしか見当たらない、とキョロキョロするも、本部はそのビル群の中にあった。

　本部自体も、外観は近代的なオフィスビルで、細長くひょろりとした印象だ。

　一部ガラス張りで、白い壁が美しく、ファッションビルのようにも見える。

「これが、陰陽師が招集される本部なんだ……」

　ロビーに入るとそこは、受付カウンターがあり、その向こうに入場ゲートがある、ごく普通の企業ビルだった。

　小春は心から「意外……」と洩もらす。

　澪人にメッセージを送ろうと、あらためてスマホを手にしたその時、

「小春ちゃん」

　ゲートの向こうから、澪人が姿を現わした。

「澪人さん」

　彼は水干姿という出いで立ちだった。

　その姿を見て、この建物まで直接来てほしいと言ったわけが分かった気がした。

「ほんまは駅まで迎えに行きたかったんやけど、かんにん」

「いえ、その格好で駅までは目立ちすぎますよね」

　小春は、ふふっ、と笑う。

「そうやねん。あ、こっちや」

　澪人は優しく小春を誘導して、ゲートを通る。

「ここが本部なんて、意外でした」

「あんまり悪目立ちするのも好ましくなくて、普通のビルて話や」

「そういうことなんですか。関西本部とは、まったく違うんですね」

　小春は、まだ入ったことはないが、関西本部の外観を見たことがある。

　まるで高級料亭のような佇たたずまいだった。

　小春は澪人と共に、エレベータに乗り込んだ。

「ここは、皇居の安全を見守る櫓やぐらの役割なんやて。そやけど、あんまり高すぎるとこから見下ろすのは失礼やて、十階にしてるて話や」

「あ、道理で『細長い』と思いました。櫓なんですね」

　澪人は、すぐに十階のボタンを押す。

「ほんで、最上階が、宿舎なんや」

　澪人は今、このビルで生活をしているようだ。

　へぇ、と相あい槌づちをうっていると、チンッと歯切れの良い音がして、エレベータの扉が開く。

「宿舎言うても、ホテルみたいなんやけど」

　澪人の言葉通り、エレベータを出ると、そこはオフィスビルというよりもホテルのような雰囲気だ。

　廊下には絨じゆう毯たんが敷かれ、雰囲気のある照明や絵画が飾られている。

　澪人は通路の突き当たりまで行って、カードキーで開錠し、扉を開ける。

　キングサイズのベッドに、デスク、ソファーにテーブルと、まさにホテルの一室のようだ。

　小春は、わぁ、と部屋を見回して、窓際に立つ。

　皇居を見下ろすことができる。

　大都会の中心に、森がある様子が、とても不思議な気がした。

「皇居を見下ろすのは、失礼なんですか？」

「そういう意見も多いのは、たしかやね。文字通り主上おかみを『見下ろす』かたちになるし。そやけど、ここは見張り塔やて大義名分を立てているて話や。ただ、関西本部では、この関東本部に思うところがあるみたいやけど」

「色々大変そうですね……」

　小春は、はぁ、と洩らす。

「星詠みの方もすぐに来てくれはるて話やし、ソファーに座って休んでや」

　澪人は、すぐにお茶の用意を始めた。

「あ、私がやりますよ」

「ええよ、お茶くらい僕が淹いれますし」

　澪人がそう言ったことで、小春は頷いてソファーに腰を下ろした。

　テーブルを挟んで、二人掛けソファーが二脚あり、ちょっとした応接コーナーになっていた。

「ほんなら、僕も失礼します」

　澪人はお茶と茶菓子をテーブルの上に置いて、小春の隣に座った。

「っ！」

　てっきり正面に座ると思っていたため、小春は一瞬、驚いた。

　だが、『そういえば、星詠みの人が来るんだ』と思い直す。

　すぐ隣にいる澪人に、少し緊張を覚えながら、茶菓子に目を落とす。

　皿の上には、一口サイズの最も中なかが載っていた。

「この最中、宗次朗さんとこの新作やって。この前、風ふう林りん堂どうで買こうて来たんや」

　宗次朗が身を寄せる浅草の和菓子店の名は、『風林堂』という。

　小春は最中を手に取って、へぇ、と洩らした。

「それじゃあ、これは風林堂のお師匠さんではなくて、宗次朗さんが作った最中なんですか？」

「そやねん」

「宗次朗さんの新作が東京でも食べられるなんて、楽しみです」

　いただきます、と小春は最中を手に取り、口に運ぶ。

　サクッという感触の中に、冷たい生クリームと餡あんの甘さが広がり、小春は「んん」と唸うなって口に手を当てた。

「お、美味おいしいです」

「ほんまやね。ひんやりしてて」

　澪人も最中を食べながら、嬉うれしそうに目を細める。

「最中が小さめなのも嬉しい。宗次朗さんの和菓子って、こうして一口で食べられるのが多いのも魅力ですよね」

「ほんまや。ほんで、つい、ぱくぱくいってしまうし」

「ミニあゆもつい、食べてしまいますもんね」

　二人で笑い合っていると、澪人のスマホが鳴動した。

『呼び出しがあり、小一時間ほど遅れます』

　そんなメッセージに、澪人は「ああ」と洩らした。

「星詠みの審神者さにわ、少し遅れるそうや。小春ちゃん、時間は大丈夫？」

「まだ、全然大丈夫です」

　と、小春は時計に目を向ける。

　針は、午後一時半を指していた。

　星詠みの審神者が一時間後に来たとしても、時間に余裕はある。

「小春ちゃんが見た蛇やけど」

　澪人の言葉に、小春は壁から目を離して、振り返った。

「どんな感じやったんやろ。あらためて聞かせてくれへん？」

　小春は、そうですね、と眉まゆ根ねを寄せる。

「……空に浮かぶ蛇を見たら、龍りゆうと間違えても良いようなものなんですが、一目で龍とはまるで違う、禍まが々まがしいものだと感じました。ぬるりとしていて色はグレー。嫌悪感を覚えましたが、エネルギー自体はそんなに感じませんでした。そして、その蛇はすぐに空気に溶けて消えてしまいまして、姿が見えなくなった後に、浅草でも感じたような、波動の変化をキャッチしました」

　小春の報告に、澪人は、腕を組んで相槌をうつ。

「ほんまに奇妙やね。そもそも、『海千山千』て言葉があって、海で千年、山で千年過ごした蛇は龍になる。ほんで、ようやく蛇は空を渡れるんや。そやけど、蛇のまんま、空を渡ってるのが、どうにも奇妙で禍々しいゆうか……」

　澪人は眉み間けんに皺しわを寄せて、黙り込む。

　その言葉を聞いて、自分が感じた奇妙さが腑ふに落ちた気がした。

『蛇のまま、空を飛んでいる』

　そのことに、強い違和感を覚えたのだ。

　そのままでは、飛べるはずもないものが飛んでいる。

「あの……関東の審神者たちが、澪人さんを呼んだ、『少しずつ波動が低くなっている』というのは、やはり、あの蛇が原因なんでしょうか？」

「おそらく、そうやね」

「どうして、関東の審神者たちは気付かなかったんでしょう？」

「毎日、蛇が飛んでるんやったら、すぐに原因も突き止められるんやろうけど、満月、下弦の月て間隔を空けていること、ほんで小春ちゃんが言うたようにエネルギー自体はそない強くないから、突き止められずにいたんやろ」

　そういうことですか、と小春は頷うなずく。

「そやけど、エネルギーが強くない割に、その『嫌な雰囲気』はえらい広範囲でキャッチしてるし、それも奇妙やねん」

　と、澪人は腕を組んだ。

「そうですね……」

「もしかしたら、その蛇を何匹も飛ばしているんやろか」

　澪人は独り言のように洩もらして、背もたれに身を委ゆだねた。

「あ……それは、ありえそうですね」

　小春も難しい表情で、うん、と頷く。

　澪人が言うように、その蛇自体にはそれほどの強いエネルギーを感じなかった。

　あの蛇一匹で、広範囲に影響を及ぼすとは考えにくい。

　同じような蛇が何匹もいるのだろうか……？

　飛ばないものをどうやって飛ばすのだろう？

　考え込んでいると、ふと視線を感じて、小春は顔を上げた。

　澪人が、じっ、とこちらを見詰めている。

「え、あの……どうしました？」

「あ、いいえ。小春ちゃんの真剣な様子が、なんや懐かしく感じて」

「え……」

「あ、これは、過去生のことやね。かんにん」

　澪人は、申し訳なさそうに手をかざす。

　かつて自分たちは、野のの宮みやで共に仕事をしていた。

　京の町を憂いて談義し、対策を出し合ったことも少なくない。

　そういえば、自分が真剣に考えている時、左さ近こん衛えの大だい将しようはいつも優しい眼まな差ざしを向けてきていた。

『どうかしました？』

『いえ、姫の真剣さが伝わって、自分も嬉しくなりました。ありがとうございます』

『それは、当たり前です。これが私の仕事なのですから』

『そうかもしれませんが、ほとんどの斎さい王おうが、そうではありませんでしたので……。深窓の姫君たちですから、無理もないことだと思っておりました。ですので、自分はあなたと出会って、本物の神み子こと出会えたと感じております。そんな姫と仕事ができることを誇らしく思っております』

　そう言って頭を下げた左近衛大将に、自分はどれだけ救われただろう。

　ここにいても良いんだ。

　自分の存在を認めてもらえた気持ちになったのだ。

「…………」

　小春もかつてのことを思い出し、少し気恥ずかしくなり、目を伏せた。

「思えば、せっかく一緒に東京に来たのに、浅草で会おうて以来やね」

「そうでしたね」

　澪人は東京に来てから、調査に明け暮れ、各所に挨あい拶さつ回りと忙しくしていたそうだ。

「小春ちゃん……」

　こちらを見詰めたまま、澪人がそっと口を開く。

「はい」

「──触ってもええ？」

　澪人は、ほんの少し目をそらして、そう尋ねた。

　その囁ささやきに、小春の言葉が詰まる。

　心臓が、急に早鐘を打ち始める。

　自分も目を合わせることができず、小春は顔を伏せながらも、こくりと頷いた。

「おおきに」

　そんなことで礼を言われてしまい、居たたまれなさにさらに俯うつむいてしまう。

　澪人は、ゆっくりと右手を伸ばし、小春の左の頰に掌てのひらを当てた。

　触れて分かった。

　彼の右手が、小刻みに震えていた。

　彼が自分に触れることに、怖さと愛いとしさを感じていることが伝わってくる。

　嬉しさに、小春は澪人の手の甲に、自分の手を重ねた。

　すると、彼がぴくりと震えたのが分かった。

　今度は、左手も伸ばし、両手で小春の顔を包むようにする。

　ゆっくりと顔が近付いてきて、こつんと額がぶつかった。

　彼の前髪が、小春の額に触れて、少しくすぐったい。

　二人は、まるで子犬がじゃれ合うように、鼻先を擦り合わせた。

　ふわりと広がる、梅花の上品な薫りに、目を閉じる。

　甘酸っぱさと共に、懐かしさと切なさ、そして愛しさが募る。

　額を合わせ、鼻先を擦り合わせるうち、それはとても自然の流れのように、互いの唇が重なり合った。

　体中に電流が流れて、痺しびれるようだ。

　まるで自分の周りに電気の竜巻が起こっているような感覚。

　びりびりと刺激が強いのに不快ではなく、とても心地よい。

　ただ、強すぎるエネルギーに、目眩めまいを覚える。

　最初は、優しく重ね合わせていた唇。

　何度も重ねていくうちに、彼の息遣いが徐々に乱れていく。

　気が付くと、倒れた小春に、澪人が覆いかぶさる状況になっていた。

　戸惑いながら目を開けると、澪人に見下ろされている。

　その瞳ひとみは、とても熱っぽい。

「──小春。好きや」

　全身が、ぶるりと震えた。

　初めての呼び捨てに、胸が息苦しいほどに詰まる。

　ぎゅっ、と抱き締められた。

「嫌やったら、ちゃんと突き飛ばしてや。あなたに嫌われとうないねん」

　澪人が頭を撫なでながら、優しくそう言う。

「突き飛ばすなんて……」

　小春は何も言えずに、恥ずかしさから顔を背けた。

「──ええの？」

　耳元で囁かれて、小春の体がぶるりと震える。

　その魅惑的な瞳と、香かぐわしい梅の薫りに揺らめいて、わけの分からないまま頷いてしまいそうになりながらも、小春は勢いよく首を振った。

「そ、それは、駄目です！」

　咄とつ嗟さに声を上げると、澪人の肩がピクリと震えた。

　戸惑った目を見せる澪人を前に、また、言葉足らずで彼を傷付けてはならないと、小春は慌てて続ける。

「その、澪人さんのことは、好きです、大好きです。なので、いつかはとは思うんですが、今はその、キス以上のことは、私にはまだまだ早いと思うんです！」

　真っ赤になって言う小春に、澪人は目を瞬まばたかせた。

「えっ？」

　と、零こぼした澪人に、小春も「え、あの」と目を泳がせる。

　澪人は、どこかぽかんとした様子を見せていたが、ようやく理解したようで、口に手を当てた。

「あ、かんにん。『ええの？』って聞いたんは、『もう少し、こうしてイチャイチャしててもええの？』ってことやって……」

「え、ええっ？」

　小春は、自分が耳先まで熱くなっているのを感じながら、動きを止める。

「そら、僕かて男やし、あなたをもっと深く知りたい気持ちはあるけど、まだ早いのも分かってるし、今に至ってはもうすぐ星詠みも来はるし、そんな時にそないなことは……」

「で、ですよね！」

　小春は、恥ずかしい！　と俯く。

　澪人は、ふふふと愉たのしげに笑って、優しく小春の体を包んだ。

「おおきに、小春ちゃん」

　小春は澪人の胸の中で、彼を見上げる。

「あなたが、『いつかは』って言うてくれたこと、ほんまに嬉うれしい」

　そんな澪人を、小春は直視できずに目をそらした。

「そやけど、誤解せんといてや」

「誤解？」

「そうや。僕はあなたに触れられるだけで、こうしていられるだけで、涙が出そうなほど幸せなんやで」

　澪人の大きな手が小春の頰に触れて、優しく撫でる。

「澪人さん……」

　彼の言葉が嬉しくも、切なさが込み上がってきた。

　もう、終わったことだと思いながらも、どうしても前世のことが蘇よみがえる。

　前世の自分は、彼の手が、ふと肩に触れただけで、露骨に嫌悪の目を向けてきたのだ。

　彼はそのたびに苦しそうな顔を見せながらも、すぐに優しく微笑んでくれた。

　本当に、かつての自分は、どれだけ彼を傷付けてきたのだろう。

　小春は泣きそうになって、澪人の胸に寄り添う。

「小春ちゃん？」

　澪人の背中に手を回した。

　あの頃は、一度も自分から彼を抱き締めたことがなかった。

　それだけじゃない。

　夫婦になってからは、笑いかけたこともなかったように思える。

　素直になれなかっただけで、こんなにも好きだったのに……。

　今度は間違えたくない。

「…………」

　小春は、震えるように微かすかに自分から唇を合わせた。

　強い鼓動に、全身が心臓になった感覚がする。

「────っ」

　唇が重なった時間は、舞い落ちてきた花びらが触れるほどに、一瞬だった。

　澪人は、何が起こったのか分からないという様子で、大きく目を見開く。

　小春は恥ずかしさから、すぐに俯く。

　その刹せつ那な、急に澪人は背後にばたんと倒れた。

「澪人さん？」

　顔を上げると、澪人は片手で自分の顔を隠すように覆っていた。

「……かんにん、今の僕の顔、見んといて」

「えっ？」

「絶対……、見られたらあかん顔してるさかい」

　その言葉通り、澪人は今まで見たことがないほどに、真っ赤になっていた。

　元々色が白いせいか、赤くなっているのが、余計に際立って見える。

　小春は、「は、はい」と顔を背けながらも、本当はもう少し澪人の真っ赤な顔を見ていたいと感じていた。

　しばらく、共にもじもじしていると、ピンポーン、とインターホンが鳴った。

　小春と澪人は顔を見合わせて、そそくさと体を起こす。

「はい」

　澪人が扉を開けると、

「どうも、お待たせしました」

　という声が聞こえてくる。

　そこには、眼鏡を掛けた温和な雰囲気の青年が、柔らかな笑みを湛たたえていた。
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　──浅草。

　宗次朗が身を寄せる浅草の和菓子店『風林堂』では、『ふうりん』に掛けているのか、店先には丸い硝子ガラスの風鈴が飾られていて、ちりん、と涼やかな音を鳴らしていた。

　店内は、可愛らしい『さくら庵』とはまるで違う落ち着いた雰囲気だ。

　ガラスのショーケース兼カウンターがあり、『風林堂』という大きな横書きの書と、『塩まんじゅう』『水ようかん』『生菓子』という和紙のメニューが張り出されている。

　老舗しにせの和菓子店の落ち着きと風格を感じさせた──のだが、

『新食感☆ぷるぷるシャキシャキの七色かき氷』『冷やしクリーム最も中なか』『超絶技巧飴あめ細ざい工く』『くずきりソーダ』

　と、そこに宗次朗色が加わっている。

「お前の作るものは、相変わらずだな」

　廚ちゆう房ぼうでは師匠が、半ば呆あきれつつも感心したように息をつく。

　師匠は、還暦が近い初老の男性で、一見無愛想にも思える雰囲気は、まさに職人気質を感じさせる。

　そんな彼は今、手際よく上生菓子を作っていた。

「それより、店頭に立って大丈夫なんですか？　病気になって、ずっと店を閉めてたって聞きましたけど？」

　宗次朗は腰に手を当てて、師匠を見下ろす。

「誰に聞いたんだ」

「蕎麦そば屋やのおばちゃん」

「……まったく、お喋しやべりめ」

　師匠は吐き捨てるようにつぶやき、

「店を閉めていたのは、病院で検査が続いていただけだ。もう、俺も歳だし店も閉じて、隠居生活を送ろうと思っていた矢先に、お前が来やがって」

　横目で宗次朗を睨にらんだ。

「俺が来たから、店を再開することにしたんですか？」

「ここは俺の店だ。お前みたいな未熟者にこの店を乗っ取られるのはごめんなんだよ」

「乗っ取るって」

　宗次朗は、やれやれ、と肩をすくめる。

「まぁ、そんな憎まれ口叩たたけるうちは、心配いらないですね。師匠に比べたら、まだまだなのは分かってるけど、俺もそれなりに成長したって思ってるんですけどねぇ。未熟者からは脱してるかもしれませんよ？」

　すると師匠は無言で朝顔を模かたどった生菓子を、宗次朗に差し出した。

「食ってみろ」

「いただきます」

　宗次朗は師匠の作った生菓子を口に運び、言葉を詰まらせた。

　ややあって、はぁ、と熱い息を吐き出す。

「……やっぱ、悔しいけど、めちゃくちゃ美味うまいな」

「そりゃそうだ。未熟者」

　師匠は素っ気なく言って、再び作業を始めた。

　宗次朗は黙って、その様子を眺める。

「いいか、宗」

「はい？」

「俺のことは気にするな。お前はお前の家族を大事にしろ」

「……大事にしてますよ」

「思っているだけで、行動が伴ってなかったら意味がない」

　俺みたいになるぞ、と最後に小声で付け加えて、師匠はそのまま黙り込んだ。

　その時、宗次朗は背後に気配を感じて振り返った。

「？」

　壁際に、初老の女性が立っていた。

　その姿は半透明で、神妙な面持ちを見せている。

　彼女は、想念ではなく、幽体だ。

　会ったことはないが、師匠の別れた妻であることが伝わってきた。

　彼女は宗次朗と目が合うなり、深々と頭を下げて、姿を消した。

〝どうか、よろしくお願いいたします〟

　そんな想いが、宗次朗の胸に届く。

「…………」

　宗次朗は、腰に手を当てて、ふぅ、と肩を上下させる。

『師匠、そうは言っても、あなたの元奥さんが〝よろしく〟って言ってるんですけど』

　そう言えたら楽なんだけどな、と宗次朗は苦笑しながら、彼女のいた場所になんとなく目を向ける。

　師匠はそんな宗次朗に一いち瞥べつをくれて、眉まゆを顰ひそめた。

「……宗、もしかして、お前にも見えるのか？」

　そう問われて、宗次朗は「えっ？」と振り返る。

「なんでもねぇ」

　師匠は逃げるように、倉庫へと向かった。
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「はじめまして、川かわ瀬せ博ひろ也やと申します」

　澪人の部屋に訪れた関東の審神者さにわであり、星詠みとしても知られる川瀬は、三十代半ばといったところだろうか。

　眼鏡を掛けていて理知的ながらも、おっとりとした雰囲気の男性だった。

「小春さんをはじめ、澪人さんが作ったチームのご活躍のお噂は、西の本部長からかねがね」

　川瀬は、ソファーにゆったりと座ってお茶を飲みながら、にこやかにそう言う。

「い、いえ、活躍だなんて、そんな。皆様のおかげでして」

　小春は、恐縮して肩をすくめる。

「それで、小春さんは占星術の勉強をしているとか？」

　そう続けた彼に、小春は「はい」と頷うなずく。

「まだ、始めたばかりなんですが、審神者の星詠みさんにお会いしてみたいと思っていたんです」

「それで、私に声を掛けてくれるなんて光栄ですね。他にも星詠みはいるのに」

「川瀬さんは、西洋占星術のエキスパートやさかい」

「あ、そっか、他の星詠みは『西洋占星術』とは違うか」

　占星術と一言で言っても、種類がある。

　大きく分けると、東洋と西洋。

　東洋では、四柱推命や算さん命めい学がく、九きゆう星せい気き学がくといったもの。

「審神者の中には四柱推命や算命学といった東洋占星術のスペシャリストもいて、実は組織の中では、そっちの方が主流だったりするんだけど、自分は何となく西洋占星術が好きで、心こころ惹ひかれたんですよ。まぁ、西洋も東洋も大元は一緒だと感じているし。西洋に惹かれたのにも、理由は特にないんですが」

　小春は、私もです、と笑みを返す。

「きっと、そういうんも縁なんでしょうね」

　と、澪人が相あい槌づちをうった。

「それで、小春さんはどんなことを聞きたいですか？」

「あ、ええと……」

　聞きたいことはたくさんある気がするのだが、ずばりそう問われると、咄とつ嗟さに出てこない。

　だが、せっかく来てもらったのだから、ちゃんと聞かなければ、と小春はぎこちなく口を開く。

「あ、あの、審神者として星を詠む場合は、やはり個人ではなく、国や町を見ていくことの方が多いんでしょうか？」

　川瀬は、うーん、と唸うなって腕を組んだ。

「そうですね。政治家に個人的に鑑定を依頼される場合もありますが……言われてみれば、『審神者』としては、個人よりも、もっと大きな視点で見ていくことが多いかもしれません。たとえば、天王星に注目したり」

「天王星……」

　小春は、納得しながらメモを取る。

　天王星とは『革命』を暗示する星であり、それがハウス（室）を変える時、世の中に大きな影響を与える場合がある。

　天王星や冥めい王おう星せいといったエネルギーが大きく、地球よりうんと離れている星は、『個人』よりも『社会』に与える影響の方が大きいのだ。

　川瀬はバッグからタブレットを取り出して、チャートを表示させ、テーブルの上に置いた。

『天王星』のアイコンに指先を当てる。

「天王星は、七年ごとにハウスを変えます。記憶に新しいところでは、二〇一一年三月に牡お羊ひつじ座ざに移動をしました。その時に、大きな災害を起こしたのは、あなたもよく知っていると思います」

　真剣な目を見せる彼に、小春は頷く。

　そう、二〇一一年三月に、日本で未み曾ぞ有うの大災害が起こったのだ。

　小春の隣では、澪人が神妙な面持ちを見せている。

「それから、七年後の二〇一八年……」

　川瀬は、天王星のアイコンを移動させた。

「天王星は、五月に牡お牛うし座ざに移動しましたね……」

　と、小春はつぶやくように言う。

「そう、この時も表と裏で色々なことが起こりました。それは、あなたもよくご存じでしょう。我々、審神者の星詠みは、こうした星の動きから起こるべき災厄を予測し、それに備えて被害を最小限にするよう伝えたり、祈き禱とうを指示したりしているんです」

『最小限』に、と聞いて、小春は苦い気持ちになりながら、頷いた。

　すべての運気には、波がある。

　起こる災厄は、どうしても免れられない場合が多い。

　できることは、いかに『最小限』に抑えるか、なのだ。

「そうそう、天王星が存在感を示す時は、自分のホロスコープのどのハウスに天王星が入っているかで、運気を占えたりするものなんですよ」

　小春は、へぇ、と相槌をうちながら、再びメモを取る。

「あの、さっき仰おつしやっていた、町を占う……たとえば東京を占うとしたら、その場合、どうやって出生図を出すんですか？」

　川瀬は、ああ、と口角を上げた。

「東京は、明治天皇が東京に遷都したことから始まるんですよ。明治天皇が江え戸ど城じように入ったのが、一八六九年の五月九日午刻──その時を東京の誕生日として、ホロスコープを再生するんです」

　小春は、へぇ、と洩もらした。

「午刻は午前十一時から午後一時くらいだから、私の場合は正午に設定しています。そうすると、東京の出生図はこんなかたちになる」

　川瀬はタブレットを手に、今度は東京のホロスコープを表示して見せた。

「これが、東京の出生図……（図１）」

[image: ]

「おもろいですね」

　小春と澪人は、興味深そうにホロスコープを覗のぞき込む。

「このホロスコープに東京の町を当てはめると、また面白いことが見えてきましてね」

「東京の町を？」

「ええ、まずこのチャートを方角の向きにして、十二のサインに区分けします。そうすると、上の南が蠍さそり座ざと射い手て座ざ、下の北が牡牛座と双子座、東が水みず瓶がめ座ざと魚座、西が獅し子し座ざと乙女座となります。中央に皇居を置いて、町を当てはめるんです（図２）」
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　小春は、うんうん、と頷いて、ホロスコープを見詰める。

「すると面白いことに、『始まり』を意味する牡羊座の位置に政治を司つかさどる永なが田た町ちようがあり、ご年配を暗示する土星の位置に巣す鴨がもがあり、火のサインである射手座の位置に武ぶ道どう館かんがある。偶然か必然か、しっかり符合しているんですよ」

　小春と澪人は、ほおお、と声を揃えた。

「星の流れに従って生きるというのは、宇宙──すなわち、森羅万象の加護を受けることになるんです。ちなみに、星の流れに乗っているかどうかは、周囲の反応で分かることも多いんですよ」

「周囲の反応？」

　と小春は、小首を傾げる。

「ええ、たとえば、恋愛なんかでも、今は結婚にいかない方がいい流れの時にそれでも結婚しようとすると、必ず周囲から猛反対にあったりするんです。そこで意固地になって無理やり結婚すると、痛い目に遭います。逆に星の流れに乗っていると祝福を受けるもので、周囲の反応は森羅万象からの声ってこともあるんですよ」

　小春は、へええ、と相槌をうつ。

　その後も川瀬に様々な話を聞き、気が付くと陽も傾き始めていた。
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「こんな時間までかんにん」

　私服に着替えた澪人は、小春を家まで送るべく共に地下鉄に乗っていた。

　小春は、ううん、と首を振る。

「私がつい夢中になって、聞き入ってしまいまして……」

　結局、午後五時過ぎまで、川瀬の話を聞いていた。

　その後、小春が自宅の最寄り駅に着いたのは、夕方六時頃。

「私はスーパーに寄って帰りますので、ここで大丈夫ですよ。ありがとうございました」

　駅の改札を通る前に、小春は澪人に向かって頭を下げる。

「あかん、ちゃんと家まで送るさかい。スーパーも付き合うし」

「でも今は、夏だから、まだ空も明るいですし、そんなに心配されなくても大丈夫ですよ」

　彼は意外と心配性だ、と小春は微笑む。

　すると澪人は、弱ったように目をそらした。

「心配とちゃう。一緒にいたいだけや」

　ぽつりと洩らされた言葉に、小春の頰が熱くなった。

「あ、ええと、はい。それじゃあ……」

　二人はぎこちなく駅を出て、いつものスーパーへと向かった。

　スーパーは、駅から家に向かう途中にある。

　店に入ると、ひんやりとした空調が心地よく、聞き慣れたアナウンスが流れている。

　いつも利用している近所のスーパーに澪人と一緒にいることが不思議で、夢でも見ているようだ。

　ごく普通のスーパーの中にいる澪人の姿は、異様に目立っていた。

　有名人に慣れている東京の人間は、澪人にちらりと視線を送るだけで、特別な反応は示さないが、モデルか芸能人が買い物に来たのだろうか？　と思っていることは、伝わってくる。

　周囲の一瞬の視線は、澪人を見たあとに、小春に移される。

　どんな子が隣にいるのか、つい見てしまうのだろう。

　なんだか、申し訳ない。

　麗しい澪人の隣にいることに、小春は恐縮しながら店内のカートに買い物カゴを載せた。

「あ、小春ちゃん。カートは僕が押すし」

　すると、すかさず澪人がカートを手にしてくれた。

「ありがとうございます」

　彼とこうしてスーパーの中を歩きながら、食材を選ぶなんて……。

　まるで夫婦のようだ。

　一瞬そんなことを思い、小春は『もう、何を考えているの』と首を振った。

「夕食はいつも小春ちゃんが？」

　妄想に耽ふけっているところに話しかけられて、小春の肩がびくんと震えた。

「あ、はい。両親は共働きですし」

「えらいんやね」

「いえ、家にいた時はたまにしか手伝ってなかったんです。でも今は、帰省している間くらいは、って思っていて……」

「それでも、えらいて思います。僕ももう少し家の手伝いせんと」

　澪人は、はぁ、と息を吐き出した。

「澪人さんは、いつも賀茂家のためにがんばっているじゃないですか」

　彼は身を削るようにして、家のために尽くしているイメージがある。

「実は僕もそないに思うてたんや。自分は、家のために働いてるて。そやけど、外のことばっかで、家の手伝いはまったくや。おかげで家事はあまりできひん」

　小春は、澪人の太いキャベツの千切りを思い出し、込み上げる笑いを隠すように口を手で覆った。

「和人さんも同じなんですか？」

　澪人はばつが悪そうに、肩をすくめる。

「いえ、兄はよう手て伝つどうてはります。いつも母と一緒にキッチンに立ってて」

　小春は、ああ、と相あい槌づちをうった。

　にこにこ笑って、何も言わずに率先して母の手伝いをする。和人は、おそらくそういうタイプだろう。

「僕はずっと、母が兄ばかり可愛がっている気ぃして、いじけてたところがあったんや。けど、ちゃうんやな。兄ばかりを可愛がっていたんやなくて、単に兄との距離が近かったんやな……」

　澪人は、自分を省みるように、つぶやく。

　彼の後悔が伝わってくる気がして、小春は切なさに目を細めた。

　そんな小春の視線を感じた澪人は、すぐににこりと微笑む。

「僕も京都に戻ったら少し親孝行しよて思います」

　そう言った澪人に、小春は何も言わずに微笑んで頷うなずいた。

「ほんで、小春ちゃん、今日は何を作るん？」

「あ、ええと……」

　どうしよう、と食材に目を向けた。

　昨日は、鮭のムニエルを作ったから、今日は肉がいいだろう。

　鶏とり肉にく、豚肉、牛肉、と目を向けていく。

　豚と牛の合い挽びき肉が特売なのを見つけ、そうだ、と手に取った。

「ハンバーグにしようかと思います」

　玉ねぎもニンジンも家にある。

「そら、よろしいね。僕も大好きや」

「えっ、澪人さん、ハンバーグ好きなんですか？」

　小春は、意外、と澪人を見上げた。

「京の人間は、洋食が意外と好きやねん。前に小春ちゃんが作ってくれたオムライスも、ほんまに美味おいしかったし」

「そ、それじゃあ、ハンバーグも今度作りますね……？」

　頰の熱さを感じながら小春が小声で言うと、澪人は「あ、おおきに」と、ぎこちなく頷く。

　その後、キャベツとブロッコリーを買って、スーパーを出た。

　ゆっくり買い物をしすぎたせいだろうか、すっかり陽は落ちている。

「あ、それは僕が持つさかい」

　と、澪人がエコバッグを手にした。

「ありがとうございます」

　小春が会釈をすると、澪人は何も言わずに空いている右手をつないだ。

「…………」

　ただ、こうして手をつないで歩いているだけで、鼓動が五月蠅うるさい。

　落ち着かないのに、ずっとこの時間が続けば良いのに、とも思う。

　だが無情にも、スーパーからマンションまでは、徒歩数分だ。

「澪人さん、ここがうちです」

　マンションの前まで来て、小春が礼を言おうとした時、

「──小春？」

　背後で母の声がして、全身の毛が逆立つ気がした。

「え……？」

　振り返ると、一体どんなタイミングだと言うのか、母と、その隣に父の姿もあった。

　二人は目を丸くして、澪人と手をつないでいる小春を見ている。

　どうしよう、と小春は慌てて手を離した。

「あ、あの」

　小春が目を泳がせる横で、澪人が一歩前に出て深く頭を下げた。

「はじめまして、賀茂澪人と申します」

「賀茂……？」

　父が、ぴくりと片目を細めた。

「僕は吉乃さんの弟の孫で、小春さんとは、はとこ同士になります」

　そう言った澪人に、母は「はぁ」と洩もらし、父は「ああ」と零こぼす。

「吉よし雄おさんところのお孫さんか……」

「はい。ほんで、小春さんとお付き合いさせていただいております。どうぞよろしくお願いいたします」

　再び深く頭を下げた澪人に、両親は「え」と硬直した。





八






「それじゃあ、学徳学園の大学部に……」

「はい、今は三回生です」

「ご実家は下しも鴨がもなのね」

「ええ」

　食卓には両親が並んで座り、その向かいに澪人が腰を掛けていた。

　小春は対面キッチンで、ハンバーグの準備をしながら、どうしてこんなことに、と苦笑する。

　マンションの前で両親と鉢合わせし、しばらくまごまごしていたものの、いつまでもそこにいては埒らちが明かない、と澪人を家に招くことにしたのだ。

　両親はまるで面接官のように澪人に質問をし、彼はそれに対して真しん摯しに答えている。

　小春はその会話を聞きながら、玉ねぎやニンジンを切っていた。

　早く作って、澪人を助けてあげなければ、と思うものの、そう手際良くはいかない。

「たしか、吉雄さんのところは病院を開業していたと思ったんだが……」

　そう言った父に、母は「まぁ」と顔を明るくさせる。

「君は後を継いだりとかは？」

　そう続けた父に、澪人は少し申し訳なさそうな声を出した。

「病院は、兄が継ぎます。僕は医学部には進んでませんし……」

「君は自分の将来のことは、どう考えているのかな？」

　父は、試すような口調で尋ねる。

　結婚の挨あい拶さつに来たわけでもないのに、そんなことまで聞く父に、小春は居たたまれない気持ちで、身を縮ませた。

「……今、自問自答しているところです。自分が何になりたいのか、何をしたいのか、そして何ができるのか、正直答えはまだ出ていません。迷うことも多いのですが、しっかり考えて、学んで、少しでも社会に役立てる人間になれたらて思うてます」

　澪人は、将来のビジョンがまだ何もないことに、恐縮しながらも、しっかりと自分の現状を伝えていた。

　大きな夢を語るわけではない。

　だが、適当なことを言って、その場を誤ご魔ま化かすことをしなかった澪人の返答から、彼の真面目さを感じ取ったのだろう。

　思いのほか、両親の心には響いたようだ。

　華やかな外見とは裏腹な澪人の本質に触れて、両親は共に少しホッとしたような空気を出している。

　その雰囲気を小春も感じ取り、頰を緩ませた。

「ところで、君は、本当に小春と？」

　聞き難にくそうに確認する父に、澪人が「はい」と頷く。

　両親としては、どうにも信じられないところがあるようだ。

「あの、こう言っては何だけど、澪人君はとてもモテそうな気がするんだけど、どうして小春と……？」

　母がとても聞き難そうに、小声で尋ねていた。

　キッチンにいる小春には聞こえないよう声を抑えていたつもりのようだが、その言葉はしっかりと小春の耳に届いていた。

　母が言うのもよく分かる。

　彼は驚くほど目を惹ひく容姿をしているし、どうしてうちの娘と、と思うのだろう。

　親しん戚せきじゃなかったら、絶対に『騙だまされている』という騒ぎになりそうだ。

　何のために騙すのか、よく分からないけれど……。

　澪人は、「いえ、そんなことは」と答えている。

　彼の弱った顔が目に浮かぶようで、小春は苦笑した。

『澪人さん、ごめんなさい』

　小春が心の中で謝罪しながら玉ねぎを刻んでいると、気が散っていたせいか包丁で指を切った。

「痛ッ」

　包丁を置いて指を上げた瞬間、

「小春ちゃん、どないしたん！」

　澪人が立ち上がったのが分かる。

「あ、大丈夫です……」

　と、顔を上げると、食卓にいたはずの澪人が、すぐ隣にいた。

　その速さに、小春も両親も仰天して目を丸くする。

「あ、ちょっと切っただけです。本当に大丈夫ですよ」

「ほんま？　痛ない？」

「痛みは一瞬だけで、もう平気です」

「そやけど、ちゃんと消毒せなあかんよ」

「は、はい」

　そんなやりとりをしばし呆ぼう然ぜんと見ていた両親だが、ややあって、ぷっ、と噴き出した。

　澪人は、何が可笑おかしかったのだろう？　と不思議な顔を見せている。

　その姿が余計に面白く感じたのか、両親はくすくすと笑い合った。

「小春、澪人君の言う通り、手を洗って消毒して座ってなさい。そして、澪人君も夕食を食べて行くといい」

「そうね、あとはお母さんがやるから。途中まで下ごしらえありがとうね」

　と、父と母が愉たのしげに微笑みながら言う。

　その言葉に、小春と澪人は顔を見合わせた。




　その後、小春が途中まで下ごしらえをし、母が完成させたハンバーグがダイニングテーブルに並んだ。

　いただきます、と手を合わせて食べ始める。

　澪人の美しい所作に、両親は感心したような目を見せた。

「ほんまに美味おいしいです」

　そう言って目め尻じりを下げる澪人に、母は露骨に頰を赤らめた。

　父はそんな母を横目で見て、やれやれ、と肩を下げる。

　食べ終わり、皆でお茶を飲みながら、父はひとつ咳せきばらいをした。

　これから大事なことを話そうとしているのが伝わり、小春と澪人は姿勢を正す。

「澪人君、これを言っていいものか、迷うところなんだが、小春は普通の子に見えて、ちょっと変わったところがある……」

『目を合わせると人の心が読める』ことを言っているのだろう。

　なぜ、そんなことを言い出したのだろう？

　もしかしたら、やはり二人に別れてほしくて、そんなことを言い出したのだろうか？

「…………」

　どうしても、父の意図を知りたく思った小春は、つい目を合わせて、考えを探ってしまった。

『おそらく小春は、澪人君に自分の力のことを伝えていないだろう。だが、真剣に想い合えばこそ、小春も隠していることが苦しくなる時が来るに違いない。小春が自分のことを打ち明けた時、澪人君がショックを受けすぎないよう、少し匂わせておいた方が良いのかもしれない』

　そんな父の想いが届き、小春の目頭が熱くなった。

　父は、自分たちのことを考えて、いつか知ってしまった時にショックを与えぬよう、布石を打ってくれたのだ。

　澪人もそんな父の意図を感じ取ったようで、そっと頷く。

「小春ちゃんの、特異な部分は全部知っています」

　そう答えた澪人に、両親は「え……」と動きを止めた。

「実は、僕にも特異なところがありまして……」

　そう続けた澪人に、両親は目を見開く。

「これは、おそらく家系で隔世遺伝なんやて思うんです。うちは三姉弟きようだいやけど、特異な力を持つのは僕だけなんです。そんな僕も、自分が持つ特異な部分に苦しんできました。そやから、小春さんのつらかった気持ちが分かるし、僕らはお互いに理解し合えるんです」

　しばらく絶句していた両親だが、最初に口を開いたのは父だった。

「そうか。なるほど、『家系』で『隔世遺伝』か。その力を継承しなかった自分は、幸か不幸か分からないが……」

　俯うつむいていた父は、顔を上げて澪人を見た。

「小春をどうかよろしくお願いします」

　そう言って頭を下げた父に、今度は小春と澪人が驚き、言葉を失った。

「自分たちは、つらかった小春を助けてやることも理解してやることもできなかった。結果、一番守らなければいけないはずの自分たちが、小春を傷付けてしまった……」

　くぐもった声で言う父に、母も目に涙を浮かべて頷いた。

「小春……、私もお父さんも、あなたのことを理解できず、傷付けてしまったことをずっと後悔して、責め続けていたのよ。今さらだけど、ごめんなさいね」

「そんな……」

　小春は戸惑いながら、首を振った。

　理解しろという方が、難しい話だろう。

「こんな娘が、いつか誰かと想いを通わせることができるのかと心配したこともあるんだ……」

　父の言葉に、小春の胸が切なく締め付けられる。

　知らないところで、自分は両親にこんなにも心配かけていたなんて……。

　そして自分はそんなことを考えもしていなかった。

「澪人君のような人がいてくれて良かったと思うよ」

「本当ね。私も二人がまるで違う種類の人間に思えて、どうして惹かれ合ったのかを実は不思議に思うところがあったんだけど、腑ふに落ちたわ。小春、すべてを分かってくれる人に出会えて良かったわね」

　そんな両親の温かい言葉に、小春の目から涙が零こぼれた。

「……うん、ありがとう、お父さん、お母さん」

　両親も涙を滲にじませて、微笑んだ。

「あらためて、小春をよろしくお願いいたします」

　両親はそう言って、再び澪人に頭を下げる。

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いいたします」

　澪人も深く頭を下げた。

　この両親が、こんな風に澪人との交際をすんなり受け入れてくれるとは思わなかった。

　自分たちの仲は、森羅万象に祝福されたものなのかもしれない。

　小春は、また溢あふれ出てくる涙を手の甲で拭ぬぐう。

　二人の仲を認めてもらったこと、そして両親の本心が知れたことが、とても嬉うれしく、感謝の気持ちが募る。

　偶然のようで、偶然はないのだ。

　もしかしたら、すべては星の計らいであり、今回の帰省はこの時間のためのものだったのかもしれない──。







「今日はほんまにご馳ち走そう様さまでした」

　マンションのエントランスを出て、澪人はくるりと小春の方を向く。

　他愛のない話を続けていて、気が付くと時計の針は夜の九時を回っていた。

　澪人は、両親に何度も礼を言って、マンションを出たところだった。

「澪人さん、今日は突然こんなことになってごめんなさい」

　あらためて頭を下げる小春に、澪人は首を振った。

「小春ちゃんのご両親に挨あい拶さつできて、認めてもろて、ほんまに嬉しかった」

「……私もです」

「そやけど、最初は本部の集まりより、ずっと緊張したし」

　胸に手を当てる澪人に、小春は笑った。

「そういえば、いつもより京都弁抑えめでしたよね？」

「僕の普段の話し方は、『いやらしい』言われることがあるさかい、実は気ぃ付けてたんやで」

「え、誰がそんなことを？」

「主に姉やね」

「杏奈さん……」

　かつて澪人を『舞まい妓こ男おとこ』と言い放っていた杏奈の姿を思い浮かべ、小春は、ぷっ、と笑う。

　澪人は緊張から解き放たれたのか、体を伸ばして、夜空を仰いだ。

「ほんまに都会の空は、星が少ない」

　本当ですね、と小春も空を見上げる。

　心なしか、月も小さく見える気がした。

「そや、『蛇』の件やけど、次は新月の可能性が高いし、すぐに調査に入るよう関東本部にも伝えたんや」

　澪人は、月を見たことで思い出したように言う。

　小春は、はい、と相あい槌づちをうった。

「小春ちゃんもまた気付いたことがあったら、すぐに知らせてや」

「はい、必ず」

　澪人は、おおきに、と微笑み、小春の肩を引き寄せたかと思うと、額にキスをした。

「っ！」

　小春は瞬時に顔が熱くなることを感じながら、澪人を見る。

「ほな、お休み」

　澪人も気恥ずかしいのか、すぐに背を向けてそのまま歩き去って行った。

　小春はキスをされた額に手を当てたまま、「はああ」と洩もらして、脱力するように、その場にしゃがみこんだ。





九






　それから、小春は自分も何か澪人の役に立てることはないか、と空いた時間に東京都内を回って歩くようになった。

　川瀬に教わったように星図を当てはめると、さらに面白いことが分かり、生まれ育った東京の町だというのに、新鮮な気持ちで歩くことができた。

　富を意味する牡お牛うし座ざが、霞かすみが関せき～品川。財務省もここにある。

　情報を意味する双子座が、羽はね田だ～お台だい場ば。

　家庭を意味する蟹かに座ざが、銀ぎん座ざ～晴海はるみ。

　華やかで自己アピールを意味する獅し子し座ざが、東京駅～兜かぶと町ちよう。また、獅子座は『心臓』も意味しているので、血液循環という意味で、東京駅がぴったり当てはまっている。

　その他の星座も、当てはまっていることが多く、

「本当に面白い」

　と、小春は、しみじみと洩らす。




　そうして、いよいよ新月の日を迎えた。

　小春はいつものように午前中からあちこちパトロール気分で確認してまわり、少し休憩しようと公園に入る。

　ちょうど、木で作られたテーブルと椅子があり、小春はそこに腰を掛けて、水筒のお茶を口に運んだ。

　今日も暑いが、木陰に入ると心地よさを感じた。

　テーブルに東京の地図を広げて、小春はメモを取り出す。

　そのメモには、これまで町を回り、見たこと感じたことを書き留めている。

　それらを一枚一枚はがして、東京の地図に配置していくと、どこの町も、波動の良いところと悪いところが、それぞれにあることが分かる。

　それは『蛇』の影響ではなく、おそらく元々のもの。

　あの『蛇』が、もし人為的なもの──誰かの企たくらみだと仮定して、東京の町に、『蛇』を放つとしたら、どこを狙うのだろうか？

　やはり、『心臓』を意味する、獅子座の東京駅なのだろうか？

　小春は、獅子座エリアのメモを手に取った。

　もし、心臓を意味する東京駅に良からぬ波動、つまりは『蛇』を放ったとしたら、どうなるのだろう？

　イメージでは、蛇は地を這はうように広がりそうな気がするけれど、空を飛ぶことはない気がする。

　小春は、うーん、と唸うなって、頰ほお杖づえをつく。

　自分の考えは、近いところまできている気がするのだ。

　その時、強い風が吹き、小春のメモが風に飛ばされた。

「あっ、大変」

　小春は慌てて立ち上がる。

　メモがらせん状に舞い上がる中、太陽の光が眩まぶしく、小春は咄とつ嗟さに目を瞑つぶった。

　気が付くと、風はおさまっていた。

　うっかり太陽を直視してしまい、今も目に強烈な光が残っている。

　メモはすべて地に落ちていて、まるで円を描くように自分の周りを囲っていた。

「まるで、ホロスコープみたい」

　と、円に散らばったメモを手にし、「ん？」と小春は動きを止めた。

「ホロスコープ、そして……太陽？」

　小春は、しゃがみこんだまま、そうつぶやき、すぐにメモをかき集めて、立ち上がり、バッグからノートを出した。

　そのノートには、東京の出生図が描かれている。

　小春は地図とノートとを交互に見て、『太陽』が配置されているところに指を置いた。

「東京のホロスコープ……太陽の位置には……」

　その事実に、背筋がぶるりと震えた。

「──東京タワー……」

　小春は大きく目を見開き、口に手を当てる。

　そうだ。

　今はスカイツリーに取って代わられたものの、ずっと東京のシンボルであった東京タワー。

　念を送り、東京中に広げるのに、これほど最適な場所はないだろう。

　何者かは分からないが、その輩やからは、東京星図の『太陽』にあたる東京タワーに良からぬ念──『邪念』を送っていた。

　送られた邪念は、タワーの先端まで行き、蛇となって、そこから放射状に放たれる。

　そのため、蛇が空を飛んでいるように見えたのだ。

　実際には、東京タワーの先から放たれた邪念がゆっくりと下降していただけのこと。

　それが溶けるように消えて、東京の波動を少しずつ落としていく。

　一気に良からぬエネルギーを放出しては、すぐに審神者さにわたちに気付かれる。

　だから、月の威力が強い日に少しずつ行われていた。

　気が付くと、取り返しのつかないところまで来るよう、算段してのことだったら……。

　小春はスマホを手にし、澪人に電話をかけた。

『──はい』

　すぐに電話に出た澪人に、小春は一度息を吸い込む。

「澪人さん、あの、もしかしたらと思うことがありましてっ！」

　小春は、東京星図の『太陽』の位置に東京タワーがあり、そこに念を送っているのではないかと感じたことを澪人に伝えた。

　話を聞き終えた澪人は少しの間絶句し、

『お、おおきに、小春ちゃん。ほんなら、すべてが納得や。おそらく、あなたの言う通り東京タワーやろ。すぐに向かって、輩を確保します』

　すぐに知らせな、と澪人は洩らしていた。

「あ、あの、澪人さんが捕まえるんですか？」

　小春は心配になった。

　一体どんな恐しい人物が現われるか分からない。

『僕も行くけど、川瀬さんを含む武術に優れた者と一緒に向かうし』

　それなら良かった、と小春は胸に手を当てたあと、「えっ」と聞き返す。

「川瀬さんって、あの星詠みの？」

『ええ、あの人、武術にも秀でているんや』

　穏やかそうな川瀬の姿を思い起こし、小春は「意外です」とつぶやく。

『小春ちゃんは東京タワーには近付かんようにしてや。気になるやろうけど、何があるか分からないさかい』

「は、はい」

『ほんなら、また報告するし。おおきに』

　澪人は急いだように電話を切った。

　すぐに、仲間に知らせるのだろう。

　小春は、澪人の言う通り東京タワーに向かうことはせず、大人しく家に帰ることにした。

　それでも、家でうろうろと動き回り、落ち着かない時間を過ごした。

　正午にベランダに出たが、良からぬ波動を感じることはなかった。

「……良かった。今日は放たれていない」

　ということは、澪人達は犯人を確保できたのだろう。

　そうして、午後一時半頃、澪人からメッセージが届いた。

『三人の男が、東京タワーを囲むようにして、禁忌の祝詞のりとを上げていました。二人は確保したんやけど、一人には逃げられました』

「禁忌の祝詞……？」

　と、小春は険しい表情になる。

　そして、一人は逃げてしまったなんて……。

『これから取り調べがあるさかい、明日あしたにでもゆっくり。明日、姉さんが宗次朗さんの店に行くて話やし、小春ちゃんも良かったら。そん時に報告します』

　メッセージはそう終わっていた。
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　そうして小春は翌日、浅草を訪れていた。

　今日もお祭りのように賑にぎやかで、小春の顔に自然と笑みが浮かぶ。

　祇園もいつもお祭りのようだが、雰囲気は似て非なるもの。

「ここも、ここだけの特別な街って感じがする」

　小春は浅草の街を歩きながら、宗次朗が身を寄せる和菓子店『風林堂』の前で足を止めた。

「失礼します」

　老舗しにせの和菓子店の落ち着きと風格に、気後れしながらも、そっと店に入る。

「おう、小春」

　カウンターにいた宗次朗が、片手を挙げたので、抱いていた緊張がすぐにほぐれた。

　宗次朗は調理白衣──職人の姿だ。

「宗次朗さん」

　小春が笑顔を向けると、側にいた師匠が、誰だ？　という様子で、宗次朗に一いち瞥べつをくれる。

「なんすか、その目は……この子は姪めいですよ、姪。兄貴の娘」

　その言葉に、師匠はほんの少しホッとした様子を見せる。

　どうやら、宗次朗との仲を誤解したようだ。

「櫻井小春と申します。叔父おじがいつもお世話になっております」

　すぐに頭を下げると、師匠は「いや」と、微かすかに首を振る。

「杏あんちゃんと弟さん、二階にいるから、あんたも行くといい」

　素っ気なく言って、店の奥の階段を指差した。

　小春は、いいの？　と宗次朗の方を向く。

「ああ、澪人もさっき来たばかりだ。上に行ってろよ」

　小春は師匠に、「お邪魔します」と会釈をして、二階へと上がった。

　一階が店舗で、二階が住居というのは、『さくら庵』と同じだが、『風林堂』の方が、すべてにおいて造りが大きいように感じた。

　そこはやはり、京都と東京の違いなのだろう。

『さくら庵』とは違う、幅の広い緩やかな階段を上がりながら、ふわりと温かな空気が小春を包む。

　階段を上りきったところで、どこからか笑い声が聞こえてきた。




『これ、見て、満点だよ！　お父さんに見せてくる！』

　男の子の無邪気な声と、

『あ、お仕事中だから駄目よ。お店が終わったら、見てもらいましょうね』

　優しい母親の声が脳裏に響き、ふっ、と消えた。




「…………」

　師匠は離婚していて、その元奥さんはもう亡くなっているという話だ。

　けれど、今感じたのは、霊体ではない。

　おそらく、残留想念だろう。

　かつての幸せだった頃の記憶が、この家に残っている。

　師匠は無愛想だが、とても良い人だということが伝わってきたため、つい、どうして離婚してしまったのだろう、などと詮せん索さくしてしまいそうになり、小春は「だめだめ」と首を振った。

　二階の開け放たれた襖ふすまから賑やかな声が聞こえてきた。

　これは、想念ではなく、杏奈の声だ。

「こんにちは」

　小春は笑顔で、顔を出す。

　そこは広い和室で、澪人は座卓の前に座って手帳を開いていて、杏奈は壁際に置かれた水槽を覗のぞき込んでいた。

「ああ、小春ちゃん、昨日はおおきに」

　澪人は振り返って、にこりと微笑む。

　今日の澪人は、白いシャツを羽織っている。

「小春ちゃん、お久しぶり！」

　杏奈は水槽から顔を離して、笑顔を見せる。

「こんにちは、杏奈さん。何を見ていたんですか？」

　小春も首を伸ばして、水槽に目を向ける。

「すごく可愛いわよ、ウーパールーパーなの」

「ウーパールーパー……」

　水槽には肌色のウーパールーパー（メキシコサンショウウオ）がつぶらな瞳ひとみを見せている。不思議と、口がにっこりしているようにも見えた。

「わっ、本当に可愛いですね」

「でしょう。名前は『クリア』って言うんだって」

「……クリアちゃん」

　その名は師匠がつけたとは思えない可愛らしさで、小春は、へぇ、と洩もらす。

　その瞬間、ふわり、とある光景が浮かんでくる。




『ねぇ、お父さん、お願い、犬か猫を飼いたいよ』

『うちは和菓子店をやってるんだ。ペットなんざ飼えるわけがないだろう！』

『お願いだよ、お父さん』

『トオル、しつこいぞ！』

　せがむ息子の願いを、師匠は一いつ蹴しゆうしていた。

　だが、それから年月を経て、この家に一人になり、

『やっさんに頼まれて、この奇妙な動物を譲り受けたけど、なかなか可愛いじゃないか。犬や猫が無理でも、こういう生き物なら飼えたのにな。悪かったな……トオル』

　師匠は、ウーパールーパーを見詰めながら、申し訳なさそうにつぶやいている。




　……これは、師匠の後悔の意識だ。

「小春ちゃん？」

　ぼんやりしていると杏奈に顔を覗き込まれて、小春は我に返って仰のけ反った。

「あ、すみません」

　小春は誤ご魔ま化かすように笑って、座卓についた。

「そうや、昨日の『蛇』の件やけど」

　澪人の言葉に、小春は「はい」と姿勢を正す。

「ほんまに遺憾というか、残念な話なんやけど、やっていたのは、僕らの仲間──関東の陰おん陽みよう師じでした」

「えっ？」

　聞き間違いだろうか、と小春は眉まゆ根ねを寄せた。

「とはいえ、『元仲間』やね」

「元仲間って、どういうこと？」

　と杏奈が首を傾げる。

「僕らの組織は、特別な力がなくなると除名されるんや。残酷なようやけど、こうした能力がない以上、陰陽師としては働けへんし」

　そう話す澪人に、小春は黙って相あい槌づちをうつ。

「そやけど、うちの賀茂家のように先祖代々陰陽師って家もあって、力がのうても組織に属している人もいはるんや……言いたないけど、世襲やね。除名された陰陽師は、そうしたことに怒りを覚えているみたいなんや」

「あー、そういうのってちょっと気持ち分かるけどね。芸能界にもよくあるし」

　と杏奈が額に手を当てる。

「力がのうなっても、祝詞のりとは唱えられるし、儀式の様々なやり方は知ったはる。禁忌の祝詞にしてもそうや。除名された元陰陽師たちは徒党を組んで、自分たちだけで新たな組織を作ってたそうや。詳しいことは口を割らへんのやけど、他にも仲間はいるみたいやし」

　新たな組織を作っていたという言葉に、小春の背筋が寒くなる。

「ほんで、逃げた一人が『リーダー』て呼ばれていたそうや。僕は姿を見てへんのやけど、川瀬さんは見覚えがある気がするて言うてて……」

「彼らは、何が目的で『蛇』を放っていたんでしょうか？」

　嫌がらせとは、思えない。

「……意図は、まだ分からへん」

　沈痛な面持ちで告げる澪人に、小春は息を吞のんだ。

「その元陰陽師は、どんな人だったの？」

　と杏奈が尋ねる。

「そこにいたんは三人やったんやけど、三人とも三十代後半で、揃ってなかなかの武闘派やって、捕まえるのに骨が折れました」

「えっ、澪人が捕まえたの？」

「僕も現場にいましたが、実際に捕まえたのは、こちらも武闘派陰陽師やね」

「澪人さんが一人で出向かなくて良かったです」

　小春が心から言うと、澪人は苦笑した。

「そない無鉄砲やあらしまへん」

「そうよ。澪人なんて、こんなに色白でひょろひょろなのに、一人で出向いたら大変」

　杏奈は、澪人の手首をつかんで持ち上げながら言う。

「そやけど、僕かて、それなりに鍛えてますし」

「いやいや、宗ちゃんに比べると」

「あの人と比べんといてください」

　その時、階段を上ってくる音と共に、

「おっ、俺の噂話か？」

　と、宗次朗が和室に顔を出した。

「宗次朗さん」

「ほら、茶菓子だ」

　と、座卓の上に菓子を置いた。

「ありがとう、宗ちゃん」

　杏奈はすぐに身を乗り出して、手際よくお茶を淹いれる。

　皿の上のお菓子は、金平糖のような形をしていた。

「金平糖？」

「違うんだ。食べてみろよ」

　小春は、うん、と頷うなずいて、金平糖ような粒のお菓子を口に運ぶ。

　清涼感と共に、ふっと消えてなくなり、上品な甘さが残った。

「──ラムネだ」

「ほんまや、ラムネやね」

「美味おいしい」

　ちょうど、占星術に関する勉強をしてきたせいか、一粒食べる毎に、美しい夜空が頭に浮かぶようだ。

　皆は、「美味しい、美味しい」と星の粒のようなラムネを口に運んで、目め尻じりを下げる。

「そして、もう一つはこれだな」

　と、宗次朗は、座卓に別の皿を置いた。

「わあ、きんつばだ」

　きんつばは、吉乃の好物の一つであり、小春も大好きだ。

「きんつば、大好き」

「久しぶりや。おおきに」

　杏奈と澪人も嬉うれしそうに顔をほころばせている。

「ああ、でも、そのきんつばは、今の時季に合わせたアレンジがしてあるんだ」

　アレンジ？　と、皆揃って、きんつばに目を落とす。

「ま、食べてみろよ」

　小春、澪人、杏奈は頷いて、菓子楊よう枝じできんつばを切り取って、口に運ぶ。

　上質な粒つぶ餡あんの甘さと食感が口の中に広がると同時に、ほんの少しの塩気を感じた。

「──塩？」

「そう、それは『塩きんつば』。塩分を欲する夏にピッタリだろ」

　宗次朗の言う通り、この甘さと塩気は、汗をかきやすい今の時季にピッタリであり、体が欲しているせいか、染みわたるように美味しいと感じた。

　小春はもう一口食べて、

「あん、たまらない」

　と、両拳こぶしを握り締めた。

「ほんまや。塩と餡て、意外と合うもんやし」

「そうそう、塩が餡の甘さを引き立てるのよね」

　そう続けた澪人と杏奈に、宗次朗は少し満足そうな表情で、どっかりと胡坐あぐらをかく。

「あれ、宗次朗さん、店に戻らなくても良いの？」

　小春が小首を傾げると、宗次朗は「ああ」と頷く。

「師匠が、今日は店が暇だから、お前たちの相手をしてやれってうるさいから来たよ」

「お師匠さん、ええ人やね」

「まぁ、師匠も一人でここまでやってきて、大きな病気になって、後悔してることも色々あるみたいなんだ。で、俺には同じ失敗はしてほしくないみたいで、『仕事も大事だけど、私生活も大切にしろ』って、俺が修業していた頃では、考えられないようなことを言ったりしてるよ。気が付くと、ペットまでいるし。師匠は『うちは和菓子店だから、絶対にペットは飼わねぇ』って豪語してたんだけどなぁ」

　宗次朗は、そう言って水槽に目を向けた。

「和菓子店はペットを飼ったらだめなの？」

　杏奈は驚いたように身を乗り出す。

「いや、ちゃんと衛生的に管理していたら大丈夫なんだけど、師匠のこだわりなんだろ。うちも『和雑貨店だから、カレーや焼肉の匂いをさせるわけにはいかない』って、言われてきたし」

　そういえば、そうだったね、と小春は相槌をうつ。

「まぁ、ウーパールーパーなら毛が抜けるわけじゃないしな」

　そう言った宗次朗に、小春も水槽の中のウーパールーパーを見る。

「この子は、宗次朗さんがいなくなった後に、ここに来たんだね……」

　妻子と別れ、弟子もいなくなり、とても寂しかったのかもしれない。

「そういや、杏奈。今日は仕事はないのかよ？」

　杏奈は塩きんつばをすべて食べ終えて、ふふっと笑う。

「実はね、今夜の便でフランスに行くのよ」

　聞き間違いではないかと、小春は目を瞬まばたかせた。

「フランスに？　仕事でですか？」

「うん。映画祭に出席するの」

　世界の違うスケールの大きな話に、小春はごほっとむせる。

「も、もしかして、カンヌですか？」

「ううん、『ＥＵ国際芸術映画祭』っていう映画祭でね、私も今回、出演作の『ＭＩＴＳＵＫＯ』が出品するまで知らなかったんだけど、実は世界的に名の知れた映画祭らしいの。なんでも、これまで邦画が受賞したことはないとか」

「へぇ、日本の映画が受賞したことないのか。だから、馴な染じみがないんだろうな」

　腕を組みながら言う宗次朗に、小春も澪人も、そうかもしれない、と相あい槌づちをうつ。

「そんなわけで、今夜から海外に行ってきます。ハルは、大家さんが預かってくれているのよ」

　ハルとは、杏奈が飼っているうさぎだ。

　ハルのことを少し心配していた小春は、良かった、と胸に手を当てる。

「姉さん、緊張するやろ」

「まぁね。でも、受賞はしないだろうから、気楽に行こうと思っているんだけど」

　あはは、と笑う杏奈に、澪人と宗次朗は顔を見合わせて小さく息をついた。

「な、何よ、二人揃ってそのため息」

　杏奈は戸惑ったように、宗次朗と澪人の顔を交互に見る。

「お前は相変わらず、そういうところがあるよな」

「そういうところって……」

「謙けん遜そんのはき違えって言うか、思ってもいないことは口にすんなよ」

　そう言う宗次朗に、杏奈は「えっ？」と洩もらす。

「ほんまは、出品したからには受賞してほしいはずや。そやのに、『受賞はしないだろうから』て、そないなことは口にしない方がええ。言霊の力を侮ったらあきまへん」

　最後にぴしゃりと言った澪人に、杏奈は、ぐぐっ、と言葉を詰まらせる。

　横で聞いていた小春には、杏奈の気持ちが分かる気がした。

　受賞してほしいと思いつつも『受賞はしないと思う』と口にしてしまうのは、怖いからだ。

　全身全霊をかけて挑んだ作品。

　出品したからには、受賞してほしいに決まっている。

　だけど駄目だった時のことを考えると、安易に口にはできない。

　その時に、ショックを受けすぎず済むよう、自分への保険のようなものもあるのだろう。

　しかし、宗次朗と澪人の言うことは、もっともだ。

　わざわざ、否定の言葉を口にするのは良いことではない。

　素直に、『がんばった作品だから、受賞してほしいな』と言う方が、エネルギー的にとても良い。

　杏奈はしばし俯うつむき、そのまま、うん、と頷うなずいた。

「……もちろん、受賞してほしいと思ってる。出品も最初は間に合わないかと思っていたんだけど、何か見えないパワーに助けられるかのように、出品することができてね……。本当は、これに賭かけているの」

　杏奈は、ぽつりとつぶやいた。

　皆は、うんうん、と頷く。

「よし、それなら、せっかくだし、東とう京きよう大だい神じん宮ぐうでも詣まいりに行くか」

　ぱんっと手を打った宗次朗に、澪人は「そら、よろしい」と目を細める。

「東京のお伊い勢せさんて言われるとこやし」

　すると、杏奈はみるみる表情を明るくさせて、立ち上がった。

「うん、ぜひ。このメンバーで東京大神宮にお詣りなんて、百人力って感じがする！」

「私も、東京大神宮、行ってみたいです」

　小春も立ち上がって、笑みを見せた。

「ちょっと、待ってろよ。師匠に車借りてくるから。お前たちはゆっくり下りて来い」

　宗次朗は、お盆に湯ゆ吞のみを載せ、そのまま和室を後にした。

　小春、澪人、杏奈はバッグなどを手にし、部屋を出る。

　小春が、一歩廊下に出た時に、ふと背後で気配を感じて、振り返った。

　水槽の前に、初老の女性が正座をしていた。

　沈痛な面持ちでこちらを見詰めている。

　小春と目が合うなり、彼女は深く頭を下げて、ふっ、と姿を消した。

〝よろしくお願いします〟

　そんな想いが、胸に届く。

「…………」

　小春が何も言えずにいると、

「きっと、師匠の元奥さんやね」

　澪人が背後で、静かにつぶやいた。

　囁ささやき声だったのは、杏奈を驚かさないためなのだろう。

「そうだと思います。今、『よろしくお願いします』って」

　小春も小声で答える。

「そやね、僕にも届いた。師匠のことやろか」

「多分……」

　彼女はとても穏やかな様子だったが、切なそうでもあった。

　離縁してしまったけれど、病に冒されている元夫を気遣っているのだろうか？

　別れたあとに、後悔したことがあったのだろうか？

　小春の胸が、ちくりと痛む。

　過去生・玉椿だった頃の後悔を思い出してしまったのだ。

　だが、澪人の姿が目に入ったことで、その後悔はすぐに緩和された。

　今、こうして隣にいられて、想いを結ぶことができたのだから、それでいい。

「二人して水槽の方を見てどうしたの？　ウーパールーパーとお話？」

　杏奈が不思議そうに、こちらを見る。

　小春と澪人は小さく笑って頷き、杏奈と共に階段を下りた。

　その時、再び元奥さんの想いが胸に届いた。

〝どうか、息子をよろしくお願いします〟

　小春と澪人は、足を止めて階段の上を見上げる。

　半透明の彼女はそう訴え、そのまま姿を消した。

「息子……？」

　小春と澪人は、顔を見合わせた。





十一






　浅草から東京大神宮は、そう遠くなく、車ですぐに辿たどり着いた。

　パーキングに車を停めて、神社に向かって歩くと、『東京のお伊勢さま』というのぼりが目に入る。

「あ、本当に『東京のお伊勢さま』って書いてある」

　杏奈が、嬉うれしそうな声を上げた。

「そやね。ここは明治維新後、つまり『東京』という町ができてから、東京における伊い勢せ神じん宮ぐうの遥よう拝はい殿として明治十三年に創建したそうや」

　天あま照てらす皇すめ大おお神かみ、豊とよ受うけの大おお神かみを主祭神とし、天あめ之の御み中なか主ぬしの神かみ、高たか御み産む巣す日びの神かみ、神かみ産む巣す日びの神かみ、倭やまと比ひ賣めの命みことが相あい殿どのに祀まつられている、と澪人は歩きながら説明をする。

「相変わらず、詳しいわね」

　杏奈は、半ば呆あきれたように感心の息をつく。

「さすがは、澪たん。俺たち自慢の審神者さにわ頭がしら様」

　石段を上りながら、宗次朗は、素晴らしい、とわざとらしく拳こぶしを握った。

「そやってからかうのやめましょか」

　澪人は、やれやれ、と肩をすくめる。

　石段を上り切り、木造の鳥居をくぐる。

　木々の緑が眩まぶしく、清涼感のある凜りんとした空気が境内を包んでいる。

『東京のお伊勢さん』というくらいだ。広大な境内を期待していたが、さほど大きくはなくすぐに本殿が見える。

　だが、掌てのひらにビリビリと痺しびれるほどに強いエネルギーを感じた。

「さすが、強いエネルギーだね」

　小春は、痺れる手をギュッと握った。

「俺も思えば来るのは初めてだけど、パワースポットって言われるだけはあるな」

　そう話す宗次朗に、「ほんまやね」と澪人が同意する。

　そんな中、杏奈が、決まり悪そうに苦笑した。

「ごめん、『気持ち良いところ』くらいにしか感じなくて……」

「それでよろしいと思いますよ」

「私もそう思います。それじゃあ、杏奈さんの必勝祈願に参拝しましょう」

　小春は気合を入れるように言うと、皆は、うん、と頷いて、参拝の列に並んだ。

　境内にはそれなりに参拝客がいたが、多くはなく、すぐに本殿の前に辿り着いた。

　四人で一列に並び、柏かしわ手でを打つ。

　神拝詞となえことばを唱えて、礼を伝えて、『海外の映画祭に出品している杏奈さんの映画が、素晴らしい結果となりました。すべて上手うまくいきました、ありがとうございました』と、あたかも叶かなったかのように言った。

　最後に一礼をして、小春たちは本殿から離れた。

「杏奈さん、しっかりお願いしましたよ」

「ありがとう、小春ちゃん」

　杏奈は嬉しそうに笑って、境内の絵馬に目を向ける。

　見たところ、縁結びを願う人も多いようだ。

「そういえば、ここ『縁結び』でも有名みたい。ここに来ると、素敵な恋人ができるんだって、ご利益あるといいなぁ、ねぇ、宗ちゃん」

　杏奈は、冗談めかして宗次朗の腕に絡んだ。

「恋人ができる、って……。俺はとっくにお前を恋人だと思ってたけど？」

　そう言ってニッと笑う宗次朗に、杏奈は真っ赤になって立ち尽くしたかと思うと、その後に、「もうっ！」と声を上げた。

　その声に、三人はぎょっとする。

「って、どうしたんだよ」

「宗ちゃんのバカ！　そういうのは、ちゃんと言わないと分かるわけがないじゃん！　ずっと言ってくれるの待ってたのに、こんなにサラッと言うなんて！」

　杏奈は目に涙を浮かべながら、ぽかぽかと宗次朗の背中を叩たたく。

「って、悪かったよ」

　宗次朗は弱ったようにしながら、杏奈の頭をぽんぽんと撫なでていた。

「…………」

　小春と澪人は顔を見合わせ、邪魔をしないでおこうと二人からそっと離れる。

「東京大神宮、素敵なところですね。来られて良かったです」

「もしかして、小春ちゃんは初めて？」

「はい。東京で生まれ育ったんですが」

　と、小春は肩をすくめる。

「僕は東京に来るたびに、ここに参拝に来てるんやけど、意外と地元の人は来ないもんなんやね」

「そんなものかもしれないですね」

　小春は、振り返って境内を見回し、「ん？」と眉まゆ根ねを寄せた。

　まるで波が引けるように、参拝客たちが境内から姿を消していく。

　出店のスタッフも、スマホを手に会館の中に入っていったり、人に呼ばれてその場を離れたりしていた。

「え……」

　小春の心臓が、どきんと音を立てた。

　こんな不思議なことが以前もあった気がした。

　そうだ、あれは、吉よし田だ神社の大だい元げん宮ぐうでのことだ。

　若宮を連れて行った際にも、噓のように人が引けて行ったのだ。

　直後、その地に溜たまったものを一掃し、清浄にするかのように、とても強い風が、境内を吹き抜けていった。

「っ！」

　やがて境内の中心に、旋風が起こる。

　とてつもなく、大きなエネルギーが集中していくのが分かり、心臓が早鐘を打ち始める。

「──来はる」

　澪人の喉のどがごくりと鳴った。

　宗次朗も弾はじかれるように振り返って、境内の中心に目を向けている。

　ばくばくと鼓動がうるさい。

　久しぶりの感覚。

　旋風の中、光が集まって、人の形をとっていく。

　中心に現われたのは、水干姿のとても凜り々りしく美しい青年。

　だが、その姿は、すぐに幼い少年の姿に変わった。

『小春さん』

　若宮は、屈託のない笑顔を向けた。

「────っ」

　小春は、そんな若宮を前に、何も言えずに立ち尽くす。

　次の瞬間、気が付くと駆け出していた。

「若宮くんっ！」

　目から涙が溢あふれ出て、若宮の姿が見えない。

　それでも、その存在を強く感じながら、若宮を抱き締めた。

　会いたかった。

　強がりながらも、本当はとても会いたかった。

　涙が止まらなくて、体が震える。

『お久しぶりですね、小春さん』

　若宮は小春を見上げながら、両手で頰を包む。

「うん……。神泉苑に会いに行ったんだよ？」

『結界が復活したことで、自然の摂理なのか、僕も吸い込まれるように天に還かえっていました』

　小春は、うん、と頷く。

　若宮は、京の結界の復活に必要な存在であり、それが解決したことで、還ってしまったのだろう。

「その後は、ずっと東京に？」

　京都を出る前、本部長が、神はエネルギー体で、必要とするところに流れていくという話をしていたことを思い出した。

『いえ、あなたがこの地に来たことで、僕は降り立つことができたのです』

　小春は、そうだったんだ、と相あい槌づちをうつ。

『僕もあなたに会いたく思っていました。ここまで来てくださって、僕を呼んでくださってありがとうございます。あなた方も……』

　と、若宮は、澪人と宗次朗の方を向いて、頭を下げた。

　澪人は黙って頭を下げ返し、

「天に還ってただけあって、前よりもビリビリくるエネルギーだな」と宗次朗は笑う。

「若宮くんは、ここで起こっていることは分かっているんだよね？」

『はい、天にいても、夢を見るようにあなた方のことを見守っておりました。宗次朗さんの「七色かき氷」、僕も食べてみたかったです』

　と、若宮はいたずらっぽく笑い、宗次朗は「分かってるな」と腰に手を当てて、うんうん、と頷うなずく。

「こっちに呼ばれたのは、あの『蛇』と関係があるの？」

『そうですね』

「昨日、公園でメモが飛んだのは、若宮くんがやったことなんだよね？」

　小春が若宮の顔を覗のぞくと、彼は嬉うれしそうに目を細める。

『気付いていただけて嬉しかったです。やはり、あなたは僕の斎さい王おうですね』

　ぎゅっ、と抱き着く若宮に、澪人が歩み寄って、その肩に手を乗せた。

「……あの、くっつきすぎとちゃいますか」

『ああ、これは失礼しました』

　若宮は小春から離れたあと、澪人の許もとに行き、

『ですが、良いではないですか』

　はっ？　と澪人は口を開ける。

『あなたは、わたしの一部でもあるのですから』

「それは、どういうことやろ」

『言葉通りですよ』

　ふふっ、と笑う若宮に、澪人は、不可解そうに眉根を寄せた。

『おや、分かりませんか？』

　若宮は意外そうに、少し可笑おかしそうに目を弓なりに細める。

　澪人は少し考えるも、

「……ほんまにどういうことですか？」

　ややあって、弱ったように洩もらした。

　そんな澪人に、若宮は微笑んで、顔を覗き込む。

『澪人さん、あなたも可愛い、わたしの神み子こということですよ』

　そう言った若宮の顔が、一瞬、青年のものとなった。

　自分によく似た面差しに、澪人は絶句する。

　若宮は、『さて』と、皆を見渡した。

『かつてこの国の中心は京の町でしたが、今はここ、東の都にあります。ここが窮地に陥っては、わが国全体の危機へとつながります』

「だけど、この前、色んなことがあって、ここも立て直したんだよな？」

　と宗次朗は、小首を傾げる。

　若宮は『ええ』と頷いた。

『京の町も東の都も一度は救われました。ですがまだ歪ゆがみが残っています。負のエネルギーは、人の弱い心を利用して広がろうとします。良いですか？　大きな災厄を事前に抑えることこそ陰おん陽みよう師じの仕事です』

　若宮は胸に手を当てる。

　皆は、「はい」と頷いて、頭を下げ、若宮の姿が見えない杏奈もつられるように会釈した。

『若き陰陽師の皆様、どうぞよろしくお願いいたしますよ』

　顔を上げた時には、若宮の姿はなくなっていた。

「いなくなっちゃった……」

　小春は、残念、とつぶやきながらも、心は満たされていた。

　自分は一体、どれだけ彼に会いたかったのか、そして会うことができて、どれだけ満足しているのかを痛感していた。

「なんだよ、もしかして俺たちが東京に来ることになったのって、黒こく龍りゆうの差し金か」

　宗次朗は、やられた、とでもいうように頭に手を置く。

「宗次朗さん、若宮くんのことを『チビ龍』って呼ばないの？」

　小春が笑って尋ねると、

「見た目、チビな姿で出てきてるけど、あれはもう、チビ龍じゃねぇよ、恐ろしい」

　宗次朗はわざとらしく、自分の体を抱き締めた。

「えっ、今、現われてたのって、そんな凄すごい龍りゆう神じん様だったの？」

　見守っていた杏奈が、興味津々という様子で身を乗り出す。

「そうやね。ほんまに凄いお方や。あの方がこの地に助すけっ人とに訪れるなんて、思った以上に大変なことやね」

　澪人は、独り言のようにつぶやく。

　その時、澪人のスマホが鳴動し、「失礼」と電話に出た。

『──あ、どうも、川瀬です』

　スマホから出た声は、小春たちにも聞こえた。

「川瀬さん、お疲れ様です」

『逃げたリーダーの写真を拡大して分かったんだ。多分、あの人だと思う』

「あの人て？」

『君の方がよく知っている人だよ。西の審神者さにわ頭がしらだった谷口さんだ』

「谷口さん……」

　澪人は息を吞のみ、「分かりました、おおきに」と通話を切った。

「相手の正体が分かりました」

　静かに言う澪人に、会話が聞こえていた小春たちは強い眼まな差ざしで頷く。

　大きな使命感を胸にしばしその場に留とどまり、若宮が消えた境内の中心を見詰めていた。








エピローグ









　京都では、祇園の『さくら庵』で、いつものように朔也、愛衣、由里子、和人が集まっていた。

　四人は、テーブルの上のスマホに集中している。

　画面の向こうには、小春と澪人が並んで座っていた。

『というわけで、僕らも助っ人として、関東でがんばるさかい、皆さんは京の都をどうぞよろしゅうお願いします』

　澪人は、東京で起こっていることをひとしきり説明した後、頭を下げる。

　その隣で、小春も『よろしくお願いします』と頭を下げた。

　そんな二人は、豪華なホテルの一室のソファーに並んで座っているようにしか見えず、朔也は「むむっ」と眉まゆを顰ひそめた。

「それはともかくさ、二人は今ホテルにでもいるわけ？」

　そう問うた朔也に、小春はぎょっとする。

『ううん、ここは、澪人さんの宿舎で』

『そやで、ホテルちゃいます』

　澪人は簡単に言って、首を振る。

「って、結局は賀茂くんの部屋に二人きりってことなんだよね？　もしかして、二人は今までベッドで絡み合っていたわけではないよね？　俺たちと連絡を取ることになって、慌てて乱れ髪を整えたわけじゃないよね？」

　勢いよく尋ねる朔也に、小春は『もう』と口を尖とがらせ、愛衣と和人は噴き出す。

　だが、由里子だけは呆あきれ切ったように、朔也に一いち瞥べつをくれた。

「朔也もくだらないことばかり聞かないの」

「澪人さん、小春、こっちのことは気にせず、がんばってね」

　と、愛衣が続ける。

「そうそう、三角形の結界の挨あい拶さつ回りも順調に進んでいるし」

　和人もそう言って、手を振った。

　澪人と小春は、ありがとう、と微笑んで通話を切る。

『ＯＧＭ』メンバーは、画面から目を離して、「東京も色々あるんだね」と顔を見合わせ、

「それじゃあ、自分たちもがんばろう」

　と、『さくら庵』を出て、次の結界の挨拶回りへと向かう。

　いつものように朔也と愛衣、由里子と和人と、二手に分かれた。

「──和人さん、聞いてもいいですか？」

　二人きりになるなり、由里子はそっと口を開く。

「うん？」

　和人は由里子の方を向く。

「和人さんは、人の心の機微に敏感なようなので、お聞きしたいんですが」

　そう続ける由里子に、和人は「なんだろ？」と笑う。

「あの……朔也って、やっぱりまだ小春さんのことが好きだと思いますか？」

　頰を赤らめながら、小声で尋ねた由里子に、和人はぱちりと目を開いた。

「え、どうして？」

「賀茂君に嫉しつ妬としているようなことを言うし……」

　由里子はそこまで言って、目を伏せた。

「いやいや、あれは単に遊んでいるだけというか、たしかに小春さんのことを気に入ってはいると思うけど、リアルな恋愛感情とは別物だと思うよ」

「そうでしょうか……？」

　由里子は、はぁ、と息を吐いた。

「由里子さん、本当に朔也君のことが好きなんだね」

　和人にずばり言われて、由里子の顔が真っ赤に染め上がる。

　自分でも顔が赤くなっていることが分かるようで、由里子は恥ずかしそうに両手で顔を覆った。

「由里子さん、本当に可愛いなぁ」

　和人は、くすくす笑って、愉たのしげに目を細めた。

「私……実は怖いんです」

「怖い？」

「このままでは、大好きな小春さんのことを嫌いになってしまいそうで……」

　俯うつむいたまま言う由里子に、和人は、ああ、と洩もらして、相あい槌づちをうつ。

「だから、いっそ、告白しようと思うんです。……どう、思いますか？」

　由里子は恐こわ々ごわと顔を上げて、和人を見た。

　和人は、「そうだね」と腰に手を当てる。

「僕も由里子さんなら、そうすると思う。仲間を嫌いになりそうなぐらい抱えているなら、この現状を打破したいよね」

　由里子は、はい、と頷うなずいた。

「この状況から抜け出たくて……」

「由里子さんは、強いなぁ」

「強くないです。すごく怖いです。自分に自信もないし」

　由里子は、ぎゅっと自分を抱き締める。

「由里子さん、がんばって」

　和人は、ぽんっと、由里子の背中を軽く叩たたいた。

「応援してます。あなたは自分が思う以上に、とても素敵で可愛い人ですよ」

　にこりと微笑んだ和人に、由里子は言葉を詰まらせて、頰に手を当てた。

　それは、恋の歯車も動き出した、夏の午後。








あとがき









　ご愛読ありがとうございます、望月麻衣です。

　わが家は祇園まちの拝み屋さんシリーズも九巻目。こんなにも刊行することができたのは、読み続けてくださっている皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　今作品を書くにあたりまして、『運命を導く東京星図』（ダイヤモンド社）という西洋占星術の本を参考文献として使わせていただきました。

『運命を導く東京星図』は、まさに西洋占星術に東京の地図を当てはめて占っていくという、非常に興味深い本なのですが、残念なことにすでに絶版となっていまして、手に入れることが難しい状態でした。

　西洋占星術の講師をしている友人に相談したところ、その本を持っていて、快く貸してくださったんです。おかげさまで、この原稿を書き上げることができた次第です。

　留る理り先生、本当にありがとうございました。

　東京の町をホロスコープに当てはめて占っていくなんて、とてもロマンに溢あふれていますよね。作中では、文章の流れから一部しか紹介していなかったのですが、『他の星座のエリアではどうなんだろう？』と気になった方もいらっしゃるかもしれないので、この場を借りてご紹介したいと思います。

　始まりを意味する牡お羊ひつじ座ざのエリアが、永田町～渋しぶ谷や。

　富を意味する牡お牛うし座ざが、霞が関～品川。財務省もここにある。

　情報を意味する双子座が、羽田～お台場。

　家庭を意味する蟹かに座ざが、銀座～晴海。

　華やかで自己アピールを意味する獅し子し座ざが、東京駅～兜町。また、獅子座は『心臓』をも意味しているので、血液循環という意味で、東京駅がぴったり当てはまっている。

　自己主張を抑えて、縁の下の力持ちを意味する乙女座が、大手町～両りよう国ごく。

　社交や対人関係を表わす天てん秤びん座ざが、浅草～秋あき葉は原ばら。

　テーマを追求することを意味する蠍さそり座ざが、御お茶ちやノの水みず～本ほん郷ごう。

　戦闘的であり、教養的である射手座が、後楽園～東ひがし・北きた池いけ袋ぶくろ。

　大人的常識を意味する山羊やぎ座ざが、早稲わせ田だ～西にし・南みなみ池いけ袋ぶくろ。

　自由さと無国籍を暗示する水みず瓶がめ座ざが、中なか野の～新しん宿じゆく。

　美と個性を暗示する魚座が、青あお山やま～紀き尾お井い町ちよう。

　──このようになっております。




　さて、今回もこの後におまけの掌編があります。

　こちらは、七巻発売時に一部の書店で配られた特典の書き下ろしショートショートです。

　このお話は、まだ一巻の頃、澪人の妖あやしさと麗しさが全開で、そんな彼に小春がどぎまぎし、宗次朗が『あいつは駄目だ』と反対していた時のものです。

　楽しんでいただけると幸いです。

　そしてこの場をお借りして、感謝の言葉を伝えさせてください。

　編集者の三み村むら様、校正様、カバーデザイナー様、取次様、書店様、

　いつも素晴らしいカバーイラストを手掛けてくださる友ゆう風ふう子し様。

　シリーズを通して京都弁監修をしてくださっている明あけ美み様ご夫妻。

　そして、この本をお手に取ってくださった、読者様────。

　私と本作品を支えるすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。

　それでは、掌編『甘酸っぱい恋と苺いちご大福。』をよろしくお願いいたします。





望月　麻衣










掌編　甘酸っぱい恋と苺大福。









　──それは、小春が祇園に移り住んで、間もなくの頃。

　タペストリーのうさぎがいなくなってしまった、と一時的に櫻井家に身を寄せていた杏奈の問題が解決され、実家に帰った後のことだった。




　日曜の昼下がり。

　昼休憩に入った小春は、自室のベッドに横たわりながら、ぼんやりと杏奈と澪人がこの家に泊まっていたことを思い浮かべ、頰を熱くした。

　ほんのひと時とはいえ、気になっている澪人と同じ屋根の下で一緒に過ごしていたことが信じられない気分だ。

　同時に、杏奈と澪人の会話も思い出される。

　それは、食後、共に台所に並んで食器を洗っていた時のこと。

『もうもう、宗ちゃんの和菓子が美味おいしすぎて信じられない。ここは本当に危険だわ』

　スポンジを強く握りながら熱っぽく言う杏奈に、居間のちゃぶ台を拭ふいていた澪人が、くすりと笑う。

『ほんまやね。ここにいたら、つい甘いもの食べ過ぎてしまいそうや』

『澪人は、そんな顔して意外と甘いものが好きよねぇ』

『そんな顔て。顔関係あります？』

『あるある。そんな顔して大福が大好きって意外だよ、ねぇ、小春ちゃん』

　振り返っていた杏奈はそう言って、小春を見た。

『えっ、澪人さん、大福が好きなんですか？』

　小春は、思わず振り返る。

『そうやね。甘いもの全般好きやけど、大福や豆まめ餅もちは特に。姉さんかて、僕と似た顔して、甘いもの好きやん』

『私は女だし。あっ、ちなみに、私が一番好きなのは苺だし』

『僕かて苺、大好きやし』

　そんなことを言い合う二人に、小春は思わず笑ってしまった。




　その時の会話を思い返し、小春は頰を緩ませる。

　なぜ、こんなことを思い返したかというと、今日の午後、澪人が宗次朗の和菓子を買いに、『さくら庵』に来るからだ。

　杏奈が言う通り、あの『麗しい』を絵に描いたような澪人が大福好きだというのは、意外に思える。

　そして苺も好きらしい。

　それじゃあ、苺大福は大好物になるのではないだろうか？

「…………」

　そういえば、今家に苺がたくさんあったはずだ。

　そこまで思い、小春はむくりと体を起こし、部屋を出て、宗次朗の廚ちゆう房ぼうとなっている台所へと向かった。

　宗次朗は今、昼休憩に入っているようで、丸椅子に座っておにぎりを食べている。

「おう、小春。もう休憩終わりか？」

　小春は、ううん、と首を振り、おずおずと口を開く。

「あ、あのね、宗次朗さん。私に和菓子作りを教えてくれないかな？」

「和菓子作り？」

「ちょうど今、苺があるでしょう？……苺大福を作ってみたいと思って」

　宗次朗は、ああ、と笑う。

「苺大福なら、レンジでも簡単に作れる方法があるし、小春には丁度いいかもな。いいぜ」

　宗次朗は、おにぎりをすべて口の中に放り込むようにして、立ち上がった。

「ありがとう、宗次朗さん」

「まず髪をまとめて、手をしっかり洗って消毒するところからだな」

　小春は、はい、と頷うなずいて、髪を一つに束ねて、手を洗った。

「それじゃあ、とりあえず、八つ作るとするか」

　宗次郎は苺の数を確認しながらそう言う。

　小春は苺をきれいに洗い、水気を取った。

「材料は、白玉粉　１５０ｇ、砂糖　60ｇ、水　２００ｃｃ、餡あん子こは適量ってとこだけど、餡子は粒餡にするか？　こし餡にするか？」

「どっちが良いのかな？」

「好みの問題だな。粒々の食感が残っている方が良いなら粒餡だし、なめらかさを求めるならこし餡だし」

「それじゃあ、私はこし餡で」

「了解。俺が丹精込めてこしたものだから、美味うまいぞ」

　宗次郎は容器に入ったこし餡を取り出して、小春に見せる。

　作り方は、小春が思う以上に簡単だった。




　①大きめの耐熱ボウルに白玉粉と砂糖と水を入れ、だまがなくなるまでよく混ぜる。

　②ふんわりとラップをかけて、レンジに入れて５００Ｗで一分間加熱。ヘラでよく混ぜて、再び５００Ｗで一分間加熱し、かき混ぜる。

　この工程を繰り返し、合計で約六分間加熱。

　③できたらそれを片栗粉を敷いたバットに取り出して、粉をまぶしながら八等分にする。

　④餅を広げ、餡と苺を載せて包む。




「これで、できあがりだ」

　宗次郎は、見本に作った一個を手にそう言う。

　あえて、苺の先が見えるようにして包んでいて、一目で『苺大福』と分かる。

　今にも店頭に並べられそうな宗次朗の苺大福とは違い、小春が作ったものは、形はいびつだったが、我ながらがんばったように思えた。

　できた苺大福を口に運び、小春は「んんっ」と目を細めた。

「美味しいっ」

「良かったな。まぁ、餡と苺が最高級だしな」

「……そうかもだけど」

　と小春は口を尖とがらせ、

「お茶を淹いれて、お祖母ばあちゃんにも食べてもらおう」

　苺大福を皿に載せて、トレイに並べていく。

「全部持っていくのは多くないか？」

「……あ、もうすぐ、澪人さんが来るかもしれないし」

　ぎこちなく言う小春に、「はああ？」と宗次朗が目を光らせた。

「まさか、お前、あの毒花の気を引こうと、俺を利用したわけじゃ」

「へ、変な言い方しないで。そんなんじゃなくて、ただ……」

　目をぐるぐるさせる小春に、宗次朗は面白くなさそうに腕を組む。

「いーや、お前は俺を踏み台にした」

「使ってないよ」

「それじゃあ、澪人のために作ったわけではないんだな？」

　そう問われて、小春は言葉を詰まらせる。

　情けない顔の小春を見下ろし、宗次朗は、ぷっと笑った。

「分かった。それじゃあ、こうしよう」

「えっ？」

　宗次朗は自分が作った苺いちご大福を皿に載せて、置いた。

　最初に八つ作ったが、一個は小春が食べたため、トレイの上には、苺大福が七つ。

　六つが小春作で、一つだけ宗次朗が作ったものだ。

「毒花が来たら、誰が作ったものかは黙った上で、『おひとつどうぞ』とこれを出せ」

「え、ええ？」

「そうしたら、俺を踏み台にしたことを許してやるよ」

「踏み台って、そんな……」

　トレイに並んだ七つの苺大福は、ひとつだけ明らかにクオリティが違っている。

『おひとつどうぞ』と言われたら、誰もがこれを手に取るだろう。

　小春が肩を落としたその時、「小春ー、澪人ちゃんやで」と一階から吉乃の声が聞こえてきて、弾はじかれたように顔を上げた。

「おっ、いいタイミングだな。お茶は俺が淹れといてやるから、行ってこいよ」

　小春は「……はい」と頷き、一階の店舗へと向かう。

　ふわり、と梅の花の香りが届き、ドキドキと胸が高鳴る。

　この香りを嗅かぐと、ときめくと同時に胸が切なく詰まり、そして懐かしい感覚がするのが不思議だった。

　澪人はカウンターの前に立っていて、

「おおきに。宗次朗さんの水み無な月づきが食べたいて、父の友人が言うてまして」

　と吉乃から菓子折りの入った紙袋を受け取っているところだった。

　今日もこれからお茶会に向かうのか、羽織りに袴はかま姿すがたであり、仰々しく思えそうな姿だが、彼にはそれがとてもしっくり似合っている。

「小春ちゃん、先日はお騒がせしました」

　澪人は小春を見るなり、にこりと微笑んだ。

「い、いらっしゃいませ。あの、これ、良かったら、おひとつどうぞ」

　小春はぎこちなく言って、カウンターの上にトレイを置いた。

　澪人はトレイに視線を落とすなり、「苺大福や」と嬉うれしそうな声を上げた。

「なんや澪人ちゃん、苺大福好きなん？」

「ええ、大福も苺も好きな僕には、奇跡の組み合わせやて思うてますし」

「奇跡って」と、小春と吉乃は思わず笑う。

「ありがたく呼ばれます。おおきに」

　澪人はトレイの上の七つの苺大福を見下ろして、手を伸ばす。

　小春が思わず俯うつむいた瞬間、「くっそぉ」と背後から、宗次朗の悔しそうな声が聞こえてきた。

　小春が顔を上げると、澪人は小春が作った苺大福を手にしている。

「宗次朗さん、こんにちは。どないしました？」

「お前はどうして、俺が作ったこの超絶美しい苺大福を選ばないんだよ」

　宗次朗は、ひとつだけ明らかに出来の良い苺大福を指し、鼻息荒く言った。

　澪人は、ああ、と笑って

「やっぱりそうなんや。他は小春ちゃんが作ったものですよね？　せっかくやったら、小春ちゃんが作った和菓子を食べたいて思いまして」

　澪人は、いただきます、と会釈をして、ぱくりと口に運ぶ。

「あ、ほんまに美味おいしい。おおきに、小春ちゃん」

　口についた片栗粉を指先で拭ぬぐいながら嬉しそうに微笑む澪人を前に、小春は顔を上げられないまま、

「そ、それは良かったです」

　と、小さくつぶやく。

　おそらく自分の顔も、この苺のように真っ赤だろう。

「私もせっかくやから、小春が作ったのもらうし」

　吉乃はいたずらっぽく笑って、小春の作った苺大福を手にする。

　宗次朗もぶすっとしながら、

「俺だって、可愛い小春が作ったのを食べるけどよ」

　と、小春の作った苺大福を口に運んだ。

「あっ、それじゃあ、私は宗次朗さんのをもらうね」

　小春はドキドキとうるさい鼓動の中、宗次朗の作った苺大福を手にし、火照る頰を隠すようにしながら食べる。




　それはとても、甘酸っぱく、恋に似た味がしていた。
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